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　頭の上にいる子こ狐ぎつねをおとなしくさせ、王都に向かって歩き始めたシン。

「肉球パンチは爪つめをしまってすること」と何度も言い聞かせ、ようやく落ち着いたところだった。それまでは顔に爪が当たり、あっちにフラフラ、こっちにフラフラしていたのだ。

　孤こ児じ院いんの少女ミリーの言葉に従った結果、シンは大量のスカルフェイスと戦うことになった。戦場となった森の中の神社で、この子狐──エレメントテイルを助け出したのである。

　戦闘が終わった森は生き物の気配で満ちていて、物音１つしなかった往おう路ろが嘘のようだ。

　もしかするとシンが神社に向かっているとき、すでにスカルフェイスの群れが近づいており、動物たちは息を潜ひそめていたのかもしれない。

　ただあの群れは、自然発生したと考えるにはさすがに数が多すぎた。

　あれほどの数がポップ（出現）するのは、それこそアンデッドの出現地帯として知られる墓はかや地下ダンジョン、瘴しょう気きが渦巻く危険エリアくらいだろう。

　これはギルドに報告しないとまずいよなあ、とシンはため息をついた。とりあえずエレメントテイルのことだけは隠しておくか……と考えながら、頭上で呑のん気きに脱力している子狐に声をかける。

「なあ、ものは相談なんだが」

「クゥ？」

　子狐から疑ぎ問もん符ふ付きの鳴き声が返ってくる。さっきまでのやり取りで、子狐が自分の言っていることを理解しているのはすでにわかっていた。

「お前の正体がばれるとまずいから、俺と契約しないか？」

　この場合の契約とは、調教師テイマーとモンスターが行うパートナー契約──テイミングのことだ。

　無数の召喚獣と制限なく契約できる召喚士と異なり、調教師テイマーは１人につき、５体までしかパートナー契約ができない。ただし調教師テイマーの職業を１度でも経験していれば、他の職業になっても契約が可能となるのだ。

　その場合は１体としか契約できないが、ペット感覚やちょっとしたサポート要員としてなら十分だと考えられていた。今回のケースもしかり。

　シンにはサポートキャラクターが多くいたので、これまでパートナーモンスターを必要として来なかった。ただ、ギルド【六ろく天てん】の調教師テイマー兼召喚士だったカシミアに勧められ、半なかば強引に契約だけはできるようになっていた──と言うよりさせられていた。まさかこんなところで役に立つとは、思ってもみなかったシンである。

「俺は調教師テイマーじゃないからボーナス補正はないが……他の奴らにお前のレベルや種族がばれることはなくなるし、アイテムなしで意い思し疎そ通つうもできるようになるぞ」

【ＴＨＥザ ＮＥＷニュー ＧＡＴＥゲート】では、レベルやステータスに差がありすぎる場合、数値の低いプレイヤーから高い相手のステータスは見えない。ステータスが見えるか見えないかで、相手の強さを判断することもあった。

　そしてパートナーモンスターのステータスを知るためには、その主あるじであるプレイヤーのステータスも見えなければならない。つまり、この世界で圧倒的な強さを誇るシンと契約すれば、子狐のステータスを見れる相手はほとんどいなくなる、という訳だ。

　ちなみに意思疎通は主従同士でのみ可能となる。

　端はたから見れば無言のようでも、その実細やかな指示を与えながらパートナーモンスターと共に戦う。これがパートナーモンスターを連れた調教師テイマーの戦い方なのだ。

「クゥッ!?　ククッ！」

「ほんと!?　やるやる！」とでも言うように、またもや肉球パンチを繰り出す子狐。いつの間にかシンも、契約など関係なく子狐の言っていることがなんとなくわかるようになっていた。

「わかった！　わかったからちょっと動くな！」

　頭上の子狐を抱えて自分のほうを向かせると、額ひたいを合わせてキーワードを唱える。

「我、汝なんじとともに歩むことを願う」

「クー……」

　子狐がシンの言葉に応えるように鳴く。もしこれが言葉を話すモンスターなら「我、汝の傍かたわらにあることを誓う」と応じていただろう。

　鳴き声がやむと、それぞれの左腕、左前足に隼はやぶさをかたどった刺青いれずみが浮かび上がる。

　これはプレイヤーが設定できる契約の印で、普通のモンスターとパートナーモンスターを区別するためのものだ。

　プレイヤーによって育てられたパートナーモンスターは、基本的に普通のモンスターより強い。そのことをよく知らない初心者プレイヤーが、間違ってパートナーモンスターに攻撃して返り討ちに遭あう、なんてこともあった。

「んじゃ、あらためてよろしくな」

「クゥッ!!」

「よろしく!!」とでも言うように、右足をピョコッと立てて鳴く子狐。何とも微笑ほほえましい光景である。

「さて、契約したら最初にすることがある」

「ク？」

「お前の名前を決めるんだよ。エレメントテイルは種族名だからな。パートナーになったら、ちゃんとそいつだけの名前を考えるのは当然だろ？」

「クゥ!?　クークー!!」

「それでだな……って落ち着けい！　頭が揺れるわ!!」

「ほんと!?　どんなの!!」と急せかしてくる子狐をなだめながら、シンは頭に浮かんだ名前を告げる。

「ユズハ、っていうのはどうだ？」

「クククゥ……」

　小さく鳴いた子狐は、ユズハという名を反はん芻すうするようにしばし黙り込む。そして、気に入ったと言わんばかりに、「クゥ！」と一ひと際きわ高く鳴き声を上げた。

　ゲームでクエストを受ける際のエレメントテイルは、九きゅう尾びの狐の伝承を基にしているのか、女性の姿でプレイヤーの前に現れていたので、なんとなく女性よりの名前が思い浮かんだのだ。

「まあ、実のところ性別なんてないわけだが」

　モンスターであるエレメントテイルに雌し雄ゆうの縛りはなく、男にも女にもなれたりする。

　プレイヤーの前に現れるときは女性の姿を取るのが通例ではあったが、極ごく稀まれに男の姿で現れると攻略サイトに載っていたのを記憶している。ただ、実際に見たことはない。

「クゥ？」

「なんでもない。もし男モードになったらユズトとかでいいだろ」

　小説や漫画、アニメでは、動物を抱いて寝たら次の日に全裸の美女になっていたなどという話がよくある。この世界でもゲームと同じように、エレメントテイルが人型になれるかどうかはわからないが、どうせなら女性の姿になって欲しい。

　もふもふを堪たん能のうしながら眠るのを楽しみにしているシンとしては、目覚めたら男と抱き合っていたなどという事態だけは、断固お断りだった。

（俺のＬＵＣは低い。きっと人型になることもないだろう）

「クゥ？」

「変な幸運はないはず……」とブツブツ言っているシンに、首をかしげる子狐あらため、ユズハ。

　何やら一部挙動不審な主に一いち抹まつの不安を覚えつつも、まあいっかと考えるのを止めたようだ。

　いくらエレメントテイルといえど、その身はまだ子狐。

　難しいことを考えるのは得意ではないらしい。相変わらず、シンの額を爪をしまった前足で軽くポフポフと叩いてくる。

　それに反応して「どうしたー？」と声をかけるシン。長い間、１匹で毒ポイズンや呪いカースに耐えてきたユズハには、そんな些さ細さいなやり取りがただただ嬉しかったのかもしれない。





　　　　　　　†






「ん？」

　もうじき北の森から出るというタイミングで、シンの耳元でポーンッ！　という聞きなれた電子音が鳴った。レベルアップやメールの着信、イベントのアナウンス時など、ゲームではよく聞いた音だ。

　ユズハが反応していないところを見ると、聞こえているのはシンだけらしい。

「メッセージ着信。ティエラからか」

　シンの視界の端に『メッセージが届いています』という半透明の文字が浮かび上がった。

　明らかに非現実的なゲーム特有の現象は、すでに数日この世界で過ごしたシンにも、まだゲームの中にいるのではないかという錯さっ覚かくをもたらす。

「中途半端にシステムが生きてるせいで違和感がありすぎる」

　今まではＶＲ（ヴァーチャルリアリティ）とはいえ、明らかにゲーム画面だったから違和感を抱かなかった。しかし現実でそれが起こるとしっくりしない。

　ゲームと現実が混じるとこんな感じなのか？　とシンは顔をしかめたが、便利であることは確かだ。慣れるしかないとため息を１つついて、メッセージを開く。




『シンへ

　私が試したら師し匠しょうにメッセージが送れました。

　師匠がメッセージカードを持ってるかどうかはわからないけど、返事が来たらまた連絡します。

　追伸

　メッセージカードにアイテムをつけて送る、とかできないの？』




　この世界でシュニーと知り合いのティエラは、問題なくメッセージカードを送れたらしい。

　シンは自分がシュニーに送信できなかったので、ティエラとシュニーがやり取りできる可能性をまったく考えなかった。

「まあ連絡が取れたんだし、よしとしよう」

　結果オーライということで自分を納得させ、返信ついでに未使用のメッセージカードを添てん付ぷしてみる。

　メッセージカードは光の粒になって返信の便びん箋せんの中に吸い込まれた。軽いアイテムしか添付できなさそうだが、十分便利である。

「……この世界だとこうなるのか。ゲームでは添付なんてできなかったのにな」

　ゲームと現実では同じようにならない──これは他のアイテムの検証も必要だな、と脳内メモに書きたす。ゲームよりも融ゆう通ずうが利きく分予想外のことも起きそうだ。

　アイテムボックス内のアイテムの数を考えると、検証にかなりの手間がかかるのは間違いない。そう考えたシンは軽い頭痛を覚えた。

「シュニーが何か言ってきたら連絡よろしくっと」

　アイテム添付の方法も含めてメッセージを返信し、また歩き始める。目指すは王都の東門だ。

　ユズハのことは伏せておくにしても、３桁近いスカルフェイスの軍勢に襲われた事実を報告しないわけにはいくまいと、まずはギルドに向かうことにした。




「よお、シン。今度はまた妙なのを乗っけてるな」

　東門で声をかけてきたのはベイド。連日顔を合わせているせいか、もう初めて会ったときのような堅かた苦くるしさはない。

「相棒になったユズハだ。確認しときたいんだが、パートナーモンスターを連れていると、何か制限とかあるのか？」

　いくら調教師テイマーに連れられているとはいえ、モンスターをそのまま街中に入れるのは難しいだろうとシンは予想していたのだ。

「攻撃的なモンスターや図ずう体たいのでかいモンスターならいろいろと制限もあるが、そのちっこいのなら大した問題はないだろ。一応こっちで用意する書類に必要事項を記入してもらう。あとはお前の連れだってことを証明するために、契約印を記録して終了だ」

「意外と緩ゆるいんだな」

　もっと厳重だと思っていたので、少々拍子抜けした。

「もちろん、暴れたら危険そうな奴にはもっと厳重だ。もしパートナーモンスターが問題を起こしたら、その全責任は調教師テイマーが取らなきゃならん。場所によっちゃあワザとパートナーモンスターに手を出して、調教師テイマーに代金を請求するような奴もいるから気をつけろよ」

「ああ。やっぱりいるか、そういう奴」

「困ったことにな。ただ下手に調教師テイマーの能力を制限しちまうと、今度はパートナーモンスターが狙われちまう。その辺は調整が難しい」

「緩いかと思ったけど、しっかり考えてるんだな」

　珍しいモンスターを捕まえて売り飛ばそうとする輩やからもいるから、というベイドの言葉にシンは納得する。

　一応、力業で捕まえようとしてきた場合には反撃も許可されているらしい。もっともその後の処理が非常に面倒らしく、「やるなら見つからないところで徹底的にやれ」とベイドは言った。

　それでいいのか衛兵……と思わないでもないが、パートナーモンスターとわかっていて手を出すのは、ほとんどがモンスター売買組織の構成員かそれに類する犯罪者なので、容よう赦しゃはいらんとのことだった。

　シンからすれば、ユズハに手を出されて黙っているつもりはないし、ユズハのレベルも常人と比べればかなり高い。無用心に手を出せば地獄を見るのは相手のほうだろう。

「名前はユズハで、種族は妖よう狐こ。あとは……」

　ベイドが持ってきた書類に必要事項を書き込んでいく。

　妖孤というのは狐系モンスターが属する種族で、ゲームではペットにするプレイヤーも多かった。

　エレメントテイルは最上級ボスのため、妖狐族でありながら同時に「エレメントテイル」という１つの種族として分類されている。ハイヒューマンやハイエルフのような上位種といってもいい。

　なのでシンが書類に書いた種族はまったくのデタラメというわけではない。真実でもないが。

「……よし、記入終わり。確認してくれ」

「……ふむ。とくに問題ないな。では最後に契約印の登録だ。これに契約印を当ててくれ」

　書類の不備がないか確認したベイドはそれを別の衛兵に手渡すと、野球ボールほどの大きさをした紫むらさき色の球体を差し出した。

　シンとユズハはそれぞれ左腕と左足を球体に触れさせる。すると球体がわずかに光り、その内部に契約印と同じ隼の模様が浮かび上がった。

「これで登録終了だ。あと、不幸にもパートナーモンスターが死んじまったり攫さらわれたりしたときには、登録解消の手続きがある。一応覚えといてくれ」

「わかった。そうならないことを祈る」

　内容が内容だけに、少々事務的になったベイドの言葉にうなずいて門を後にする。

　頭の上にユズハを乗せているせいか、すれ違う人がちらちらとこちらを見てくるが気にしない。こうなるだろうなとはシンも予測していたのだ。

　小さい子どもなどは、「きつねさんだー」とシンを指差しては、親から注意されている。

　わざわざ頭上に乗せておく必要もないのだが、人通りが多いところで地面を歩かせるのは少しばかり危ないとシンは判断していた。危ないのは当然ぶつかったほうである。

　周りからの視線に耐え、冒険者ギルドの看板をくぐる。

　ここでも例外なくシン、というより頭上のユズハに視線が集まった。

　受付には瓜うり二ふたつの容姿をした受付嬢がいた。セリカとシリカの双子姉妹である。

「すいません。ちょっと報告しておきたいことがあるんですけど」

「承うけたまわります」

　同時に返事をする２人。タイミングはピタリと一致している。

　どちらもユズハにちらっと視線を向けるものの、好奇心というよりはただの確認という感じだった。さすがである。

「えっと、どっちに話せば？」

「私がう──」

「あたしが承ります！」

　姉のセリカが答えるのをさえぎるように、妹のシリカが口を挟んだ。

　しっかり者の姉とお調子者の妹──シンはとっさに髪型で判断したのだが、どうやら間違ってはいなかったらしい。

「……シリカ」

「なに？」

「シン様は私の前にいらっしゃるのだから、私が承ります」

　対するセリカの目はどことなく据すわっている。

「えー、あたしでもいいじゃない」

「ダメです。私です」

「なんかいつもと雰囲気違うなぁ」

「なにか？」

「はいはい、わかりました。あたしはおとなしくしてます」

　結局セリカに軍配が上がったようだ。シンからすれば、どちらにしろ話すことは同じなのだが。

「……あー、報告しても？」

「はい、お騒がせして申し訳ありません。ご報告をどうぞ」

「今日北の森の中心部付近で、大量のスカルフェイスに遭そう遇ぐうしました。確認できる範囲にいたのはすべて倒したんですけど、はぐれた個体が残っていないとも限らないので、念のため」

「大量……と言いますと？」

「正確な数は数えてないのでわかりませんけど、１００体近かったと思います」

「なっ……」

　１００体近くのスカルフェイス──。

　先日のジャック級討とう伐ばつの件もあり、「倒した」という発言には反応の薄かったセリカだが、その数の多さには驚きを隠せなかった。

「まさかとは思いますが、先日と同じく強力な個体が？」

「いえ、今回遭遇したのは一般に知られているレベルや装備の範はん疇ちゅうを超えてはいませんでした。クラスはジャック級とポーン級の混こん成せいで、とある建物を包囲するように動いていました」

「建物、ですか？」

「はい。神社……神様を祭るための施設なんですけど」

　神社という単語が通じるかわからなかったので、大おお雑ざっ把ぱに説明する。

「神社……ヒノモト国にそういうものがあると聞いたことがありますが、北の森にあるとは知りませんでした」

　生き物を寄せつけない結界が張ってあったせいだろう。加えてそれが局所的なものだったので、気づきにくかったとも考えられる。

「俺も気になって近づいたら急に何かが割われる音がして、それと同時にスカルフェイスが押し寄せてきたんです。たぶん、結界か何かが張ってあったんだと思います」

「そこで何か発見しましたか？」

「建物内部には物がほとんどなかったんですが、魔術陣のようなものが描かれていました。特徴的なのはそれくらいだと思います」

　ユズハのことは隠して、他に気になったところを挙げておく。

「ご報告ありがとうございます。先日のジャック級の件も含めて、こちらでも調査しておきます。他に何か気づいたことがありましたら、また連絡してください。実際に立ち会ったシン様でなければわからないこともあるかもしれませんし」

「わかりました。何か思い出したらまた来ます。っとそうそう、ヒルク草の採取が終わったんですけど、それはどこに持っていけばいいんですか？」

　アイテムカードから実体化しておいたヒルク草の束を見せながらシンが尋ねると、セリカは掲示板の横にある扉を指し示した。

「それでしたら、あちらの部屋の素材専用カウンターにお願いします」

　シンは礼を言ってから受付を離れ、その扉をくぐる。

　中は個別に区切られたカウンターが５つ並び、それぞれ担当の人間が待機していた。その１つに歩み寄ったシンは、カウンターの上にヒルク草を置く。

「採取依頼の品です。確認をお願いします」

「承ります。少々お待ちください」

　ちなみに担当者は全員女性である。出入り口である扉の横には警備と思おぼしき男性もいるが、素材の扱いについては完全に女性陣の仕事のようだ。

　目の前の女性もシンの頭上に陣取るユズハに視線を向けることすらせず、黙々と自分の仕事をこなしていく。その姿はまさにプロと言えるだろう。

「お待たせしました。申し訳ありませんが、まだ依頼達成とは認められません」

「えっ!?」

　森からの帰り道に最後の１本を見つけ、やっと初の依頼完了だと達成感を覚えていたシンに、女性は無情な言葉を投げかけた。

「29本は確かにヒルク草ですが、１本違うものが交ざっています」

「マ、マジですか……」

　そんな……と肩を落としたシンは、その後に告げられた言葉でさらに驚くことになる。

「ただ、交ざっていた１本は珠しゅ玉ぎょく草そうといいまして。これだけでジュール白金貨１枚になります」

「白金貨!?」

　シンは思わず「たかっ！」と叫んでしまった。30本でジュール銀貨１枚のヒルク草を探していたら、ジュール白金貨相当の素材を手に入れていたらしい。

　実のところ、最後の１本を見つけてきたのはユズハで、シンもぱっと見ただけで特に鑑かん定ていしていなかった。イベントやクエストの報ほう酬しゅうなら別だが、フィールドで採取したアイテムなどは、鑑定しないと詳しく情報が表示されないのだ。

「いやしかし、珠玉草っていったらせいぜい４級回復薬ポーション・フォーの材料にしかならないような……」

　少し落ち着き、冷静に考えてそんなに高価なものじゃないよなと思い直すシン。そんな態度に、担当の女性は戸惑いながら問いかける。

「……あの、せいぜいどころか、十分すごいものだと思いますが？」

　回復薬ポーションについてはランクが１級から10級まであり、スキルとは逆に数字の小さいほうが効果が高い。４級といえば、やっと部ぶ位い欠けっ損そんの回復効果が追加されるランクだ。

　１級や２級と比べると部位欠損の回復速度はかなり遅いので、戦闘中はただの回復薬ポーションでしかないが、戦闘後に使う分には申し分ない効果があった。

　ちなみに１級回復薬ポーション・ワンと１級魔術薬エーテル・ワンにいくつかのアイテムを加えて合成すると、万能回復薬エリクサーとなる。

　最低でも２級クラスの品しか使っていなかったシンには、４級の材料が高額と言われてもいまいちピンと来ない。

「もしや、４級以上の回復薬ポーションをお持ちで？」

「……話に聞いたことがあるだけですよ」

　一瞬、何かいやな予感がしたので誤ご魔ま化かしておく。実際は３級どころか最高の万能薬エリクサーだって持っているが、ここで言う必要はないだろう。

　あからさまに疑いの目を向けてくる女性に買い取りを頼み、受け取った金を手早くしまうと、シンはそそくさとその場を後にした。

　白金貨では使い勝手が悪いので、金貨と銀貨に両替してもらっている。

「依頼を完かん遂すいしてないのにこの収入。なんだろな、この展開」

　森の中を長時間さまよった自分が少しばかり馬鹿らしくなってしまう。しかも、結局依頼は未達成のままなのだ。

「てかユズハ。あんなのよく見つけたな」

「クゥー！　クークー」

「ほめてほめて！」と胸を張るユズハ。シンの頭の後ろでは、尻尾がばっさばっさと揺れている。

　そんなユズハの頭を撫なでつつ、ホールに戻る。

　やや沈んだ気持ちはユズハを撫でていると薄れていった。嬉しそうに顔を手に擦こすりつけてくるユズハを見ていると、気落ちしているのが馬鹿らしくなる。

　考えるのをやめ、シンは依頼書が張ってある掲示板に目を向けた。

　ヒルク草の依頼を受けたときはＧランクの依頼書しか見ていなかったが、現在のランクでは受けられない高額の依頼にも目を通していく。

　すると、メインの掲示板の横に隠れるように存在する別の掲示板を見つけた。

　大きさは縦横30セメルほどで、張ってある依頼書も手作り感あふれる仕様だ。横にある掲示板とは比べ物にならない。

　少し気になったシンは、乱雑に張られていた依頼書に適当に目を通していく。するとその中に、気になる単語が交じった依頼書を発見。手に取ってしっかりと内容に目を通す。




　──スキル継承者の方にお願いしたいことがあります。

　──依頼を受けてくださる方は東区教会横の孤児院までご連絡ください。

　──報酬は応相談。




　内容を見て、シンはそれがランク適用外の依頼書だと気づいた。

　それらは訳ありの者たちが使う掲示板に張られ、貧しい子どもからの依頼や犯罪に関わる仕事まであるらしい。

　なぜそんな掲示板を設置しているのかとシリカに聞いたところ、「どんな方でも依頼するのは自由ですから」という答えが返ってきた。

「怪しい依頼ばかりって感じだな……あの噂うわさもあながち間違いじゃない、か？」

　シンは聞き耳スキルで収集した情報の１つを、記憶から呼び起こす。

　あくまで噂の域を出ないが、少々気になる内容だった。

　それはギルド同士のつながり──とくに世間に受け入れられている冒険者ギルドや商人ギルドのような表ギルドと、暗殺や誘ゆう拐かいなどの犯罪を請うけ負おう裏ギルドとの関係について。

　何でも、横暴な依頼人や無理難題を押しつけてくる貴族などの粛しゅく清せいを裏ギルドが行う代わりに、表ギルドは裏ギルドの犯罪に目をつむっているという。

　真実かどうかは不明だが、何かがあったとしてもおかしくはない。

「にしても、孤児院か。確かミリーがいるのも孤児院だったな」

　先日、別れ際にヴィルヘルムの言っていたことを思い出す。

　ユズハと出会うきっかけをもたらした少女と関わりがあるかもしれないと思うと、放置するのは後味が悪い。

「……行くだけ行ってみるか」

　もともとミリーには会いに行くつもりだったので、そのついでに依頼の内容だけでも聞いてみようと、孤児院へ向かうことにした。





　　　　　　　†






　セリカに孤児院までの道を聞き、歩くこと数十分。シンは教会の前にいた。

　教会と聞くと、礼れい拝はい堂どうにステンドグラスという組み合わせを思い浮かべてしまうシンだが、まさしく想像したままの造りだった。

　大きく開け放たれた扉の奥には、参拝者の座る長椅子と輝くステンドグラスが見えた。

　ちょうどステンドグラスの向こう側に太陽が来ているのだろう。少し薄暗い礼拝堂に色鮮やかな光が差し、実に神秘的である。

　室内にいるのは参拝者を除けばシスターが２人。牧師や神父などの姿は見えない。

（内装に多少の違いはあるが、まさに建築スキルの『教会』そのままだな）

　周囲を見渡しながらそんなことを考える。建築スキルは名前の通り、建物を建築するのに必要なスキルで、レベルが上がるほど大規模かつ細かな内装や設計まで可能になる。

　六天の奇術師兼建築家であるカインに付き合わされた影響で、シンも建築スキルのレベルはⅥまで成長している。そのおかげで、建物について多少の良し悪しはわかる。

　この教会は、内装は古いがどこも丁てい寧ねいに手入れされていた。それだけでも管理する者の人格が知れるというものだ。

「どうかなさいましたか？」

　入口のすぐ近くで教会内を観察していたシンを見て、シスターの１人が話しかけてきた。

　黒眼で茶色の髪をシニョンにした妙みょう齢れいの女性だ。

「ん？　あ、すいません。こういうところに来るのは初めてなもので」

　教会に来たにもかかわらず、祈るわけでもなく入口で突っ立っているだけというのはなかなかに不審だ。それでもシスターの口調からは、シンを警戒しているような響きはなかった。

　教会には用がないので、ここからでは見当たらない孤児院について尋ねてみることにした。

「孤児院に用事があってきたんですけど」

「ギルドで依頼書を見てくださった方ですか！」

　少々大げさな驚き方をするシスター。

　あの掲示板に張られた依頼を受ける者が滅多にいないがゆえの驚きなのか、そもそも受けてもらえると思っていなかったのか、シンが逆にびっくりするほどの反応だ。

「ええと、とりあえず話だけでも聞こうかな、と。あと、この孤児院にミリーって獣人の女の子がいませんか？　この子狐……ユズハのことでちょっと確認がしたいんですけど」

　そう言って頭上のユズハを指差すシン。シスターは今になってユズハに気づいたのか目を丸くしたが、すぐにシンに向き直り、少し警戒したような目つきで言葉を返した。

「あの子が何か？」

「昨日会ったときにちょっと気になることを言われたんです。それで依頼ついでに調べたら、ユズハがいたんです」

　シスターの態度から、ミリーにはやはり何か特殊な事情があるのか？　と思いつつ、シンは周囲に聞こえないように声をひそめる。

「……わかりました。どうぞこちらへ。シスターラシア、ここは頼みましたよ」

　なぜかシンを警戒していたシスターはわずかに思案した後、もう１人のシスターにその場を任せ、シンについてくるように促うながした。

　シスターは一いっ旦たん外に出ると、教会の裏手に回る。

　そこには１軒の古びた建物があった。アパートを彷ほう彿ふつさせるその建物は所々に補修した跡があるが、あまりみすぼらしい印象は受けなかった。ここが孤児院のようだ。

　中に入ると応接室と思おぼしき場所に通される。

「ミリーを呼んできますのでこちらでお待ちください」

　シンがソファーに腰かけ室内を眺めていると、すぐにシスターがミリーを連れてきた。

「……シンにぃだ」

　シスターの後ろに隠れていたミリーは、ソファーに座っているのがシンだとわかると、トトトッと駆け寄りシンの横に腰かけた。

「……どうやら本当に悪い人ではないようですね」

　微笑んだシスターもシンの正面に置かれたソファーに腰を下ろす。

「急に優しい目で見られても困るんですけど……」

「ふふっ、すいません。ミリーがこんなに懐なつく人は久しぶりなんです」

「ヴィルヘルムも言ってましたね。あ、俺はシン。冒険者をしてます」

「このたびはミリーの頼み事を聞いていただいたようで、本当にありがとうございます。私はトリア・スリアスと申します。教会のシスターで、孤児院の管理を任されています」

　どうやらこのシスターが責任者だったようだ。

「今日はちょっと確認したいことがあって来ました……なあミリー、昨日言ってた『きつねさん』ってこいつで合ってるか？」

「うん、あってる。ありがとう」

　お礼のつもりなのか、ミリーはギュッと抱きついてきた。

「どういたしまして。ユズハもお礼言っとけよ。お前を助けられたのはミリーのおかげだ」

「クゥ！」

　ミリーの頭を撫でながらも、シンはユズハに礼を言わせるのを忘れない。実際、ミリーの言葉がなければユズハがどうなっていたかわからないのだ。

　床に下りて頭を下げるユズハと、それに応じるミリーを確認してから、シンはシスターのほうへ顔を向ける。

















　微笑みを浮かべながらミリーとユズハのやり取りを見守っていたシスターも、それに合わせて姿勢を正した。

「確認したいことはもう１つあります。ギルドに出ていた依頼書のことです。詳しく聞かせてもらってもいいですか？」

「はい。シンさんは信頼できる方のようですから」

　真剣な顔でうなずくトリア。やはりランク適用外の依頼というだけあって、何かあるようだ。

「あの依頼書を読んできてくださったということは、シンさんもスキル継けい承しょう者しゃなのですよね」

「まあ、そうなりますね」

　厳密には違うのだが、そういうことにしておいたほうが話がややこしくならないと判断した。

　シンがティエラから聞いたところによると、スキルを持っているだけで優遇され、その継承にはかなりの労力なり金銭なりが必要となるそうだ。

　スキルの劣れっ化か版ばんとしてアーツというのもあるらしいが、シンはまだ見たことがない。

「とあるスキルの継承者を探してほしいのです。加えて……図ずう々ずうしいとは思いますが、できることならそのスキルを伝授していただきたい」

　シスターがそこまでして必要なスキルということで、いくつかの候補がシンの脳のう裏りに浮かぶ。

「……やはり【ヒール】【キュア】系統あたりですか？」

「いえ、違います。今回は少し事情が異なりまして」

「事情、ですか」

　回復職にとっては基礎中の基礎のスキルなので、そのくらいなら教えてもいいか？　と考えていたシンだが、どうも違うらしい。

　他にシンが思いつくのは蘇そ生せいか光ひかり属ぞく性せいの魔術スキルだが、さすがにおいそれと教えられるものではない気がする。

「で、結局トリアさんが探しているスキルって何なんですか？」

「──か、です」

「すいません、よく聞こえなかったんですけど」

「【浄じょう化か】です」

　ご存じないですよね、とどこか諦めがちらつくトリア。

「ああ【浄化】ですか」

「無茶だということはわかっているのですが……」

「ああ、あれ面倒ですからね」

「ええ面倒で………………えっ？」

　シンの発言から数秒。そこで初めて、トリアはシンの反応がおかしいことに気づいたらしい。

「あの……今なんと？」

「いや、面倒ですね、と」

　は？　という顔をしながら言葉を絞り出したトリアとは対照的に、何とも気の抜けた返事をするシン。先日どこかで見たような光景である。

「あの、どうすれば身につくのか、知っているのですか？」

「はい、知ってます」

「……依頼を、受けていただけるのですか？」

「それはそちら次第です」

　その言葉を合図にシンは表情を真剣なものに変える。

　能天気な口調でしゃべっていたシンだが、頭の中では冷静に情報を分析していた。

　ミリーのことが何かわかるかと思ったのだが、それについてはかけらも情報が入ってこない。代わりに孤児院の悩みを知ることになった。

　それが【浄化】スキルについてなのは予想外だったが、あえて詳しい素そ振ぶりだけを見せた。

　いくらこの世界のことについて知識が乏とぼしいとはいえ、初対面の相手に、自身が【浄化】を使えるとペラペラ話すほど間抜けではない。

「報ほう酬しゅうについては検討の時間をいただきたいのですが」

「いえ、金銭的なものはけっこうです。その代わり、いくつか条件があります」

　途端にトリアの表情が強こわ張ばる。まるで次にシンが発する言葉がわかっているかのように。

「条件、ですか？」

「はい。まず１つ、ミリーの力について教えてください。２つ、あなた方が教会内で得た情報を俺に提供してください。期限はこの先、１年間です。３つ、依頼を受けたのが俺だと明かさないでください。それがたとえ教会のトップからの問いだったとしても。俺のことは奉仕活動をしに来た冒険者とでも言っといてください」

　教会というのは老若男女、さまざまな人が集まる場所だ。神の前ゆえに出てくる裏情報というのもあるかもしれない。トリアは善人のようなので、そういった話には疎うとそうだが……。

　それより本命はミリーの見せた力のことだ。

　未来予知や危機察知のようなものではないか、とごく自然に考えてしまうのはシンがゲーマーだからか。現実の地球なら一笑に付ふされる考えだろう。

「これらが俺の希望する報酬です」

　一方、問われたトリアはどうするべきか迷っているようだった。

　シンがスキルについて無知だったのなら話によっては同情し、多少の報酬と引き換えにやり方くらいは教えた可能性もある。だが、安あん易いに教えるデメリットをティエラから聞いているシンが、それなりの報酬を要求するのは当然だ。

　トリアにしてみれば、いきなり現れた素性もわからない人物にミリーの力を明かすというのは多大なリスクを伴ともなう。シンがこの話を言いふらさないという確証もない。

　加えて、教会のトップにさえ逆らえと言われているのだ。いくら【浄化】スキルと引き換えとはいえ、条件は厳しいだろう。

　おまけに本当にシンが【浄化】の取得方法を知っているという証拠もない。

　未来を予知できる能力など権力者や欲の強い者に知られればミリーの身が危険にさらされる。軽々しく承しょう諾だくできるはずもなかった。

　返事を待つシンと口を噤つぐんだトリア。

　応接室を沈黙が満たす。

「……だいじょうぶだよ」

　そんな緊迫した空気を断つように、ミリーが口を開いた。

　だいじょうぶ。

　そう口にしたミリーはまっすぐにトリアを見つめる。その瞳は、とても幼い子どものものとは思えない、神秘的な輝きを宿していた。

「ミリー？」

「シンにぃなら、だいじょうぶ」

「…………」

　思案するように沈黙を保たもっていたトリアは、ミリーの様子に感じるものがあったのか、意を決したように小さくうなずいた。

「わかりました。その条件でお願いします。ですが私たちは素人です。何か情報を探れと言われても、お役に立てるかどうかは」

「教会に来た人が、何か気になることを言っていたら教えてくれる程度で大丈夫です。俺としてはミリーの力の正体のほうが重要ですし」

　情報屋の真似ごとなど、下手にやらせるほうが危険だ。

「……ミリーは生まれつき『星ほし詠よみ』の称号ギフトを持っているのです。この子の話では、唐とう突とつに普通とは別の景色が見えるのだと言っていました。実際これまで、ミリーの言ったことで外れたものはありません。シンさんに頼み事をしたのも、その力で何かを見たからだと思います」

「『星詠み』？　ミリーにそんな力が……」

「はい……何か知ってらっしゃるのですか？　私はこの称号ギフトについてほとんど知らないのです。称号ギフト持ちはスキル継承者より少ないですし、能力を公開することもほとんどありませんから。私が今話したことも、ミリーから聞いたことですし」

　ふむ……とシンは考え込む。

　もともと『星詠み』は、クエストを受けたときに簡単なヒントを得られる称号ギフトだったはず。

　シンも持っているのだが、ミリーのような力はまったく発現していない。発現に何か条件でもあるのかもしれないが、何も思いつかなかった。

　ただ間違いなく、シンの知る【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】にはあらざる力だったと言えよう。もしかすると、元の世界に戻る手掛かりになるかもしれない。

（メッセージカードのようなアイテムだけでなく、称号ギフトにまで変化がある、か。それがわかっただけでも無駄ではなかったが、任意で発動できない称号ギフトは確認が取りづらいんだよな。確かに『星詠み』の効果は未来予知って言えなくもないが……）

　称号ギフトは任意発動型と常時発動型がある。『星詠み』はクエスト発生時に効果を発動するか選択するという、２つの中間のようなタイプだった。

　それよりも──。

「ミリーがそんな力を持ってるなんて知られたら、誘ゆう拐かい、拉ら致ち、監かん禁きん……物騒なことを考える連中が出てきそうですね。その辺どうなんです？」

　ふと剣けん呑のんな考えが浮かんでくる。あくまでシンの口調が軽いのは、これまでの経験ゆえだ。

　ちなみにこのときばかりはミリーの耳をしっかり塞ふさいで会話していた。

「軽々しく言わないように関係者に伝えていますから、そう簡単には広まらないと思います。ここを出た後冒険者になった人たちが協力してくれていますし」

「ヴィルヘルムですか？」

「はい。他にもいますが、もっとも役に立ってくれているのは彼でしょう。彼の実力を恐れて、子どもたちに手を出す人はほとんどいなくなりましたし」

　冒険者には恐れられているヴィルヘルムだが、シンが思った通り悪い人間ではないらしい。良くも悪くも名を上げることで孤児院を守っている。

　ヴィルヘルムに恨うらみを抱く者が孤児院を標的にする可能性もあるが、そこは他の冒険者がなんとかしているのだろう。１人でできることなどそう多くはないのだから。

「では、先に報酬ももらったので正式に依頼を受けたいと思います。【浄化】を取得するのはトリアさんでいいんですか？」

「いえ、それは私ではなく、ラシアにお願いしたいと思っています。教会にもう１人シスターがいたでしょう？　あの子に伝授してあげてください」

「そうなんですか？　てっきりトリアさんだと思ってましたが」

「あの子はここで務めていた神父の孫なんです。教会の跡を継ぐのは、世せ襲しゅうのほうが段取りがスムーズに進みますから」

　どうやら【浄化】以外でも何か事情があるようだ。複雑な展開になりそうだな……と、シンはユズハを撫でながら苦笑いを浮かべた。
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　細かい話し合いは当人を交まじえて行いたいというトリアの提案を受けて、シンは教会が閉まるまで孤児院で待つことになった。仕事を放っておくわけにはいかないことは理解できたので、子どもたちの相手でもしていようかと思ったのだ。

「きつね!?」

「きつねさんだ！」

「だかせて！」

「おれがだく！」

「わたしよ！」

「クゥ～……」

　孤児院の子どもたちはユズハに興味津々だ。おもちゃにされているユズハには悪いが、今回は我慢するように頼んでいる。折りを見て助けに入るつもりだ。

　それとは対照的に、彼らはシンにまったく近づいてこない。シンの傍そばにいるのはミリーだけだ。

「わかってはいたが、なんだこの敗北感……」

「……がんばって？」

　ミリーの慰なぐさめが心にしみる。

「……まあ、突然来た奴になつけってのも無理な話か」

　子どもは警戒心が強い。いくらトリアが紹介したといっても、すぐに信用することはしないだろう。親兄弟を亡なくしている孤児ならなおさらだ。

「ミリーはユズハのところに行かなくていいのか？」

「まける」

「負けるのか」

「うん」

　予想外な答えが返ってきたが、要するに力負けするということだろう。ユズハを取り巻いている集団に飛び込むには、ミリーの体格では少々不安が残る。

　そんなことを考えていると、さすがに耐えきれなくなったらしく、ユズハが子どもたちの間をくぐりぬけてシンに駆け寄り、頭の上によじ登った。興奮しているのか、心持ち毛が逆立っている。

「ユーちゃん、おいで」

「……クゥ」

　ミリーが呼ぶと、ユズハは少しばかり間まを置いてから一声鳴き、広げられた腕の中に収まった。一足先に会っていたからか、比較的警戒心が薄れているようだ。

　あだ名はユーちゃんらしい。

「これでもふもふひとりじめ」

「まさかの策士っ!?」

「ろうせずに、かつ」

「なんかそれっぽいこと言った!?」

　どうやらユズハが堪たえかねて逃げてくるのを見越していたようだ。

「ミリー、恐ろしい娘こっ！」と突っ込んでしまうシン。そんなやりとりの中、ふと視線を感じて顔を上げると、シンのほうを遠巻きに見る子どもたちの姿。

　わりと真面目に「さて、どうしたものか」とシンが考えていると、年長者と思われる女の子がシンの前に立った。こういうときの度胸は女子のほうがあるようだ。シンとしては「おい男子！」と言いたいところだが。

　灰色の髪を肩ほどのラインで切りそろえた少女。ユズハに群がっていたのが小学校低学年くらいなのに対し、その少女は中学生になりたてくらいに見えた。緑色の瞳には緊張の色がうかがえる。

「……こんにちは」

「こんにちは。トリアさんから聞いてるだろうけど、俺はシン。冒険者をしてる。よろしくな」

「クア、です。よろしくお願いします」

　念のため、あらためて自己紹介もしておく。怖がらせないように意識した成果か、多少つっかえながら少女も名乗り返してくれた。

「ちなみにこいつはユズハ。俺の相棒だから、あまり髭ひげとか尻尾を引っ張るのは勘弁してやってくれ」

「あなたが私たちを助けてくれる人？」

「ん？　どういうことだ？」

「シスターを助けてくれる人」ならばシンにもわかる。だが「私たちを」とはどういうことか。

「ここがなくなっちゃうかもしれないって、シスターが話してたから」

「教会がなくなるのか？」

「ううん。孤児院だけ」

「孤児院だけ？」

　教会と孤児院はセットになっているものだと思っていたシンは、クアの言葉に驚く。

　孤児院がなくなればここに住む子どもたちはどうなるのだろうか。クアの様子からは、あまりいい予感はしない。

「とりあえず話を聞いてもいいか？　俺も詳しいことは知らないんだ」

「……わかった」

　シンの真剣さが伝わったのか、クアは静かに話し出した。




　まず、この教会はある程度実力のある神官でなければ管理を任されず、トリアはその資格を有していないらしい。この場合の「神官」は職業を指しており、神父やシスターも呼び方が違うだけで同じ神官となる。

　このままだと他の神官が管理を引き継ぐことになるのだが、どうやらその候補となる男が孤児院を取り壊すと言っているそうだ。本当に神官かと疑いたくなる。

　ただし、同じ資格保有者の場合は前管理者の親類、縁者であるほど引き継ぎ順位が高い。

　そしてこれが、トリアが自分ではなくラシアというもう１人のシスターを押す理由だった。ラシアがこの教会を引き継ぐことができれば当面の問題は解決される。

　まさか子どもがここまで事情に詳しいと思わなかったシンは、少々驚きながら話を聞いていた。




「にしても、なんでその神官は孤児院を続けようとしないんだ？　同じ教会の人間なのに」

　トリアやラシアの働きぶりからすれば、教会は人々の助けになることを行う組織ではないかという推測が立つ。だが、引き継ぎの有力候補であるその男の行動は明らかにおかしい。

「私たちは、あの男が嫌いです」

　クアの言葉に後ろにいた子どもたちもうなずいている。

「どんな奴なんだ？」

　聞いておいてなんだが、シンにはクアの答えがなんとなく読めた。

「お金に目がくらんだ、豚」

「……あー、うん。もうそれだけで十分だわ」

　子どもにこれだけの暴言を吐はかせる時点で、どういう人物か簡単に想像できてしまった。一方の視点だけで判断するのは早計だと理解しているが、それを差し引いても好意的には見れない。

　組織って必ずどっか腐くさるんだよな、と遠くを見る目をしてしまう。人である以上、どんな世界でもその軛くびきからは逃れられないらしい。

「つまり、ラシアが引き継ぐためには【浄化】の習得が必須ってわけか」

　ギルドのエルスが言っていたように、神官にとって【浄化】というスキルは相当に特別なもののようだ。

「シンにぃがたすけてくれるから、だいじょうぶ」

「こればかりはそう断言はできないぞ」

　やけに自信満々に言うミリーに注意をしておく。今回は『秘伝書』を使わずに、本来の方法で習得させることになる。この場合本人が頑張らなければ、いくらシンが助けたところで意味はない。

『秘伝書』を使わないのは、『秘伝書』がこの世界でどういう位置づけなのかわからないのと、伝授ついでにラシアを鍛きたえて、多少の荒事に慣れさせようという意図があるからだ。

　クアの話から考えて、【浄化】を身につけただけでこの教会が抱える問題がすべて解決するとは思えない。十中八九、いざこざの起こる予感がする……ヴィルヘルムが暴れれば解決しそうではあるが。

「でも、ミリーちゃんが言うなら、大丈夫かな」

　クアのつぶやきにシンが尋ねる。

「ミリーの言うことはよく当たるのか？」

「うん、ときどきしか教えてくれないけど。どこのお店が安いとか、どこにおやつがしまってあるとか」

「いや待て、それはなんか違う」

　あまり勘がよすぎると、変な目で見られはしないかと心配したシンだが、予想外すぎる答えに肩すかしを食らってしまう。ミリー自身、話す相手と内容は意外と考えているらしい。

「へん？」

　ミリーがシンを見上げている。

「変じゃないが。いや、むしろいい……のか？」

　隠すべきことは隠しているのだし、その程度なら記憶力のある子どもという印象で済むだろう。

　精神的に大人びているように感じたが、それは『星詠み』の力でさまざまなものを見てきたせいなのだろうとシンは思った。

「まあ、無理してないならいい」

　そう言ってミリーの頭を撫でる。はじめは不思議そうな顔をしていたミリーも、心地よさが勝ったのか、後はされるがままだった。

「なでられるの、すき」

　気持ちよさそうにするそんなミリーを、羨ましそうに見るビーストの子どもたちがいたとかいなかったとか。
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　ミリーに仲介してもらいながら、シンが子どもたちと仲良くなって一緒に遊ぶこと数時間。トリアが孤児院に戻って来るころには、数人の年長組を残して彼らは夢の中にいた。

「面倒を見ていただいてすいま……」

　言いかけた言葉が止まる。すやすやと眠る子どもたちに気づき、トリアも肩の力が抜けたようだ。

　さすがに今日会ったばかりのシンに相手をしてもらうのは気が引けていたのだろう。

「……この子たちも、すっかり気を許したようですね」

「そうだといいんですけど」

　トリアの後ろにはラシアと呼ばれていた少女の姿があった。灰色の髪をトリアと同じくシニョンにしている。茶色の目がシンを捉えるが、先ほどのクアと同じく緊張しているのが見て取れた。

「あなたがラシアさんですか？」

「は、はい！　この度はよろしくお願いしまっ……いひゃい」

　舌を噛かんだらしい。

「えっと、大丈夫ですか？」

「ちょっと、そそっかしいところはありますが。頑張りやさんなのは保証します」

　フォローするトリアも苦笑気味だ。

「うう、すいません。お見苦しいところを……」

「まあ、気楽にいきましょう。俺はシン。冒険者です。【浄化】スキルを会え得とくするための指導をします。ですが、会得できるかどうかはラシアさん次第です。それをお忘れなく」

「はい！」

　今度はハッキリと返事をする。その瞳は真剣そのものだった。

「では細かいところを詰つめていきましょう。まずお聞きしたいんですが、レベルの高いアンデッド系のモンスターが大量に出現するような場所に、心当たりはありませんか？　なければ俺がギルドで調べてきますけど」

【浄化】の取得には必要な条件だ。その場所次第で効率性が左右される。

「有名なのはやはり亡ぼう霊れい平へい原げんだと思います」

「亡霊平原？」

　トリアの口から出た聞いたことのない地名に、シンは首をかしげる。

「はい。王都を出て北に進んだ先にある平原です。もとはダンジョンがあった場所らしいんですが、かつての天てん変ぺん地ち異いによってその一部が地上に出てしまったらしく、平原一帯にアンデッド系モンスターが徘はい徊かいしているそうなのです」

「ダンジョンが地上に？　そんなことがあるんですか」

「他にも似たようなケースはあるらしいのですが、詳しくは……」

「まあ、今回用があるのはアンデッド系モンスターなので、お誂あつらえ向むきと言えます」

　都合がよすぎる気もするが、この際気にしないことにした。いちいちそういう場所を探す手間が省けたと考えよう。話を聞いた限り、あまり時間をかけるわけにもいかなそうだ。早いに越したことはないだろう。

「で、亡霊平原にはどれくらいで着くんですか？」

「さすがにそこまでは──」

「馬車で５日か６日ってとこだな」

　トリアの言葉をさえぎったのは、入口から姿を見せたヴィルヘルムだった。その手には魔槍『ヴェノム』を携え、静かに闘気を高めている。

「……あら、ヴィル。帰っていたのですか」

「よっ、お邪魔してる」

　シンはトリアに続いて軽く声をかけた。

「お前が例の依頼を受けた冒険者ってわけか」

　表面上は平静に見えるヴィルヘルムだが、シンからすればあからさまに戦闘態勢になっているのがわかる。

「ああ。報酬はもらったから【浄化】については任せてもらって構わない」

「……何を聞いた？」

　シンの返事に、報酬が金品の類たぐいでないことを見抜くヴィルヘルム。「嘘は許さないぞ」とその瞳が語っていた。

　シンは１呼吸おいて返す。

「ミリーの称号ギフトについて、どんな力を持っているのか。他には、孤児院出身の冒険者が協力して、情報が漏れないようにしているという話も」

「信用しすぎじゃねぇのか？」

　言葉を向けられたのはトリアだ。孤児院の面子メンツを見れば誰が交渉したかなど考えるまでもない。

　ラシアに交渉役が務まるとはシンも思えなかったので、ある意味当然と言える。

「大丈夫。悪い人には見えないわ。それにミリーが断言したのよ、大丈夫って」

　ヴィルヘルムは「まさか」とミリーを見る。

「……見えた……のか？」

「うん」

「……そうか」

　一瞬口を閉ざしてからぽつりと答えるヴィルヘルム。一応は納得したようだ。

「あー、話はまとまったか？」

「ああ、ミリーがそう言う以上、信用はしてやる」

　この反応にはシンも肩をすくめるしかない。

「俺は聞いたことを言いふらしたり、ミリーの力を悪用しようとかは考えてないからな」

「たりめぇだ。んなことしてみろ、こいつで吸い殺すぞ」

　軽口を叩くように『ヴェノム』を振るヴィルヘルムだが、目が完全に本気だ。いつでも槍やりが飛んできそうな気配である。

「む～、けんか、だめ！」

　そんな刺とげ々とげしい雰囲気を察して、ミリーが仲ちゅう裁さいに入った。

「おっと」

「けっ」

　ヴィルヘルムもこれ以上どうこうする気はないらしく、撒き散らしていた闘気を収める。

「ヴィルにぃ、せっかち」

「すいません、どうも昔から気が短くて」

「ヴィルは堪え性がないんですよ」

　さりげなくフォローを入れるのはトリアとラシアだ。フォローと言うより、こき下ろしているようにも聞こえる。

「何かいろいろ言われてるぞ」

「てめぇら……」

　常人なら怯おびえてしまうほどの闘気を受けてなお平然としているあたり、トリアたちも一般人とは言えない気がしてきたシンである。

「ちっ、まあいい。そっちがいろいろ聞いたんなら、こっちも【浄化】について情報をもらおうじゃねぇか」

「他言無用だぞ？」

「安心しろ。教会の秘法についての情報なんざ、誰かにしゃべったらそれこそやべぇ」

　ヴィルヘルムの言葉に他の面々も大きくうなずいている。

　どうやらシンが思っている以上に、教会というのは勢力が大きいらしい。

「念のため盗とう聴ちょう防止の魔術スキルをかけておくか……よし、じゃあ本題だ。【浄化】の習得方法は【祈りの聖玉】っていうアイテムを持った状態で、レベル１５０以上のアンデッド系モンスターを２００体倒すことだ。１人で相手をしなくてもとどめを刺すだけで１体にカウントされるから、俺が弱らせたところをラシアさんが延々と倒しまくればいい」

「……おいそりゃあ、マジなのか？」

　さすがのヴィルヘルムも驚きを隠せていない。

「マジだ。本当は【祈りの聖玉】を手に入れるほうが大変なんだが、それは俺が持ってるから今回はいいだろ」

　なんでもないことのように告げるシン。

　一方のラシアは、魂が抜けたように呆ぼう然ぜんとしている。

「おい、ラシア！」

「はひっ!!」

「おいおい大丈夫かよ、お前……」

　呆ほうけていたラシアの肩をヴィルヘルムが揺すって正気に戻す。他に方法がない以上、彼女が頑張るしかないのだ。

「おいシン。今回は俺も同行するぞ」

「ああ、かまわないぜ。知り合いがいたほうが気も楽だろうし」

　むしろ俺と２人っきりのほうが酷こくだろ、とラシアの心境を慮おもんぱかるシン。

　ラシアの反応を見て気づいたが、この世界でシンが言った試練をクリアするのは冒険者であっても難しい。ついゲーム時代を基準に考えてしまう自分に、シンは自じ重ちょう、自重とつぶやいた。

「ではラシア、頑張ってきなさい」

「はい、がんばります！」

　トリアの励はげましにラシアが応じる。

　シンが考え事をしている間に彼女も何とか立ち直ったようだ。教会を背負って立つ以上、これくらいは乗り越えるしかない。

　ラシアの覚悟が決まった後は、細々としたことを話し合ってお開きとなった。

　早いに越したことはないということと、各自が旅たび支じ度たくを整える時間を考慮し、出発は明朝。集合場所は東門前ということで決まった。
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　シンが教会を去った後、残された面々はそれぞれ明日に向けての準備を行っていた。

　ラシアとトリアは荷物をまとめつつ子どもたちの相手をしている。

　ヴィルヘルムは旅に必要な食料や物資を買いに出ていた。

　大通りを歩きながら必要なものを購入する傍ら、孤児院出身の信頼できる冒険者に声をかけていく。孤児院をつぶそうとしている神官が、自分がいない間に動く可能性もあるからだ。

　孤児院出身の冒険者であってもミリーの力を知っている者は限られている。長期不在になる可能性があるので、その全員に警戒するよう伝えなければならないだろう。

　そうして忙しくしながらも、ヴィルヘルムはある男のことを考え続けていた。

　言うまでもなく、シンのことだ。

　初めて会ったのは行きつけの料理店で、たまたま相席になった。

　冒険者になったばかりだというのに、『ヴェノム』を持つ自分に臆おくすることなく話しかけてきたのには驚いた。だから、孤児院で再会したときもすぐに思い出すことができたのだ。

　教会でトリアがミリーの力のことをシンに話したと聞いて、いくらなんでも信用しすぎだと思ったが、ミリーまでもが大丈夫だと断言したので一応は納得しておいた。

　それにミリーは「見えた」と口にしていた。

　何が、とは言っていないが、少なくともシンが危険な存在でないことは確かだ。そうでなければミリーが擁よう護ごしないだろう。

　だが、得体が知れないということだけは変わらない。

　よくよく考えてみれば、おかしなところが多々あることに気づく。

『ヴェノム』を前にしたときの、「鑑定はしたのか」という言葉。そしてわざわざ鑑定者のスキルレベルを聞いたこと。今思えば、そのときシンの表情は、まるで「それじゃあ無理だな」と言っていたような気がする。

【浄化】の取得条件についてもそうだ。シンは「レベル１５０以上のアンデッド系モンスターを２００体以上倒すこと」と言った。そしてその後に「自分が弱らせたところをラシアがとどめを刺せばいい」と続けたのだ。

　シンの口ぶりからして、戦力としてヴィルヘルムを頭あたま数かずに入れていたとは思えない。

　あの発言が嘘でないなら、それはつまり、レベル１５０以上のモンスターを１人で相手にできる実力を有しているということだ。それも、足手まといであるラシアを連れた状態で、だ。

（本当に冒険者になったばかりだってのか？）

　相席したときは、冒険者になる前から戦いの経験はあるような口ぶりだったが、それほどの腕なら何がしかの情報が出回っていてもおかしくない。

　冒険者でなくとも腕の立つ者の噂というのは存外早く伝わるものだ。だが、孤児院つながりの情報屋に聞いてもそんな話は１つもなかった。

　レベルが１５０を超えるモンスターを単独で撃破できるとなれば、冒険者のランクは少なくともＢ以上。Ａだとしてもおかしくはない。

　そんな人物がこれまで無名だったというのはどういうことか。

（まさか、あいつ……）

　思わず足を止めた。

　ヴィルヘルムの脳裏にある単語が浮かんだのだ。一部の者だけが知る、ある単語が。

　それは通常では考えられないような力を持つ存在を指す言葉。

　生まれながらにして多くのスキルと知識を宿し、世間のレベルという概念を逸脱した、選ばれし者たちの総称。

　そして、ヴィルヘルム自身とも深く関わりがある。

「選定者……なのか？」

　思わずもれたつぶやきは誰に聞かれることもなく、街の喧けん騒そうの中に消えていった。




　明けて翌日。

　シンは手早く朝食を済ませると、宿屋の看板娘、ツグミにしばらく王都を離れると伝えた。部屋を引き払い、先払いしていた宿代の残額を受け取る。

　荷物はすべてアイテムボックスの中に入れているので荷作りの必要はなく、それほど時間をかけずに出発できた。すぐに、ではなかったのは、ツグミがユズハを放そうとしなかったからだ。

　あれは獲物を見つけたときの狩人の動きだった。やはり姓がベアーだからだろうか。

　相変わらずユズハを頭の上に乗せ、人通りの少ない道を歩く。昼間のように人波でごった返していないせいか、いつもより短い時間で集合場所の東門に到着する。

　少し早かったかと思ったシンだが、すでに先客がいた。

「よお」

「おはようさん、早いな」

　返事をしつつも、シンはヴィルヘルムが先に来て待っていたことに少なからず驚いた。

　この街で時間を知る手段は基本的に定時で鳴る鐘の音を聞くことだ。なので待ち合わせをぴったり合わせるのは難しく、どちらかが待つことになる。

　商人などは時計を持っているので別だが、冒険者同士となるとそのあたりは意外と大雑把なのだ。時間ぎりぎりなんてのもさほど珍しくないと、ツグミやドウマは言っていた。

　シンはゲームシステムのおかげで正確な時刻がわかるのだが、約束の時間までまだ20分はある。早く出すぎたと後悔していたくらいだ。

「いつもこんなに早いのか？」

「いや、出発前に確認したいことがあってな。ちょっと面つら貸せ」

　やけに真剣な表情のヴィルヘルムに困惑するシン。どうしたのかと思いながらもヴィルヘルムの後についていく。ユズハはシンの頭上で脱力中。とくに危険は感じていないということだろう。

「そういえばラシアは？」

「ちっとばかし用事を頼んだ。同席させる必要はねぇからな」

　どうやらラシアには聞かれたくない話のようだ。

　歩き出して数分、とある店の前でヴィルヘルムは足を止めた。

　看板から察するに飲食店のようだ。グラスとスプーンという組み合わせのデザインなので、どんなものを出すのかは想像できないが。

　一定の間を空けて３回扉をノックし、ヴィルヘルムは扉を開く。

　店内は薄暗く、照明によって歩くのに不自由しない程度の明るさが保たれていた。

　目に入るのはテーブルが３つとカウンター席が５つ、カウンターの奥に整然と並べられた酒瓶、そしてグラスを磨くバーテンダーだった。

　どうやらこの店は酒場のようだ。

「わりィな。場所借りる」

「…………」

　バーテンダーはヴィルヘルムの言葉に無言でうなずくと、カウンターの奥の扉を開いて出ていった。

　ユズハにも気づいていたはずなのに、特に何か言ってくることはなかった。衛生上断られるかと思ったが、どうもこの世界ではそこまで気にされていないらしい。

「知り合いか？」

　シンが尋ねる。

「孤児院つながりのな。そういう奴らがいることはトリアから聞いてんだろ？」

「ああ。ってことはまさか冒険者？」

「そういうことだ」

　立ち話もなんだと２人はカウンター席に座る。

　すると突然ヴィルヘルムが切り出した。

「１つ確認したい。お前は選定者か？」

「……なんだ、それ？」

　聞いたこともない単語にシンは首をひねりながら問い返す。やや間が空あいたのは、そんな称号ギフトがあったかなと記憶を掘り返していたからだ。だが、思い当たる節はない。

「知らねぇか？」

「ああ、さっぱりだな」

「…………」

　ヴィルヘルムは返事をするシンの様子を観察していたが、しばらくして静かに語りはじめた。

「選定者っつうのは生まれながらにスキルや称号ギフト、知りえないはずの知識を持ってる連中のことだ。本人のレベルからは考えられない力を宿してる場合もあるな」

　シンは思わず、赤ん坊からリスタートする転生モノのネット小説で読んだ、幼児にもかかわらず複雑な思考ができる、言葉が話せるなどの摩ま訶か不思議現象を想像した。

　ゲームでは、スキルの発動は子どもでもできたので、内心まさかなとは思いつつも聞いてみる。

「まさか赤ん坊がいきなり話したり、魔術を使ったりするのか？」

「そういうケースもあるってのは聞いたことがあるな。他にも５、６歳のガキがテトラグリズリーを素手で殺しただの、秘伝といわれるスキルをいきなり使っただの、その手の話はきりがねぇ」

「生まれながらの強者ってわけか。なんというか、化け物呼ばわりされそうだな」

　能力については先天的なものに左右されそうだが、スキルや知識を最初から身につけているのはおかしい。それが、この世界の住人にとってはまさに選ばれし者に見えるのだろう。

「知識っていうのは前世の記憶も含むのか？」

「いや、アイテムや魔物の情報がほとんどで、過去の自分のことを覚えていた奴がいたって話は聞かねぇな」

「そうなのか」

　ヴィルヘルムの話を聞いていくうちに、シンの脳裏に１つの可能性が浮上してくる。腑ふに落ちない点もあるが、「これならありえなくもないか？」程度には考えられる仮説。

（最初から複数のスキルが使える、称号ギフトを持ってる、能力が高い──まさか、転生システムが生きてる？）

【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】内では神殿で行っていた転生だが、さすがにリアルで転生となれば赤ん坊からやり直しでもおかしくはない。そうなれば普通にどこかの家庭で生まれることもあるだろう。

　転生には称号ギフトやスキルの継承、ステータスへのボーナスなど特典が多い。いくつかの矛盾に目をつぶれば、シンにはこの可能性が一番高いと思えた。

　しかし、神殿のある場所が現在ではとても立ち入ることのできない、モンスターひしめく危険地帯になっていて確認は難しそうだ。

「心当たりはあるか？」

「あると言うかないと言うか」

　シンは答えに窮きゅうする。

　自身も転生はしているがそれはゲームでの話であり、この世界で赤ん坊に生まれ変わったわけではない。しかし、シンの能力をこの世界の人間的に考えると選定者としか表現できないのだろう。

　また、シンはギルドでもヒューマンで通しているので、長命種だから能力が高いという言い訳もできない。

　正直に話したところで信じてもらえるかどうかわからないし、信じられても困る。何しろハイヒューマンは滅亡したことになっているのだ。

「まどろっこしいな……まあいい、洗いざらい吐かせようってわけじゃねぇしな。言いたくねぇこともあるだろうよ」

「そう言ってもらえると助かる」

「どうにも自覚がねぇようだったからな。レベル１５０のモンスターを単独で相手にするなんてのは上級冒険者のすることだ。お前みたいなのが軽々しく言えることじゃねぇんだよ、ランクＧ」

「言われてみればそうだな。いや、うっかり！」

　しまった、しまったと頭をかきながら苦笑するシン。

　レベルが評価基準となるこの世界では、ステータスを重視しているシンの判断は常識外れになりかねない。それは一応理解していたつもりだったが、ボロが出ていた。

　少々チャラけた反応をしているが、シンの内心は穏やかではない。ラシアの【浄化】に対する反応を見たときに気をつけようと思っていたのに、またやってしまった。とはいえ、こちらに来て日が浅いシンが、この世界の物事の判断基準を完全に理解するのは難しい。

　ゲームのときよりある意味シビアだ。数日過ごしたくらいで価値観や常識まで順応などできない。

「選定者っつう呼び名自体も知ってる奴はそう多くねぇ。力を持ってんのがばれると、厄やっ介かい事ごともついて回るからな。気をつけるに越したことはねぇぞ」

「……それは、もう手遅れだろうな」

「おい、何やらかした？」

「ギルドマスターと試合して勝っただろ。キング級のレベルのスカルフェイスを倒したって報告もした。３桁単位のポーン級とジャック級スカルフェイスの混成群を１人で倒したのも、つい最近だ」

「……突っ込むのもアホらしくなるなぁ、おい。なんなんだ、そのクソ濃い内容は」

「仕方ないだろ。俺だってここまでいろいろ連続するとは思ってなかったんだ。てか、別に自分から厄介事に首を突っ込んでるわけでもないっての」

　ユニークモンスターのスカルフェイスには確かに自分から近づいた。しかしバルクスとの戦いは月つきの祠ほこらの紹介状が原因であり、３桁単位のスカルフェイスも、ユズハを助けるタイミングを計ったかのように現れたのだ。特にスカルフェイスはあのまま放っておくという選択肢を取るわけにもいかなかった。

「ったく、何かしでかしてそうな気はしたが、これはシャレになってねぇぞ。マジで気をつけやがれ。選定者ってのはその能力から尊敬されやすい。だがさっきお前も言った通り、場所によっちゃあ忌いみ子ご扱いだからな」

「そりゃそうなるよな、当然」

「神託を受けたとかほざく奴もいるくらいだ……実際、成長するにつれて力が段階的に強くなるとも限らず、その境遇にはかなり差がある。まあ、大概の選定者は教会か国が保護してっから、そこまで深刻な問題じゃねぇが」

「そうなのか。１つ気になったんだが、選定者って１つの国にどのくらいいるものなんだ？」

　選定者がシンの考えている通り転生を繰り返している存在だとしたら、場合によっては１人で国を滅ぼせるかもしれない。その数が気になる。

「国によってまちまちだな。公表されてる情報を鵜う呑のみにするなら、この国にはギルドマスターを含めて選定者は４人。近きん隣りん諸国にはだいたい１人いるかどうかってとこだ。各国の力関係だが、選定者の強さは個人でかなり差があるし、戦闘に特化した奴ばかりってわけでもねぇから、一概にどこが優勢とは言いづれぇ。戦闘能力ならベイルリヒトがトップだろうが、横暴に振る舞うと周りの国が連合を組んででも対抗してくる。いくら選定者が強かろうが１人で軍を殲せん滅めつできるわけじゃねぇし、今んとこ均衡は取れてる。まあ、どの国も隠れて選定者を囲ってるってのは暗黙の了解みたいなもんだがな」

「そりゃ切り札を公開するようなことを国がやるわけがないか。にしても、選定者といっても軍を殲滅するのは難しいんだな。一番強い奴でどのくらい相手にできる？」

「俺の知る限りじゃ、強いのはうちの第１、第２王女──魔術なら第１、近接なら第２ってところだ。第１王女なら魔術で広範囲を攻撃できっから、相手が千単位でもどうにかなるだろうが近づかれたらアウトだ。第２王女は敵の戦術次第だな。遠距離から魔術をバカスカか打たれたらきついだろ。戦闘特化の選定者でも能力の個人差がかなりあるが、ベイルリヒトの王女コンビは優れたほうだ」

　ヴィルヘルムの言葉を聞きつつ、シンは選定者の能力を暫ざん定てい的てきに割り出す。

　一般の兵は転生システムの恩恵がないので、レベルを上限まで上げても各ステータスは３００に届かない。武具の能力によっては当然その限りではないが、それでもいくつかのステータスが３００に届いていればいいほうだ。

　そう考えると、ヒューマンは他種族より魔術抵抗が高いので、それを千単位で相手にできる第１王女のＩＮＴは最低でも５００を超え、ＭＰもかなり多めだろう。１度に複数を攻撃できる魔術を使えるのと併せてこの世界では破格だ。

　それと対になる第２王女は、おそらくＨＰが高くＳＴＲ、ＶＩＴ、ＡＧＩのどれかがやはり５００に近い数値なのだと推測する。

　ものの見事に魔術系タイプと戦士系タイプに分かれているのには、苦笑を禁じ得なかった。

「なんだかわかりやすいな。てか２人をセットにしたら、ある意味無敵じゃないか」

　第１王女が魔術で敵を討ち、近づいて来た者は第２王女が倒す。どちらも一騎当千とくれば面白いように戦果が上がる気がする。

「そりゃそうだがよ。いくらコンビを組もうが所詮は２人だ。同じような選定者が出てきて拮抗したら、一般兵の差で勝敗が決まる。どこの国も同じような状態だから、簡単には手が出せないってわけだ」

「なるほどな」

　つまり、実力のある選定者たちはステータスにそれほど差がないということなのだろう。

　確証はないが、選定者──シンの定義としては転生者──のステータスは総じて５００前後というところか。

　シュニーに依頼が殺さっ到とうするのもうなずけるな、とシンは思った。

　彼女のステータスはすべて８００を超えている。武器は今、何を使っているのかわからないが、その補正を加えればＳＴＲなど９００に近いだろう。

　シンが覚えさせた広域殲滅魔術を使えたとしたら、千どころか万単位を単騎で殲滅できる。どこかの国に仕えることがあれば、周辺諸国を瞬く間に併へい呑どんしてしまうのは想像に難かたくない。

（そう言えば、エルスもセリカさんも選定者について、俺に何も聞いてこなかったな）

　ギルド職員なのだからそのくらい知っていて、食いついてきそうなものだと思ったが、ヴィルヘルムの口調から察するに、ある程度上位の職員や冒険者にしか知らされていない可能性もある。まあ、ティエラの呪いの解呪やスカルフェイス討伐の印象が強すぎて忘れていただけかもしれないが。

「忠告ありがとよ。手遅れだとしても気をつけることにする」

「そうしとけ」

「にしても、ヴィルヘルムって意外と面倒見いいんだな。怖がられてるってのは本当なのか？」

　話をして感じていたことがつい口から漏れる。他人から聞く印象と実際に会ってみての印象に、シンは妙なズレを感じたのだ。

　周囲に悪い印象を意図的に抱かせようとしているような、そんなわざとらしさ。

「そりゃ周りが勝手に思ってることだろ。俺の知ったことじゃねぇ」

「でも孤児院を守ってるんだから、普通はヒーローじゃないか？」

「他の奴らが熱心なだけだ。ただでさえ神父──ラシアの祖父がくたばったせいで、欲の皮が伸びきった豚野郎がちょっかい出してくるからな。おかげでガキどもが泣きやがる。ガキの鳴き声は耳みみ障ざわりなんだよ」

　顔をしかめるヴィルヘルム。だが先ほど抱いた違和感のせいか、子どもの泣き声にいらついているというよりは、子どもが泣いている事態にいらついているように感じた。もしくはその原因に、だろうか。

「だからちょっかいを出してくる奴を黙らせる、と？」

「そういうことだ。最近じゃ何考えてやがるのか、ガキどもまで変な気を回していやがる。ガキはガキらしく、食って寝て走り回ってりゃいいんだよ」

　ぶっきらぼうに言い放つヴィルヘルムに対してシンは思う。

（やべぇ、こいついい奴だ）

　つまりは、子どもは子どもらしく無邪気に過ごしていればよく、泣かせる奴は容赦しないということだ。なんともよくできた〝兄〟である。

「いやはや、素直じゃないな」

　ついニヤニヤしてしまったのはご愛あい嬌きょうだ。

「？」

「おっとなんでもない。ところでちょっと気になってたんだが、教会の相続に口を出せるってことは、その豚野郎も【浄化】を使えるってことでいいのか？」

　顔を引き締めて気になっていたことを確認する。気に入らない相手ではあるが、もし【浄化】を自力で取得したのなら甘く見ることはできない。戦える豚はただの豚ではないのだ。

「クソ忌いま々いましいが、確かに持ってるらしい。ただ、野郎の戦闘力はハッキリ言って雑ざ魚こだ。昨日お前が言った方法は無理だな。レベル的にありえねぇ」

「具体的なレベルはわかるか？」

「聞いた話じゃ40だとよ」

「なるほど、ありえないな。となると、考えられるのは『秘伝書』か」

　やはりアイテムによるスキル取得を行っていたようだ。でなければ【浄化】を覚えているのにそんな低レベルなのはありえない。

　転生者──この世界での選定者ならありえるが、ヴィルヘルムの話を聞く限り、その可能性は低そうだ。

「教会は何かと秘密が多いからな。そういうもんがあってもおかしくはねぇ。つうか、まず間違いなくあるな。本部に勤めてる高位の神官は、どいつもこいつもスキル継承者だって話も聞く」

「それなのに豚野郎みたいな小物を野放しとはな。人を見る目がないのか、金の力か……どう考えても後者か」

　さすがに指導者の地位にいる者全員の目が節ふし穴あなということはないだろう。他にもいろいろと考えつくが、とりわけ金というのは実にわかりやすい力だ。

「初めはお前が野郎の差し金かとも思ったがな」

「そう思われてもおかしくはないか」

【浄化】スキルがすぐに必要というこのタイミングでやってきた冒険者。疑うなと言うほうが無理だろう。ミリーがいなければ、どうなっていたかわからない。

「ミリーが自分から、見えたもんについて話す奴には大たい概がい何かある。だから何がしかの縁はある、くらいには思ってたがな」

「へえ、ミリーは他に、どんな相手に話したんだ？」

「気になるか？」

「俺も話されたしな」

「そうだな……詳しくは言えねぇが、黒いドラグニルに金髪のピクシー、銀髪のエルフってとこか」

「へぇ」

　軽く相あい槌づちを打ちながら聞いていたシンは、ふとその組み合わせに心当たりがあることに気づく。

（黒ドラグニル、金髪ピクシー、銀髪エルフ……どこかで聞いたような特徴だな。どれか１つならともかく、３つともってのがな）

　足りない者もいるが、どうも「あいつらじゃね？」という疑問が浮かんでしまう。

「なあ、最後の銀髪エルフってシュニー・ライザーか？」

「あん？　なんでそう思う？」

「勘……としか言えないんだが、そんな気がしてな」

「勘、ねぇ」

　探るようなヴィルヘルムの視線をまっすぐに見返す。

「そのときなんて言ったか、聞いてもいいか？」

「…………『もうすぐ、帰ってくる』だ。それが何を意味してるのかは知らねぇがな」

「そうか」

「心当たりでもあるってか？」

「いや、わからない」

「微妙に納得した面してるくせにわからないだあ？」

「なんと説明したもんかな……」

　意外にも話の内容を教えてくれたヴィルヘルムに驚きつつも、自分のことかもしれないとはさすがに言えなかった。もしかすると、ミリーはシンがここに来ることを予期していたのかもしれない。

「えーとだな。ん？」

「今度はどうしたってんだ」

　唐突に視界の端で点滅するメッセージ。どうやらティエラのようだ。

　ヴィルヘルムに待つように言って、メッセージを開く。




『シンへ

　師匠からの返事がきました。

　なんだかたくさん質問されたので、とりあえずわかることだけ伝えておきました。

　仕事を終わらせ次第、大急ぎで帰ってくるらしいです。

　もしベイルリヒトを離れるのであれば、一報をください。

　追伸

　質問が多すぎてちょっと怖いんだけど、一体師匠に何をしたの？』




「…………」

　怖くなるような質問の量ってどんだけだよ、と思いながら了解のメッセージを送る。

　５００年も音おと沙さ汰たなしだったせいだろうかと心配になってしまったが、それはシンにどうこうできる問題ではない。まずは会って確かめようと気持ちを切り替えることにした。

　苦笑いを浮かべながらメニュー画面を消そうとしたところで、『大切なもの』の欄が点滅していることに気づく。何事かと開いてみれば『月の祠の紹介状』の項こう目もくが銀色に光っていた。

「ん？　…………あ！」

　なぜ光っているのかと考えた瞬間、ふとバルクスと対面したときのことが脳裏をよぎる。月の祠の紹介状が２つあれば、互いの魔力が共鳴して本物かどうかわかると言っていた。

「ってことは」

　カード化した状態で紹介状を取り出す。絵柄が見えなければ何のカードかはわからないので、念のため手で見えないようにする。

　カード化した状態でも紹介状は銀の光を放っていた。

「これは……」

「おい。お前の持ってるそいつはまさか、月の祠の紹介状か？」

　一体？　と続けようとしたシンにヴィルヘルムが問いかけた。

　なぜそれを……と問い返そうとして、シンははっとする。

　紹介状が発光することを知っているということは──。

「お前も、持ってるのか？」

「つうことは、その光ってんのはやっぱり紹介状か！」

　ヴィルヘルムは驚きょう愕がくを顔に張りつけたまま、何もない空間から１枚のカードを取り出した。

　シンと同じように、ヴィルヘルムの持つカードも銀色に光っている。

「……それはまさか」

「……そのまさかだ」

　互いに顔を見合わせるシンとヴィルヘルム。

　何とも言えない空気が場を満たしていた。





　　　　　　　†






　しばらくして平静を取り戻した２人はカードを実体化させ、それが本物であることをしっかりと確認し合った。

「お前も紹介状持ちだったとはな」

「それはお互い様だろ」

　脱力気味のヴィルヘルムに苦笑しながらシンが返す。

　ミリーの仲介があったとはいえ、何がしかの警戒はされているだろうと思っていたシンと、「みだりに力は使わねぇだろうが……」という前提のもと、シンの能力を警戒していたヴィルヘルム。

　表面上は問題なくとも、心の片隅に存在したわずかな疑惑を、互いの手にある紹介状が木こっ端ぱのごとく吹き飛ばしていた。

「これ以上に信用できるもんもねぇからな。どうりでシュニー・ライザーだとわかるわけだ」

「俺の場合、もらったのはティエラからだけどな。ヴィルヘルムはシュニーからもらったのか？」

「ちぃとばかし稽けい古こをつけてもらったことがあってな。つっても一方的にボコられただけだがよ」

「ああ……生き真面目まじめなとこあるからな、あいつ」

　キャラ設定をしたのはシンなのだが、性格面はあくまで大まかに決めただけで、事こと細こまかに手を加えたわけではない。ゲーム時代のシュニーとはいろいろ違ってもおかしくないと覚悟していたのに、ヴィルヘルムの話を聞くと、ほとんど変わっていないような気がしてきた。

　人と変わらないようなＡＩ、なんてものを積んでいたわけではないので、あくまで印象でしかないが。

「さて、そろそろ行かねぇとラシアが来ちまう。続きは歩きながらだ」

「もうそんな時間か」

　壁にかけてある時計を一いち瞥べつしてヴィルヘルムが立ち上がる。

　もともとそう長居する気もなかったが、互いに紹介状を持っているという予想外の事態のせいで思ったより時間がかかった。といってもかけた時間に見合うだけの収穫はあったので満足だ。

　紹介状持ちというのは１人１人が破格の能力を持ちながら、人格破綻を起こしている者がほとんどいないという。これならば教会の抱える面倒事も、一息にどうにかできるかもしれない。

「ところでお互い信用できるってのがわかったから聞くが、ヴィルヘルムも選定者なんだよな」

「今さら隠す気はねぇが、なぜそう思う？　Ａランク冒険者が全員選定者ってわけじゃねぇぞ」

「いや、お前の持ってた武器な。あれ普通の奴じゃ装備できない──弾はじかれるんだよ。だからそれを普通に持ってる時点で『ああ、こいつただ者じゃない』っていうのはわかってたんだ」

「はっ！　そういうことか。どうりで鑑定だのスキルレベルだのやけに食いついてきたわけだ。初めっからあれがどういうもんかわかってやがったな」

　ヴィルヘルムの持つ伝説レジェンド級の魔槍『ヴェノム』。

　これはプレイヤーのＳＴＲが５００を超えていなければ装備できない代しろ物ものだ。シンが初めてヴィルヘルムに会ったとき、武器に目が行ったのはそういう理由もあった。

　本来、伝説レジェンド級の装備は特定のステータスが３５０を超えるくらいで装備できるようになる。それを考えれば『ヴェノム』の要求するステータスは異常に高い。ただこれにもしっかりとした理由があるのでバグというわけではなかった。

「大勢の前で話すわけにもいかなかったからな。あとお前、さっき何もないところからカードを出してたけど、アイテムボックスが使えるのか？　使用者は少ないって聞いてるけど」

「ああ、あれはちょっとした裏技みてぇなもんだ。『拡張キット』っつうアイテムを使うと、容量はそれほどじゃねぇがアイテムボックス……みてぇなもんが使えるようになる。誰でもってわけじゃないようだがな」

「へぇ、そうなのか」

　やっぱりその機能は残ってたかと思い、シンは相槌を打つ。それはサポートキャラクターやパートナーモンスターに大量にアイテムを持たせるための機能で、最終的にはプレイヤーとほぼ変わらない容量までアイテムボックスを拡張できる。

　多くのプレイヤーは、いざというときにサポートキャラクターがアイテムで自己回復できるよう、『拡張キット』を１、２個使って、いくらかアイテムを持たせるようにしていた。

　シンのサポートキャラは全員が限界まで拡張されていた。これといった理由があったわけではない。ただのこだわりである。

「そういうお前もアイテムボックスを使ってただろうが」

「俺の場合最初から使えたんだよな、これが」

「やっぱり選定者だろ、お前」

「むむ……この際もう、それでいいか」

　細かい説明をせずとも選定者だからで納得してくれそうなので、それでいいやと考えることを放棄する。逐ちく一いち設定を考えるのも面倒だし、どこかで矛盾が出るかもしれないので、この際選定者で通そうと決めた。

　そんな会話を続けながら来た道を戻る。２人が東門に着くと、ラシアがキョロキョロしていた。

「あ、ちょっとヴィル。昨日は買い物を私に押しつけてどこ行ってたのよ！」

「わりィ、わりィ。こっちも用事があってな」

「そんなこと言って、またいかがわしいお店に行ってたんじゃないでしょうね」

「行くか！　まだ寝ぼけてんじゃねぇだろうな」

「シンさん。ヴィルが誘ってきてもついていかないでくださいね。まったく……１度痛い目を見たほうがいいんです」

「話を聞け！　つうか誤解を招くようなこと言ってんじゃねぇ!!」

「とりあえず２人とも落ち着け」

　なにやら痴ち話わ喧げん嘩かを始めた２人をなだめ、さっそく出発する。遠慮なく好きなことを言い合える関係がちょっと羨ましかったのは内緒だ。

　今回の移動手段は馬を使うことになっていた。ヴィルヘルムがギルドで借りてきたらしい。

　ギルド子飼いの馬貸しが連れてきたのは、馬について素人のシンでもわかるくらい立派な体たい躯くと見事な栗毛を持つ２頭だった。

　シンの頭上で脱力したままのユズハを見た瞬間、馬の動きが止まる。ユズハが小さく「クゥ」と鳴くと、それに答えるように「るっ」と小さくいななき、おとなしくなった。

　何やらシンにはわからないやり取りが行われたようだ。

　片方の馬にヴィルヘルムとラシア。もう片方にシンとユズハという組み合わせで馬を走らせる。シンは本物の馬に乗るのは初めてだったが、どうやら【騎乗ライディング】スキルの補正が生きているらしく、問題なく乗りこなすことができた。ゲーム中では馬に限らずグリフォンやドラゴンなど様々なモンスターに乗る機会があったので、スキルレベルもかなり上がっていたのだ。

　ゆっくりとした馬車の速度で５日か６日かかるらしいので、この速度ならもっと早く着くなとシンは思った。無論、シンが走ったほうがはるかに速いのだが、一般人のラシアを抱きかかえていくわけにもいかず、話に出すことはしなかった。

　途中で馬を休ませつつ、特にこれといった問題もなく進んでいく。アイテムボックス保持者ホルダーが２人いるため荷物はほとんどなく、その分だけ距離が稼げた。

　さらに言うならいろいろと道具を持っていけるので、野営するときも味気ない保存食ではなくそれなりの料理が並んだ。そのおかげで旅に不慣れなラシアも、そこまでこたえてはいないようだった。

　砕けた口調で話せる程度まで親しん睦ぼくを深めつつ、馬を走らせること４日。昼前にはシンたちは亡霊平原と呼ばれる一帯に到着していた。

　日が高いにもかかわらず平原一帯は薄暗い。森と平原の切れ目に見えない壁でもあるかのように日光がさえぎられているのだ。よく目を凝こらせば、地面からゆらゆらとした濃い紫色の靄もやのようなものが湧き出し、それが境界線のように平原の周囲を覆っていた。

【分析アナライズ】で見ても何も表示されないことから、状態異常を引き起こす効果があるわけではなさそうだ。

「触っても特に反応なしか。ここが境界線ってことで間違いなさそうだな」

「ああそうだ。ついでに言やあ、ここから出ちまえば中にいるモンスターは追ってこれねぇ。奴らが存在できんのはこん中限定みたいだからな」

「そうなのか？」

「１度引っ張り出したことがある。昼間だったってのもあるだろうが、装備まで一瞬でボロボロに砕けちまったから間違いねぇ」

「いざというときは外に逃げられるようにしとくか」

　ラシアがいるので、不測の事態に備えて脱出ルートを確保しておく。シンやヴィルヘルムならともかく、ラシアにとってこれから相手にするモンスターはかなり危険なのだ。

「とりあえず拠点を作っといて、いざってときはそこに逃げ込む方向で。あとこれが【祈りの聖玉】な。これ持ってないと意味がないから。それとこれはおまけ。ドラゴンのブレスだって弾はじくぜ」

「わ、わかりました！　ありぎゃ……いひゃい……」

　ラシアは亡霊平原から漂ただよってくる冷気を感じて緊張しているようだ。道中はヴィルヘルムに噛みつくことが多かったのだが、彼女なりにリラックスしようとしていたのかもしれない。

【祈りの聖玉】と一緒にシンが渡したのは腕輪型のマジックアイテムで、一定値以下のダメージを無効化、それ以上はダメージを軽減する効果がある。シンお手製のアイテムなので、たとえキング級のスカルフェイスにたこ殴りにされようともびくともしない。耐久性も折り紙付きだ。

　そのため緊張は不要とも言えるのだが、荒事に慣れていない者にはいくら言葉をかけたところでどうしようもない。こればかりは慣れるしかないのだ。

　ちなみにラシアがヴィルヘルムに対して素の口調なのは、幼おさな馴な染じみなので遠慮する必要がないからだそうだ。

（ユズハ、頼む）

　頭上のユズハに念話を飛ばす。契約した直後から使用可能になった念話を用いれば、テレパシーのように頭の中で念じた言葉を伝えられる。

　ユズハからは了承や拒否などの簡単な意思のほか、ある程度の喜怒哀楽が伝わってくるようになった。

　念話を受けたユズハはシンの頭上から降り、ラシアの肩に飛び乗るとその頬に顔を擦りつけた。

「ちょ、ちょっとユーちゃん！　くすぐったいよ」

「クゥ～」

「元気出せってさ」

「あ……ユーちゃん、ありがとね」

「クゥッ！」

　少しは元気づけられたのか、多少ぎこちなさはあるものの無理のない笑みを浮かべるラシア。

　思惑どおりに動いてくれたユズハにシンが感謝の念を送ったところで、一旦別行動をしていたヴィルヘルムが茂みから姿を現した。

「拠点のほうはどうだ？」

「言われた通りテントの周りに設置してきたが、ありゃなんなんだ？」

　ヴィルヘルムが森の先を目で指し示す。シンたちのいる場所からは見えないが、その先には四方を直径10セメルほどの宝石に囲まれたテントがあった。いくらモンスターが平原から出てこれないとはいえ、念のために距離を取ってテントを設置したのだ。

「ちょっとした迎撃アイテムだ。モンスターが近づくと魔術で攻撃する。モンスターを侵入させない結界だって張れるから、簡易拠点としては申し分ないだろ」

「んなアイテム聞いたことねぇぞ」

　本来ならシンが【防壁バリア】を張ればいいのだが、いくら選定者だとしてもまた怪しまれると考え、迎撃用アイテムを使用することにした。

　選定者が規格外なのはわかったが、選定者には選定者なりの限界があり、それを超えた力を見せるのはマズい。困るのはその限界がいまいちはっきりしないところなのだが。

「そこは選定者だからで納得してもらうしかないな」

「都合のいい呼び名だな、まったくよ」

「えっ？　シンさんも選定者なんですか!?」

　どうやらラシアも選定者の意味を知っているようだった。ヴィルヘルムから聞いたのだろうか。

「あれ？　まだ言ってなかったのか？」

「タイミングがなかったからな」

　ヴィルヘルムが苦笑する。

「もしかして出発の日に２人でいたのはそれを確かめるため？」

「そういうことだ」

「なら最初から言ってくれればいいのに！」

　除のけ者ものにでもされたと思ったのか、不機嫌になるラシア。

「言わなくても予想できると思ってたんだがな。シンがそれくらい強くないと、条件が厳しすぎるのはわかってただろうが」

「ヴィルができるって言うから、それくらい普通なのかなって思って」

　小首をかしげながら言うラシアにヴィルヘルムも呆あきれ気味だ。

「んなわけねぇだろ」

「だ、だって選定者なんてヴィルしか知らないし。ヴィルが強いのは知ってるけど、どのくらいなのかはよくわからないのよ」

　選定者がどういう存在か知っていたとしても、実際にその力を目の当たりにしなければ、本当の意味で理解などできないのだろう。

　そもそもヴィルヘルムが本気を出すような戦場にラシアを連れていくはずもないので、仕方のないことと言える。

「おーい、取り込み中のとこ悪いがそろそろ始めようぜ。のんびりやってる暇もないんだろ」

　しばらく２人を静観していたシンが、軽く声をかける。

「そうだな。ほれ行くぞ。少しはマシな気分になったろ」

「えっ？　あ、ちょっと待ってよ！」

　ヴィルヘルムがラシアの緊張をほぐそうとしているのはわかっていたので、頃合いを見計らっていたのだ。さらに楽しそうに続ける。

「さて、１発目は何が出るかな」

「昼間ならスカルフェイス、バイオハウンドにマッドゾンビあたりだろうな。日が出てるうちは実体のある奴のほうが多い」

「レベル帯を考えると、狙い目は夜か。まあ今回は慣れも兼ねてるから適当に腕慣らしをしたら切り上げて、夜に本格始動だな」

「あとはラシア次第ってとこか……さてさっそくお出ましだ」

　杖を抱えて震えるラシアの前に出て、シンとヴィルヘルムは近づいてきた影に視線を向ける。靄のせいで視界が限られているが、２人の危機察知能力が衰おとろえることはなかった。

　靄の中から姿を現したのは、ジャック級スカルフェイスが２体とバイオハウンドが３体。

　体が半分腐り、崩れ落ちているバイオハウンドを見て、ラシアは手で口元を押さえた。ゲームよりリアルになった分、余計にシンでも直視しがたいものになっている。

「前哨戦としてはまあまあってとこか」

「バイオハウンドが邪魔くせえがな」

　シンは腰を低くし、ヴィルヘルムは『ヴェノム』を構える。ラシアもやっと覚悟が決まったのか、若干顔色を悪くしつつも杖をかざして詠唱に入っている。

　先に仕掛けてきたのはスピードに分ぶのあるバイオハウンド。

　知能が足りていないのか正面からまっすぐに飛びかかってくる３匹に対し、まずはシンが動いた。片手を前に突き出し、神術系スキル【一いち葉ようノ禊みそぎ】を発動する。

　これはプレイヤーが、任意の位置に限定的な【防壁バリア】を張れるスキルだ。

　シンの前方に、直径１・５メル程度で半透明の【防壁バリア】が展開される。突撃してくるバイオハウンドはかわしきれずに【防壁バリア】に激突し、ぐしゃっという音を立てて地面に転がった。

　神術系スキルはアンデッドに対して有効なものが多く、それは防御用のスキルでも同様だ。

　バイオハウンドのＨＰは【防壁バリア】への突撃という自爆行為と神術スキルの対アンデッド効果によって、一瞬でレッドゾーンへ突入していた。そして、それを見逃すシンではない。

　バイオハウンドが地面に転がると【防壁バリア】を解除し、ラシアに指示を飛ばす。

「バイオハウンドに攻撃！」

「はい！」

　詠唱を完了していたラシアは、シンの指示に即座に反応する。

　ラシアのかざした杖から白い光が放たれ、バイオハウンドたちに降り注ぐ。発動したのは神術系アーツ【ヒール】だ。

　神術系スキルほどの威力はないが、回復魔術がダメージとなるアンデッドモンスターには効果てき面。残っていたＨＰは消滅し、それに続くようにバイオハウンドの死体も消えていった。

　それを見て、ダンジョン内ではモンスターは死体を残さないというルールは今も適用されていることをシンは確認した。どうやら亡霊平原一帯がダンジョン内とみなされているようだ。

「次が来るぞ！」

　ヴィルヘルムの言葉にフィールドに関する考察を一旦切り上げ、迎撃態勢を取る。

　２体のスカルフェイスは鎧のこすれる音を響かせながら、バイオハウンドと同じく一直線に突撃してきた。少し違うのは、しっかりと盾を前に構えていることだ。

「【シールドバッシュ】か」

　つぶやくシンにヴィルヘルムが声をかける。

「おい、さっきの【防壁バリア】で受け止められるのか？」

「任せろ。隙ができたら反撃できないように手足を叩き斬れ！　できないとは言わないだろ？」

　ヴィルヘルムの言葉に強気に返し、再度【一葉ノ禊】を発動する。

　展開した【防壁バリア】にスカルフェイスが激突するが、バイオハウンドと違い盾を介しているのでダメージはない。だが【シールドバッシュ】まで防がれるとは思っていなかったのか、スカルフェイスは大きく体勢を崩していた。直後にシンは【防壁バリア】を解除、たたらを踏む２体の間にヴィルヘルムが魔槍を構えて飛び込む。

「誰に言ってやがる……つぁらあっ！」

　大きく弧を描きながら繰り出されたのは槍術系武芸スキル【閃せん華か】。

　空気を切り裂きながら放たれた一撃は２体のスカルフェイスの両足を粉々に砕き、空中に深しん紅くの軌跡を残した。

　攻撃はそこで終わらない。

　ヴィルヘルムは槍を振り抜いた勢いを殺すことなくそのまま一回転。遠心力をまとった追撃で、右側のスカルフェイスの剣と盾を弾き飛ばした。

　両足と武器を失ったスカルフェイスが地面へと倒れ込む。

「やるもんだな」

　ヴィルヘルムの動きを見つつ、シンも左側のスカルフェイスの両腕を刀術系武芸スキル【砕さい刃は】で砕いていた。その手にはすでに刀が握られている。

　深紅の刀身を持つ日本刀『朱あか千ち鳥どり』。雷属性を帯おび、切れ味、耐久度ともに、以前使っていた『数かず打うち』をはるかに凌りょう駕がする伝説レジェンド級の１刀である。

　頭と胴体のみになったスカルフェイスは、コアにはさしたるダメージを受けていなかった。しかしＨＰは、刀身から朱色の電撃が走るたびに勢いよく削られていく。

　雷属性の追加ダメージはモンスターの体に微弱な電撃が走ることで発生するので、コアに直接武器が当たらずともＨＰを削れるのだ。スカルフェイスのような、コア以外の部位にダメージ判定がほとんどないモンスターには特に有効で、シンが『朱千鳥』を選んだ理由もそれだった。

「ラシア！　俺の前にいる奴にひたすらヒール！」

　ヴィルヘルムも視界に入れつつ、詠唱の終わったラシアに指示を出す。

「は、はい!!」

　頭と胴だけで足あ掻がこうとするスカルフェイスを押さえつけながら、視界の及ばないところへと感覚を伸ばす。靄もやのせいで視認することはできないが、戦闘音に引かれたのか複数のモンスターがこちらへ向かってきているのを【気配察知】が捉えた。

「追加が来るぞ。手早く頼む」

「これ以上は無理ですー!!」

　さすがに１００以上レベルが上のスカルフェイスのＨＰを削るのは、ラシアのアーツでは時間がかかるようだ。

　ヴィルヘルムが舌打ちしながら尋ねてくる。

「アーツの【ヒール】じゃこんなもんか。おいシン！　さっきの【防壁バリア】で敵を押さえながら内側から攻撃ってのはできねぇのか？」

「無理だな。仮にできたとしても俺にはやり方がわからん」

　ヴィルヘルムの言うように【防壁バリア】の内側から攻撃できれば楽なのだが、結界系のスキルは展開した結界の外と内とを完全に遮断してしまう。そのため片方から一方的に攻撃するという手段は使えないのだ。

















　ゲームとは違い多少融通の利くこの世界でなら、工夫すればどうにかなるのかもしれないが。

「ちっ、しょうがねぇ。手っ取り早くボコるしかねぇか」

「それしかないな」

　倒さずに動きを止めるという戦闘は意外と労力がいる。普通の冒険者ならそもそもそんなことはできないのだが、シンたちの口から漏れたセリフは「やってみるとやっぱりめんどくさい」だった。

「ちょっとぉ！　こっちは必死なのに、なんでそんなに余裕なのよー!?」

　ラシアから文句が出るが、２人はそんなものはどこ吹く風と、適度な緊張感を保ちながら武器を構えていく。

「やっぱり平原の端だからモンスターのレベルが高くないな」

「少しは奥に進む必要があるかもしれねぇな。つってもしばらくは、ラシアが強くなるまで待つしかねェが」

「もともとが10だったからけっこうレベル上がってるぜ。今じゃ24だ。バイオハウンドもなんだかんだで60くらいレベルあるしな。おっ、一気に40になった。とどめだけでも１００以上レベル差があると、上がるの早いな」

　地道にレベル上げをしている冒険者から「ふざけんなコラァ!!」と言われそうだが、何ヶ月も時間をかけていられないのでそこはスルーだ。

　大声を上げ、震えながらも【ヒール】を唱え続けるラシアに文句をつけるのは酷というものだ。常人なら放心するか脇目も振らずに逃げ出すのが当たり前の状況にいるのだから。

　いくら守られているとはいえ、本来なら一撃で殺されるようなモンスターが殺気全開で目前に迫ってくるのだ。本人からすれば常に死の恐怖にさらされているのとなんら変わらない。

　戦いを生業なりわいにしていない者にとって、それは冒険者が感じる恐怖のはるか上をいく。もし精神的なストレスが数値化されたなら、異常な値を叩き出しているだろう。

「でも精神力が限界っぽいな。Ｍピ──魔力切れもあるんだろうが、やっぱいきなりバイオハウンドはきつかったか」

　ついＭＰと言おうとしてとっさに魔力と言い換える。魔力という単語はよく耳にしたが、ＭＰはまだ聞いたことがなかった。

　幸いと言うべきか、ヴィルヘルムは気づかなかったようだ。

「グロいからな。気絶しなかっただけましってもんだ」

「ラシアに倒れられちゃ元も子もない。今迫ってるの追っ払って休憩にしよう」

「そうすっか。レベルが一気に上がったところで魔力が回復するわけでもねぇしな」

　さすがに初戦から飛ばすつもりはなかったので、一旦拠点に戻ることにする。

　ゲームだとレベルが上がるとステータスは全回復するが、この世界では違うらしい。レベルアップの回復も利用しつつ戦おうと思っていたのだが、当てが外れた。

（こりゃ回復もしっかりしないとマズイな。レベルアップで回復できないとなると、ＭＰ残量に気をつける必要がある）

　魔術薬エーテルに頼りすぎるわけにもいかないので、自然回復を取り入れつつやっていくしかない。思っていたより時間がかかりそうだと、モンスターを薙ぎ払いながら、シンは改めてこれからの予定を考えていた。




　近づいてきていた集団を撃退した後、シンたちは平原の外へ出て休憩を取っていた。

　ラシアは精神的に参っているものの、急速なレベルアップの甲斐あって、体力、魔力などは絶好調といえる状態だった。

「うう、死ぬかと思いました」

「俺らがいてそれはねぇな」

　笑うヴィルヘルムにシンも続く。

「そりゃないが、一般人にバイオハウンドはきついと思うぞ。特に見た目が」

「思い出させないでくださいよ～」

　内臓を引きずりながら迫ってきたモンスターを思い出したのか。肩を震わせてラシアは２人を睨にらむ。と言っても、凄味が微み塵じんもなかった。

「そういえばモンスターとの戦闘って初めてなのか？」

「経験がないってわけじゃないですけど、さすがにいきなりあの状況は驚きますよ！　というよりレベルが上がりすぎて怖いんですけど！」

「さすがにモンスターとのレベル差がありすぎるからな。たぶん【浄化】を取得するころには１５０近くになってると思うぜ」

　ラシアは転生なしのビーストなのでレベルが面白いように上がる。おそらくレベルだけならヴィルヘルムに近いくらいになるだろう。戦闘力は天と地くらいの幅があるが、そもそも役割が違うので比較できない。

「それはそうですけど、体は軽いですし、なんだか魔力があふれてくるような気もします。でも自分の体が別物になっていくみたいでちょっと怖いです」

「普通は少しずつ上がるもんだからな。あからさまに実感するもんじゃねぇし」

「こればかりは慣れるしかないな。で、追い打ちをかけるみたいで悪いが、ラシアにはこれを使ってもらう」

　そう言ってシンが取り出したのは『秘伝書』だ。

　先ほどの戦闘でわかったのだが、アーツの【ヒール】はスキルによる【ヒール】よりかなり効果が弱い。

　ティエラはおよそ３分の１と言っていたが、使い手によってはそれ以下になると考えられる。

　実際ラシアは一気にレベルが上がり、70近くになった。にもかかわらず、瀕死のバイオハウンドに数発撃たなければ倒せないなど、効率が悪すぎる。

　そんな事情もあり、これはスキルを覚えさせたほうがいいと考えたのだ。攻撃系のスキルではないので、悪用されることもないだろう。

「なんですか？　それ」

「『秘伝書』って言ってな。これを使うと内容に応じたスキルが使えるようになる。今回は【ヒール】と【キュア】だ」

「へぇ、スキルが使えるように……ってそんな高価なものもらえませんよ!?　お金にしたらどのくらいになると思ってるんですか！」

　ラシアは両手を顔の前でぶんぶん振った。一般人にとってスキルがどういう存在か、はっきりわかる反応である。

「俺のことを秘密にしてくれるなら対価はいらない。もともと覚えさせるつもりだったしな。これらのスキルがあれば、苦しんでいる人の助けにもなるだろ」

「それで？　くせぇセリフを言うのはいいが、本音はなんだ？」

　少々キャラじゃないセリフでその場を流そうとしたシンだが、どうにも胡う散さん臭くさすぎたようだ。ヴィルヘルムの目が「嘘こいてんじゃねぇ」と言っていた。

「アーツじゃ埒らちが明かない。これ使って、レッツスピードアップ」

「お前がめんどくせぇだけか！」

「見事な突っ込み。でもな、アーツの威力の低さは俺よりもお前たちのほうが知ってるだろ？　そりゃレベル差もあるんだろうが、あれじゃ時間がかかりすぎる。２００体倒すんだ。そう何日も孤児院をトリアさん１人に任せるわけにもいかないし、俺たちがいない間に例の豚野郎が何か仕掛けてくるかもしれないだろ」

　そう言われると反論しづらくなる孤児院組。実際問題として効率が悪いことはわかっていたし、【ヒール】も【キュア】も教会で役に立つスキルなのは確かだ。

　シンとしても、それらのスキルはゲームを新規で始めたばかりの初心者に、ちょっとした手助け感覚で教える程度のものだ。正直なところ、この世界の常識からはいささか外れているかもしれないが、出所さえ隠してくれれば大々的に広めてしまってもいいとすら考えていた。

　もちろん、自分たちがいない間に孤児院に何かあってはまずいというのが急ぐ一番の理由だ。おそらく最大戦力であるヴィルヘルムの不在は、相手から見れば好機と映ってもおかしくない。

「わかりました。お言葉に甘えさせていただきます」

「そうしとけ」

　シンに促され、恐る恐るといった表情でラシアは『秘伝書』を開く。目を通し始めると、ティエラが【分析アナライズ】を覚えたときと同じエフェクト──ライトグリーンの光がラシアを包み、しばらくして消えた。

「どうだ？」

「あ、はい。確かに使い方がわかりました」

「内容を読んで覚えるわけじゃねぇのか？」

　横から覗き込むように首を伸ばしたヴィルヘルムにシンが答える。

「やり方が頭に入ってくるって聞いてるぜ」

「そうですね。言葉で説明するのが難しいんですけど……」

　ラシアは役割を終えた『秘伝書』を見つめながら、感慨深そうにつぶやく。

「んじゃ、さっそく次行くか」

「だな」

　腰を上げるシンにヴィルヘルムも続いた。

「わ、わかりました」

　ラシアも体力はもともと消耗していなかったのですぐに動き出す。

　フィールド内に入るとすぐにポーン級スカルフェイスやバイオハウンドが近づいてくるが、レベルが上がったのも手伝って、ラシアの【ヒール】が面白いように効果を発揮した。

　アーツではゆっくりと薄れていくだけだったバイオハウンドのまとう仄ほの暗ぐらいオーラが、スキルを食らわせると、風に吹き飛ばされる煙のように一瞬で掻き消えていく。シンたちが弱らせる必要もなく、数発のヒールでバイオハウンドが消滅していくのを見て、シンはスキル継承者が優遇されるはずだと理解した。

「威力違いすぎだろ」

　ヴィルヘルムが前を向いたまま反応する。

「ん？　アーツなんてあんなもんだろ」

「いや、アーツを見たのは初めてでな」

「……納得した自分にがっくりだよ」

　２人とも軽口を叩きながらも手は止めない。

　ヴィルヘルムが『ヴェノム』でジャック級スカルフェイスの手足を砕けば、シンはレベル１６３の人型モンスター、グレイオークを刀の峰みねを使って叩きつぶす。

　グレイオークは別名ゾンビオークとも呼ばれる。見た目がまさにオークのゾンビバージョンのモンスターだ。

「傷つきし者に安らぎを、【ヒール】！」

　弱ったところにすかさずラシアの【ヒール】が決まる。

　レベル差はまだ大きいが、スキルとなった【ヒール】はアーツとは桁違いの効果を発揮し、多少てこずりながらも２体のアンデッドを光の粒子へと変えた。

　これにはラシア本人がもっとも驚いていた。

「少しはスピードアップできそうだな」

「つっても条件を満たしてる奴──レベル１５０以上がほとんどいねぇ。日中だし、封印の外側だから仕方がねぇんだろうが、じれってぇな」

「……ちょっと待った。封印って何の話だ？　初耳なんだが」

「おいおい、知らずに来たのかよ。ここは間違っても危険なモンスターが外に出ねぇように、平原の内側にモンスター避よけのアイテムが設置されてんだ。どうやら中心に近いほどレベルの高ぇアンデッドが湧くらしくてな。ギルドが厳重に管理してる」

「なるほど、強い奴らに封印の効果を集中させて、弱いのは放置か」

「封印用のアイテムにも限りがあるらしいからな。ここにばっか使うわけにもいかねぇんだろうよ」

　ダンジョンは深い階層ほどモンスターが強くなる。どうやらこの平原では、階層の深さがダンジョンコア──中心部への距離に変更されているようだ。

「封印の内側に入るにはどうしたらいいんだ？」

「Ａランク以上の冒険者のギルドカードがありゃ問題ない。ギルドが管理してるからこそだな」

「なら、今夜は封印の内側で戦闘だな」

　ラシアがグレイオークを消滅させるのを見ながらシンが言う。彼女のレベルが上がってきたせいか、低レベルのモンスターがあまり近づいてこなくなった。これは狩り場を変更したほうがいいだろう。

　さすがにジャック級スカルフェイスなど、レベルが１５０を超えるモンスターは襲ってくるが、数が少なく最初に見た数体と今しがた倒した２体しか遭遇していない。

　未だ撃破数は両手の指で数えられるほどで目標数には程遠い。しばらく戦闘を続けた３人は、ラシアのレベルが80を超えたところで一旦引き揚げることにした。




　拠点に戻った後は、日が沈むまで仮眠を取る。周囲は明るかったが、念のためシンとヴィルヘルムが交代で見張りをしている。ラシアは精神的に疲れていたのか、横になってからさほど時間を置かずに眠ってしまった。

　見張りをしている間は暇なのでスキルの検証を行うことにしたシン。

　この世界に飛ばされた初日は攻撃系のスキルを重点的に試したので、今回は探知系のスキルを使う。ゲーム時は同時使用できる数に制限があったよな、と考えつつ、次々とスキルを発動させていく。

「これは……」

　思わず声が漏れる。

　ものは試しと制限数以上のスキルを使ったところ、問題なく効果を発揮したのだ。

　さらに、組み合わせ的に同時使用不可だったスキルの発動までできた。例を挙げるなら【気配察知】と【索敵サーチ】の併用。それぞれの効果の長所が合わさり、短所がほぼ消滅──効果範囲が広がり、個体の識別まで可能となっていた。

「万能すぎてもはや別物だな。効果が似たスキルは、同時に使うと何か変化があるのか？」

　これは要検証だな……と脳内メモに書き記す。今のところメリットの増えるパターンしかなさそうだが、そう都合よくいくだろうかとつい疑ってしまう。

　他にも、自動で発動するタイプにまで効果があるのか、任意発動するタイプ限定なのかなど、いろいろな考えが脳内をめぐる。

　見張りの時間はスキルの検証をしていると、瞬く間に過ぎていった。




　日が沈んで時刻は夜８時。頃合いと判断したシンとヴィルヘルムは、ラシアを伴って亡霊平原の奥へと歩を進めていた。

　移動に多少時間がかかるかと思っていたシンだが、平原を覆っていた靄が月明かりに散らされるように消えていったので、難なくここまで来ることができた。

「あの靄はなんだったんだろうな。てっきり夜も出てるもんだと思ってたんだが」

「さあな。魔術師連中の話じゃ、ダンジョン内の魔力が漏れ出して発生するんじゃねぇかって話だが」

「魔力が？」

「なんでもダンジョン自体がアンデッドみたいなもんらしくてな。なまじ地上に出ちまってるせいで、日が当たるとダメージを受ける。その影響でダンジョンを満たしてる魔力が地上に溢れてんじゃねぇかって考えてるみてぇだな」

「へぇ、確かに理屈としてはわからなくもないな」

　日に弱いのはアンデッド共通の弱点だ。実際、日なたにアンデッドを連れ出すと黒いオーラ──目視できるＨＰのようなもの──が空中に放出されていく。おそらくその大規模版が、日中に発生する靄の正体なのだろう。

「んじゃ、今は失った魔力の回復中かな」

「だろうな。まあ俺らにゃ関係ねぇことだ」

　それもそうだと返してしばらく歩くと、前方に青い透明な壁が張り巡らされているのが見えてきた。

「これが？」

「ああ、昼間話した封印だ。青い壁はわかりやすく視覚化してるだけで、目に見えない空中部分も覆ってるって話だな」

「なるほど」

　壁と言ってもせいぜい４メルほどの高さしかなかったので、飛び越えられるんじゃないかと思ったシンだったが、どうやらいらぬ心配だったようだ。

　ヴィルヘルムがちらっと振り返った。

「さて、全員準備はいいか？」

「俺はいつでも」

「わ、私も大丈夫」

「クゥッ！」

　シン、ラシア、ユズハが答える。それを確認したヴィルヘルムがギルドカードを壁に当てると縦２メル、横１メルほどの入り口が現れた。

　先頭は封印内での戦闘経験があるヴィルヘルム。続いて地面に下りたユズハとラシアが並んで入り、最後尾にシンだ。一応後ろからモンスターに襲われても大丈夫なようにという保険である。

　封印の内部は、見たところ外と地続きになっていて違いがないように見える。

　しかし、スキルの併用によって強化されたシンの感知能力はすでに何体かの敵影を補足していた。

　接敵まではまだ十分時間があるので、意識を集中して個体ごとの詳細情報を得ていく。




　──正面からラプトラプターが３体。

　──左側面からジャンプキンが２体。




　ラプトラプターの見た目は翼を失ったワイバーンだ。圧倒的な脚きゃく力りょくで強烈な蹴りを放ってくる。おまけに爪には麻痺の追加効果がある。レベルは平均１７０前後。

　ジャンプキンは一言で表すと空飛ぶカボチャ。ジャンプじゃないだろという突っ込みはなしだ。

　腐ったカボチャには喜き怒ど哀あい楽らくの表情が浮かび、喜と怒のときは火、哀と楽のときは土の魔術スキルを使ってくる。レベルは平均２００前後。

「近づいてくるのがいるな」

　シンが敵を【分析アナライズ】しているとヴィルヘルムがつぶやいた。どうやらヴィルヘルムの感知圏内に敵が到達したようだ。

「正面からラプトラプター、左からジャンプキンだ」

「わかるのか？」

「ああ、ヴィルヘルムはラプトラプターの相手を頼む。俺はジャンプキンを牽けん制せいしておく」

「まあそれが妥当か」

　互いにうなずいて行動を開始する。

　ユズハにラシアの守りを任せ、シンとヴィルヘルムはそれぞれの標的へとひた走る。

　速度の差から先に接敵したのはシン。刀を抜き放つとともに大地を蹴り、２体のジャンプキンに向かって一直線に跳び上がる。

　ジャンプキンが浮いているのは地上２、３メルの高さ。そこに刃が届くまでの時間など刹せつ那なに等しい。

「シッ！」

　２筋の剣けん閃せんが宙に弧を描き、次の瞬間にはジャンプキンが動きを止める。シンが着地するより先に、べチャリと生ものが地面に落ちる音が２つ、静かな草原に響いた。

『朱千鳥』の峰みね打うちによって２体のモンスターは気絶、麻ま痺ひと二重の状態異常にかかり動けずにいる。

　シンはアイテムボックスから大きめの風ふ呂ろ敷しきを取り出してジャンプキンを手早く包むと、とどめを刺させるためにラシアの元へ戻る。




　シンに遅れること数十秒。ヴィルヘルムもラプトラプターと対峙していた。

　手がないだけで、まさしく２足歩行型の恐竜である。体躯は２メルほどでバイオハウンドと同じく半分腐った体ではあるが、速度と筋力は比べ物にならない。

　つたないながらも連携を取ってくる厄介なモンスターだ。

「ふんっ」

　先陣を切って突撃してきた１体の攻撃をかわし、それを囮おとりに飛びかかってきた２体を『ヴェノム』の一いっ閃せんでまとめて弾き飛ばす。ラプトラプターの肉体は脆もろい。それだけで骨が折れ、内臓が破裂する生々しい音が響いた。

　消滅しない程度にダメージを与えたのを横目で確認しつつ、ヴィルヘルムは残ったラプトラプターと対たい峙じする。逃げるという選択肢はないのか、最後の１体はどろりと濁にごった眼でヴィルヘルムを見据えている。

「手加減ってのは面倒臭ぇな」

　その言葉と同時に、ラプトラプターの視界が黒く染まった。

　頭を半分叩き潰された個体と、足が折れ胴体が半ば陥没している個体に縄をかけ、ヴィルヘルムもラシアのいる場所へと戻る。

「いぃ～やぁ～～～!!」

　こんなラシアの悲鳴が３人の集まった先から聞こえてきたのは、言うまでもないだろう。





　　　　　　　†






　シン一行が亡霊平原の中央でアンデッド狩りに精を出しているころ、そこから数十ケメル離れた森の中で、複数の人影が戦闘音を響かせていた。

「回り込め！　コアを狙うんだ!!」

「怪我をした者は回復薬ポーションで回復を！　神官と魔導士は光術系のアーツを放てるだけ放て！」

「ジャックの注意をひきつけろ！　ポーン共と連携させるな！」

　鈍く光る全身鎧を着た騎士の集団が大声を上げながらスカルフェイスに斬りかかっていく。

　盾を構えた護衛の騎士の後ろでは、神官服を身にまとった集団とローブを身にまとった集団がまばゆい光球をスカルフェイスに放つ。

　その光に触れるや否や、ポーン級スカルフェイスの周囲にある黒いオーラは消え、ただの骨と化した。だが、気を抜く者は誰もいない。一番の難敵がまだ残っているからだ。

「ぐっ、攻撃が重すぎるっ」

「体力が残ってる奴は手伝えっ！　これ以上人数が減ったら抑えきれん!!」

「くそっ、なんなんだあれは!?」

　半ばやけくそになった声が森に響く。同盟を結んだ国々から選出された実力のある騎士数十人で戦っているのに、未だ致命傷と言えるようなダメージを与えられていなかった。

「いくらジャック級とはいえ、ここまで耐えきれるはずが──」

　つい漏れた愚ぐ痴ちも剣と盾がぶつかる音にかき消される。

　通常ならとっくに終わっているはずの戦闘だった。だというのに、異様な白い盾を持ったジャック級スカルフェイスは騎士たちの猛攻をモノともしない。逆に反撃によって騎士たちの多くが少なくないダメージを負っていた。

　戦闘の指揮を執とっていた熟練の騎士ベルグも、想定外の動きをするスカルフェイスにどこから攻めていいのか決めあぐねていた。

　異常なほどの機き敏びんさと達人級の剣技、おまけにアンデッド系モンスターの弱点であるはずの光属性魔術や神術系アーツをほとんど無効化する盾。

　包囲はしているものの、下手に攻めればこちらが手傷を負うというジレンマに焦あせりが募つのる。

（このままではいかん。せめてあの盾がなければ……）

　戦闘が始まってから、ベルグが幾度となく思ってきたことだ。あの存在がスカルフェイスを強敵たらしめている。高い防御力と魔術抵抗。それでいてスカルフェイスの動きが鈍らないことを考えれば、重量もそこまで重くはないのだろう。

　どんな反則武器だと舌打ちせずにはいられない。

（しかし、向こうもダメージがないわけではない）

　ベルグたち騎士にも幾多の戦場をくぐり抜けてきた自負と経験、そして技がある。それを全力で駆使して何とか少しずつダメージを与えていた。

　そんな仲間と敵の状態を見定め、勝つための道を模索する。場合によっては一旦撤退もやむなしと指示を出そうとしたそのとき、騎士たちの視界に銀色の閃光が走った。

　一直線にスカルフェイスに向かった閃光は、一時も止とどまることなく進行方向を変え続け、やがてベルグの隣となりで音もなく停止する。

　────スカルフェイスが崩れ落ちる。

　喧けん騒そうに満ちていたはずの戦場は、一瞬で元の静けさを取り戻していた。

　閃光の正体は光を受けて輝く銀色の髪。その髪の持ち主があまりに速く駆けたので、騎士たちの目には閃光が走ったようにしか見えなかったのだ。

　呆けている騎士たちはもう、誰一人身の危険を感じていない。今まで銀髪の人物が１度としてとどめを刺し損ねたことなどないと知っていたからだ。

　背中まで届く艶つややかで優しい光沢のある銀髪。透き通るような蒼あおい瞳。微かに笑みを浮かべた表情は、母性と神秘性とを兼ね備えた１種の芸術品のようでもある。

　風に揺れる髪の間から見える尖とがった耳が、彼女の種族がエルフ、もしくはハイエルフだと教えてくれる。

















　身にまとうは給仕服に似た、だが決して同じとは言えない代物──地球にあるヴィクトリアンメイドと言われるタイプのメイド服に近い。

　エプロンが大きく、スカートの裾すそは長い。それは月の祠の従業員が着る制服であった。

　体にフィットするように作られているためか、それとも本人のスタイルのよさゆえか。胸元のふくらみに幾人かの騎士の視線が集まっていた。

　短剣片手に戦場の空気を支配したその女性は、月の祠の店長代理にして古いにしえの技を伝えるハイエルフの１人。

　シュニー・ライザー、その人だった。




「ワイドヒール」

　静まり返った場に声が響く。

　同時に周囲の騎士たちを明るく、柔らかな光が包んだ。シュニーが放ったのは神術系スキル【ワイドヒール】。【ヒール】の広範囲版である。

　力なく地面に座っていた騎士たちは、全身を包む光が消えるころには傷一つない状態へと回復していた。

　一同が感嘆の声を上げるなか、いち早く我に返ったのは指揮官であるベルグだった。彼は呆けていたことを悟るとこれはいかんと気を引き締め直し、大声で指示を出す。

　ベテランだけあってその指示には無駄がない。周囲の騎士が慌てて行動を開始し、先ほどまでとは違った喧騒が森に響いた。

「助かりました。我々だけでは撤退もやむなしと考えていたところです」

　ベルグは傍らに立つシュニーにあらためて礼を言う。その声はすでにガラガラだ。

「いえ、こうして倒すことができたのは、皆さんが戦ってくれていたおかげです」

　労いたわりの言葉がベルグの耳じ朶だを打つ。聞くだけで心が洗われるような気がするのは錯さっ覚かくではない、とベルグは思った。

「そう言ってもらえると光栄ですな。しかし、シュニー殿のおかげでアンデッドどもを駆逐できているのは事実、ここはシュニー殿の顔を立てさせてくだされ」

「そこまで言われるのでしたら……しかし、まだまだ油断はできませんよ」

　困ったように微笑みながらシュニーは言葉を返す。

　油断ができないというのは気を引き締めさせるための嘘ではない。確たる事実だ。

　事の始まりは１ヶ月前、Ｂランクになったばかりの冒険者が亡霊平原に近づいたときまで遡さかのぼる。いざ行かんと靄の中へ入ろうとすると、数メル離れた場所に靄を突き破ってスカルフェイスが現れた。

　亡霊平原の外に出たモンスターは存在していられない──その常識を覆す事態だった。

　ありえない光景に呆然としていた冒険者だったが、そこは数々の修しゅ羅ら場ばを乗り越えてきた身。事態の異常性を理解すると即座にその場を離脱し、全力でもっとも近い街のギルドへ駆け戻った。

　情報を得たギルドは即座に調査隊の派遣を決定する。その後の調査によって、条件は不明だが他の個体よりもはるかに強力なモンスターの一部が、靄を抜けて森へ溢れ出ていることが判明。

　平原は広く、さらにいつどこで出てくるかわからなかったため、モンスターが靄を抜ける瞬間をはっきりと確認するまで数週間を要した。

　何体のモンスターが森へ出たのかがまったくわからず、おまけに行動予測も立てられないため、亡霊平原に近い国々ではすでに被害が出はじめていた。

　以前、シンが初めてギルドに出向いたときに上級冒険者が出払っていたのはそのためである。

　被害を受けた国はもちろんただ手をこまねいていたわけではない。自国の民を守るためできる限りの警備強化、巡回などを行った。

　最大の問題は靄を突破するモンスターの能力が、一般に知られている個体をはるかに凌りょう駕がしていたことだろう。ほとんどの場合、接敵しても味方の戦力が足りず敗走するか、壊滅してしまうというありさまだった。

　これを憂ゆう慮りょした各国の王はかつてより結んでいた同盟の名の下に、それぞれの軍の中でも選よりすぐりの騎士をかき集めモンスター討伐部隊を結成し、事態の鎮ちん静せい化かに努めた。

　そして同時に、ある人物へと依頼を出したのである。

　依頼先は『よろずや　月の祠』店長代理、シュニー・ライザーだった。

　依頼を受けてもらえる確証はなかったが、純粋に民を守る目的だったためかシュニーは快諾し、こうしてモンスター討伐隊へと馳はせ参じてくれたのである。

「ではモンスターの武器や素材は、契約通りシュニー殿が」

「はい、お預かりします」

　ベルグの言葉にうなずき、シュニーは周囲に散らばったスカルフェイスの装備をアイテムボックスに収納していく。

　これは討伐部隊が複数の国の騎士による合同部隊であるため、貴重な装備や素材の奪い合いが起こらぬようにとの配慮である。討伐が完了した後、一部を除いて平等に分配することになっている。

　抜ぬけ駆がけや盗難防止の意味も込めて、アイテムボックスが使用でき、戦力としても最高峰であるシュニーが保管役となるのだ。

　その様子を見ながらベルグは思う。シュニー・ライザーがいてくれなければ、事態はより一層悪い方向へ進んでいただろうと。

　先ほどの戦闘を見てもわかる通り、各国でトップクラスの腕前を持つ騎士が束になっても勝てない敵がいる。もちろん合同部隊であるがゆえに連携がつたないこともその一因ではあるが、それでもモンスターの強さが異常なことに変わりはない。

　何より問題なのは、先ほどのスカルフェイスのように並外れた武具を持っている個体がいることだ。今まで集められた情報によれば、特殊な武具を保持しているのはすべてスカルフェイスであるとのことだが、絶対とは言いきれない。

　ベルグにできるのは、その手の武具が品切れになってくれと祈ることくらいだ。

　現在では少数の武器持ちスカルフェイスをシュニーが個別に撃破し、それ以外を騎士たちが数の有利を活いかして討伐していた。

　武器持ちに遭遇した場合は即座に伝令を走らせ、シュニーに伝える手て筈はずになっている。今回はそれが何とか間に合った形だ。シュニーにかかれば騎士たちが苦戦するモンスターもことごとく瞬殺である。それも本来エルフが苦手としている近接戦で、だ。

「さすがはハイヒューマンが傍にいることを許した御お人ひと」

　かつて実在した大陸の覇は者しゃハイヒューマン。彼らと共にあった存在というだけで、この世界の人々は畏い敬けいの念を向ける。

　その覇は業ぎょうは永ながきを経へた今でさえ色あせることなく、人々の記憶に刻まれているのだ。

　騎士たちが奮戦するのも、そんな存在と一緒に戦えるという気持ちが強いからである。誰もが無様な姿は見せまいと振る舞い、結果としてほとんど諍いさかいらしい諍いもなく、モンスターの討伐は進んでいた。

　これまでに発見が報告されたモンスターは今しがた倒したスカルフェイスで最後だ。あとはギルドから派遣されてきた冒険者と協力して数日間見落としたモンスターがいないか確認し、何もなければ討伐隊は帰還。そして各国やギルドの協力の下、監視網が敷かれることになっている。

「もう何事もなければいいが……」

　ふと長年の経験からいやな予感を覚え、ベルグは独りごちる。そして何気なくシュニーを見ると、スカルフェイスの素材が転がっていた広場で熱心に手紙を読んでいる姿が見えた。

「シュニー殿？　どうかなされましたか？」

　ベルグが声をかけると、シュニーは手紙を折って振り返る。その際、偶然手紙に『蒼そう月げつ』という文字が書かれているのが見えたが、何のことかベルグにはわからなかった。

「いえ、なんでもありません。この後、私は捜索を続けますので皆さまとは別行動になります。場所の特定が難しくなりますから、モンスターと遭遇した際は渡しておいたマジックアイテムを打ち上げてください」

「了解しました」

　手早く連絡を済ませたシュニーは急ぎその場を後にした。

　ロングスカートをはいているとは思えない移動速度を維持しながら、シュニーは手紙に書かれていた内容を反はん芻すうする。

　ティエラから送られてきたメッセージカードに記されていたのは、ある人物からの伝言と、彼が亡霊平原へ向かうらしいという情報だった。

　伝言の主はそれほど珍しい名前ではない。探せば似たような名前の人物は何人かいるだろう。しかし、『蒼月』を持っているとなると話は別だ。

　シュニーの知る限り、そんな人物は１人しかいない。

「戻ってきて、くれたのですか……」

　自分がどこか冷静でないと自覚しながら、シュニーはひた走る。目指す先は亡霊平原。

　モンスターの捜索に時間を取られることすら堪たまらなくじれったいが、仕事を受けた者の責務として手を抜かずに行っていく。

　心だけが逸はやる。

　──待ち望んだ人に会えるかもしれない。

　その思いがシュニーの胸を焦こがしていた。























　亡霊平原で狩りを始めて数日後の夜。シン一行は未だ封印の中にいた。

「ちっ、おいシン！　ペッカーホロウが来てやがるぞ！」

「しゃあない、一旦下がるか」

　モンスターの接近を感知したシンとヴィルヘルムは、ラシアとユズハを先に後退させてから自分たちも封印の外へ出る。

　封印壁を隔へだてれば、たとえすぐ近くまで寄っても内部にいるモンスターに察知されないらしい。ペッカーホロウはシンたちを見失ったようで、しばらく付近をうろうろしていたがやがてその場から去っていった。

　近づいていたモンスター、ペッカーホロウはレベル５４１のアンデッドモンスターだ。

　大量の死体が怨おん霊りょうによって１つに溶け合ったとされる大型モンスターで、カマキリの上半身が地面から生えたような形をしている。

　複眼のような目と鎌のような腕を持っているが、単なる虫の器官と同じではない。複眼とは人の目が大量に集まったものであり、鎌とは人の骨が寄り集まって鎌のような形になっているだけである。体もあちこちから、人の顔やら手やら足やらが突き出していて、とにかく気持ちが悪い。

　このモンスターが出るフィールドやダンジョンに、女性プレイヤーがほとんど寄りつかなかったくらいの見た目なのだ。

　そしてもっとも厄介なのが、【腐死者の咆哮デッドマンズハウル】というスキルを使ってくることだ。

　このスキルは受けるダメージこそ少ないが、混乱、錯乱、呪いカースなどの状態異常を複数同時に与えてくる。その上、状態異常のレベルも最低Ⅴ以上という鬼き畜ちくっぷりだ。シンやヴィルヘルムならともかく、ラシアやユズハでは一気に最大クラスの状態異常を食らいかねない。

　さすがにそんな危険は冒おかせないということで、厄介なモンスターが出たときは封印の外に退避することになっていた。

「行ったか？」

　ヴィルヘルムが尋ねてくる。

「一応もう少し待っとこう。戦闘音を聞きつけて戻ってこられると困る」

　ここ数日の戦闘で、すでに倒したモンスターの数は雑魚を含めれば２００を超えている。シンのカウントが間違っていなければ、ラシアはあと１体で念願の【浄化】を覚えられるはずだった。

「ラシアとユズハは大丈夫か？」

「はい、なんと言うかもう慣れました……」

「クゥッ！」

　妙に達たっ観かんしたラシアと元気なユズハの返答に苦笑しながら、感知範囲内の気配を探る。

　確認できるのはレベル３４３のジャック級スカルフェイスが１体、レベル１５８のグレイオークが２体、レベル１７７のゲルバイソンが１体、レベル２４９のエイヌジャッカルが４匹。

　ゲルバイソンは、バイソンの骨格標本の周りにスライムのような透明なゲル状物質がくっついているモンスターだ。ゲルは人が近づくと鞭むちのようになって攻撃してくる。そして動けなくした相手を溶かしながら捕食する。

　エイヌジャッカルは腐肉食らいのモンスターだ。そのせいで自分もアンデッドの仲間入りをしたという設定である。見た目は紫色のジャッカルで体躯は２メルほど。低級ではあるが相手を麻痺させる魔眼まで持っている。

　どちらもゲームに慣れてきた初級プレイヤーが難儀する相手だった。

　問題のペッカーホロウはすでに感知範囲内にはいない。封印の外に出てからそれなりに時間が経っているので、大丈夫だろうと当たりをつけた。

　各モンスターとの距離はスカルフェイスだけがかなり近くにいて、他のモンスターは感知範囲ぎりぎりだった。

「近くにスカルフェイスがいるが……レベルがおかしいな」

「どういうことだ？」

「どうしたんですか？」

　シンの言葉にヴィルヘルムとラシアが疑問を投げかける。

「レベルが３４３だ。前にキング級の強さをしたスカルフェイスの話をしただろ？　あれと同じような奴だと思う」

「ここは少しばかりイレギュラーな場所だが、そんなのが出るって話は聞いたことがねぇな。つってもここ１月ばかし王国から離れてたからな。知らなくてもおかしくはねぇか」

「……そういえばラグナルさんが、ベイルーンのほうで強力なアンデッドモンスターが村を襲う事件が多発してるって言ってたような」

　ラシアがそれらしき情報を記憶の隅すみから引っ張り出す。ベイルーンとは、亡霊平原を挟はさんでベイルリヒト王国のちょうど反対側に位置している国らしい。

「強力なアンデッドか……やっぱり何か関係してそうだな。あとラグナルさんって誰？」

「お前を連れてったバーのマスターだ。１度会ってるだろ？」

「ああ、あの人か」

　ヴィルヘルム相手に終始無言を貫いた男のことを思い出す。あのとき、ヴィルヘルムは確かに冒険者仲間だと言っていた。

「まあその話は置いておくとしてだ。どうする？　俺としてはこのまま放っとくのはマズイ気がするんだが」

　シンがそう言ってヴィルヘルムを見やる。

「強さはどんなもんなんだ？」

「個人的な意見になるが能力はレベル相当ってとこ。注意しなきゃならないのは、スカルフェイスとは思えない体からだ捌さばきだ。前に戦った奴はかなりトリッキーな動きをしてたからな」

「俺らだけでやるか。わざわざラシアにあぶねぇ橋を渡らせる必要もねぇだろ」

「そうだな」

　うなずき合うシンとヴィルヘルムだが、レベルの上がったラシアはやる気満々になっていた。

「いえ、私も行きます！」

　思わず顔を見合わせてしまう２人。

「どうする？　ラシアがそう言うなら、俺は特に問題ないぜ。渡したアイテムがあるから、何かあっても大丈夫だと思うし」

「そうだな。おいラシア、本当にやれんのか？」

「うん、守ってもらうばかりじゃ胸を張って帰れないもの!!」

　ここ数日間の戦闘の成果か、すでにゾンビどころかレベル２００超えのモンスターを見ても動じなくなったラシアが気合の入った声を上げる。

　封印の外にいる低レベルの──それでも80は超えている──モンスター相手でもひるむことなく戦闘を行えるようになっていた。

　これもシンとヴィルヘルムによるスパルタ教育の賜たま物ものである。年頃の女性としてはいかがなものかと思わなくもないが。

「なら、やるか」

「あまり前に出すぎんじゃねぇぞ」

「やってみせる！」

　ラシアの返事を合図に、件くだんのスカルフェイスに向かう３人。速度差からラシアが遅れがちになるが、とどめを刺すだけでよいので、ユズハに任せてシンたちが先行する。

　今回のスカルフェイスは特におかしな装備をしていない。だが剣と盾の構え方はシンが以前戦ったユニークモンスターと同じだった。

「こいつ、やっぱり前に戦った奴と同じタイプか。構えがそっくりだ」

「どっちにしろやるこたぁ同じだ。おらぁっ!!」

　リーチの長いヴィルヘルムが先制攻撃を仕掛ける。

　スカルフェイスはコアめがけて繰り出された一撃を左手のラウンドシールドで受けた。盾ごと穿うがたんとする一閃によって、ラウンドシールドの曲面に『ヴェノム』が食い込むが、貫くより先に盾を持った腕が振られ『ヴェノム』の軌道がそれる。

　すかさず剣による一撃を繰り出すスカルフェイス。

　風斬り音とともに振り下ろされた剣を、ヴィルヘルムが素早く引き戻した『ヴェノム』で受けた。舞い散る火花にひるみもしない。

　ガキリッと金属同士のかみ合う音が夜の平原に響く。力だけでなく体重や捻ひねりなども加えられた一撃は、ヴィルヘルムを地面に縫ぬいつけるだけの威力があった。

　スカルフェイスは盾でヴィルヘルムを殴り飛ばそうとするが背後に控えていたシンによる斬撃を察知し、とっさに後ろに飛び跳ねながら盾を眼前に掲げる。

　だが着地と同時にキンッという音がして、盾とそれを持っていた左腕が真っ二つになった。

　あと一瞬反応が遅ければ、左足まで斬られていただろう。通常のスカルフェイスからは考えられないことに、片腕を犠牲にして被害を最小限に止とどめたのである。

「なるほど、確かにそこらの骨野郎とはずいぶん動きが違うじゃねぇか」

　ヴィルヘルムが犬けん歯しを剥むき出しにして笑う。

　どうやらスカルフェイスの技量を前にして、ヴィルヘルムの闘争心に火がついたようだ。

「目的忘れんなよ？」

「わぁってら。少しは楽しませろ」

「大丈夫だとは思うがマズイと思ったら割って入るぞ」

「それでかまわねぇ。こいつみたいなのがまだいるなら練習台にさせてもらうぜ」

　スカルフェイスの場合、コアさえ残っていれば手が切れていようが足が折れていようが、とどめを刺すことができる。よって、他のモンスター相手のように生かさず殺さずの微妙な手加減が必要なかった。

　不敵に笑ったヴィルヘルムは重心を落とし、身体は半身。穂先をわずかに下げ、斜めに『ヴェノム』を構える。

　右手は柄つかの端を持ち、左手は添えるように伸ばしている。その様は、今まさに放たれんとしている弓のようだった。ヴィルヘルムの闘気の高まりに合わせ、引き絞られた弓の軋きしむ音が聞こえてきそうだ。

　それに応じてスカルフェイスも軽く右足を引き、剣を持った右手を頭の真横に掲げる。剣は真っ直ぐ天に向けられ、ゆらゆらと周囲で揺れていたオーラがスカルフェイスの体に集束していく。

　まるで騎士のような構えの敵を前に、ヴィルヘルムはより一層闘気を高める。

　空気が凍こおったかのように、両者は微動だにしない。だがそれは、火薬に火がつき爆発するまでの刹那の静けさだ。

「ヴィル！」

「っ!!」

　追いついたラシアの一声が凍りついた空気を揺さぶる。

　それをきっかけにして２つの影が走った。

　闇を切り裂いて走る深紅の一閃を、スカルフェイスの放つ断頭の一撃が迎撃する。

　武器の交差は一瞬。

　次の瞬間には頭と胴体を残して地に落ちるスカルフェイスと、『ヴェノム』を突き出したまま静止しているヴィルヘルムの姿があった。

　スカルフェイスは人でいうなら瀕死の状態。『ヴェノム』の一撃によって手足は吹き飛び、その余よ波はでコアには無数のひび割れが生じていた。ほとんど砕ける寸前である。

「ラシア、突っ立ってねぇでとっとととどめを刺しちまえ」

「出番なんてなかった……さっきの私の決意はなんだったのよ!?」

　自分が蚊か帳やの外となった結果にラシアはおかんむりだ。あれだけ必死に決意したことが無駄になってしまったのだから。

「仕方ねぇだろ。お前が入り込む余地なんかなかっただろうが」

「うぅ、神よ。これが試練なのですか……」

　たそがれているラシアだったが、「それはそれ、これはこれ」とコアに向かって【ヒール】をかける。【ヒール】の光を受けるとコアを覆っていたわずかなオーラが消え、スカルフェイスが完全に消滅する──と同時にラシアの体を金色の光が包んだ。

「な、なにこれ!?」

「ラシア!?」

　突然の出来事に混乱するラシア。

　ヴィルヘルムも何が起こっているのかわからず、迂う闊かつに動けない。

「心配ない！　これは条件を満たして新しいスキルを覚えるときのエフェクトだ！」

　２人を落ち着かせるためにシンは声を張り上げた。

　どうやらシンの計算は間違っていなかったらしく、先ほどのスカルフェイスでちょうど２００体目だったようだ。

　エフェクトはシンが声を上げた後すぐに消えた。当のラシアは呆けたように視線を宙にさまよわせている。

「おいラシア！　大丈夫なのか？」

「ふえっ？　あ、うん。大丈夫」

　ヴィルヘルムが肩を叩きながら声をかけると、なんとも気の抜けた声が返ってきた。

「んな呆けた面をしやがって、本当に大丈夫なんだろうな？」

「大丈夫、大丈夫。いきなり頭の中にスキルの使い方とかが流れてきて、びっくりしただけだから」

「『秘伝書』のときと何か違ったのか？」

「えと、ですね。『秘伝書』は何と言うかスッと入ってくる感じなんですけど、今回のはドッと入ってきた感じです。説明が下手でわかりにくいと思いますけど」

　どうやらスキルの身に付き方にもいろいろあるらしい。本人に害はないようなので心配はいらなそうだが、シンにはどうにもその感覚がよくわからない。

　頭に情報が直接流れ込んでくるなど、そもそも経験すること自体ありえないのだ。

「ま、何はともあれ【浄化】の取得に成功したわけだ。おめでとう」

「そうだな、よくやった」

「クゥッ！」

　シン、ヴィルヘルム、ユズハがそれぞれ祝福する。

「ありがとうございます。これで孤児院も何とかなります」

【浄化】を取得したことで孤児院の危機を脱することができる──それを実感したラシアは、目尻に涙を浮かべながら礼を述べた。

「さて、じゃあ拠点に帰るとしようぜ。朝まで眠ってさっさとベイルリヒト王国に帰ろう」

「そうだな。ここに長居する理由もねぇ」

「はい、行きましょう」

　それぞれが笑顔で封印の外へ向かう。３人と１匹の周囲に敵影はない。

　依頼はこれで終わり、あとは王国へ戻るだけ──全員がそう思っていた。
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　それは唐突に起こった。

　虫も野生動物もいない夜の亡霊平原は異様なほど静かだ。だからこそいち早くシンは気づいた。

「ん？　何の音だ？」

「クゥ？」

　シンの頭上で脱力していたユズハも、動物特有の優れた聴覚で異変を感じ取ったらしく、耳をピンと立てている。

　それは風にそよぐ草の音のようでもあった。それだけならシンも気にしなかっただろうが、同時に何か、生き物がつぶれるようなぐしゃりという異音が響く。

　立ち止まり振り返ったその先で、シンとユズハは異様な光景を目にした。

「なんだ……あれ」

「クゥ……」

「ん？　お前らどうし……た」

　シンの動きに気づいたヴィルヘルムが振り向いて、同じものを目にして言葉に詰まる。

　最後のスカルフェイスを倒した場所に、先ほどまではなかったはずの黒い球体が浮いていた。そして今まさにペッカーホロウを呑み込もうとしている。

　視界の端にあるマップ画面を見れば、直前までは存在していなかったはずの巨大な赤いマーカーが、シン一行を示す白と青のマーカーの前に表示されていた。

　ペッカーホロウは30セメルほどの黒い球体にどんどん吸い込まれていく。

　明らかに体積が合っておらず、ゴキリ、グシャリと響く音は、ペッカーホロウの肉体を圧縮するときに生じているらしい。

　捕食されているペッカーホロウは断末魔を上げることもせず、なんの抵抗もしない。その体の表面に浮かんでいる顔は皆笑顔。まるで吸収されることを喜んでいるようだ。

「うう、気持ちわるい……」

　ゆっくりと人の顔が押しつぶされていく光景に、ラシアは口元を押さえてしゃがみこむ。

「どうなってやがる。なんだありゃあ!?」

　ヴィルヘルムがラシアに駆け寄り、シンは２人と黒い球体の間に立つ。

　さしたる時間もかからず、ペッカーホロウは球体に完全に食われた。

　続いて突とつ如じょとして起こった大きな揺れが地面を震わせる。

「うおっ!?」

「クゥッ!?」

　とっさにバランスを取って転倒をまぬがれる。何が起こったのかと周囲を見渡すと、亡霊平原のあちこちで紫色の光が天に向かって噴き上げているのが見えた。

　スカルフェイスが倒れていた場所からもきらめく光が空へと昇っていく。

「綺麗……」

　ラシアがつぶやく。

　突如として発生したその現象は、実に幻想的で美しかった。

　目の前の黒い球体さえなければ、シンも純粋に楽しんでいただろう。だが今、そんな暇はない。

　視線を斜め上にわずかに上げる。マップ画面から赤いマーカーが消えていくことに気づいたのだ。

「これは……」

　謎の球体を警戒しつつも、【遠視】のスキルを使って赤いマーカー、つまりモンスターのいる方向に目を凝らす。

　すると、ゲルバイソンやエイヌジャッカルが身体中から紫色の光を噴き上げているのが見えた。キラキラと光るそれは、ゲーム時にアンデッドモンスターを倒したときに生じるエフェクトにもよく似ていた。

　しばらくするとそれらのモンスターが次第に輪りん郭かくを失い、大気に溶けるように消える。

　そして、その光は空中で弧を描き、黒い球体に吸収されていく。

「魔素を吸ってやがる」

　ヴィルヘルムが吐き捨てるように言った。

「魔素を？」

「ああ、あの光はアンデッドを動かしてる魔素だ。それがなくなったんで、体を維持できなくなったモンスターが消えたんだろうよ」

「なるほど」

　しばらくすると、大気中に存在した魔素がすべて球体に吸収された。

　球体は空に舞い上がり、後退しつつ地上から10メルほどの高さで停止する。

　球体を中心にどす黒いオーラが広がっていく。

　だんだんと形をなし、スカルフェイスのような骨が形成され、さらに数倍の大きさに膨れ上がる。

　漆黒の鎧が覆い、骨と鎧の間をオーラが満たしていく。

　その間、わずか10秒。

　今やシンの前には、全長10メルを超えるスカルフェイスが姿を現していた。

　鎧にはオーラからできたとは思えない細やかな装飾がなされ、頭部に収まっているのが骸骨でさえなければ勇猛な騎士を連想させただろう。

　その身から立たち上のぼるのは禍まが々まがしきオーラ。アンデッドであるという確たる証拠。

　そして、緊張に身を固めるシンたちの前でその双そう眸ぼうに火がともる。

　────『スカルフェイス・ロード　レベル８０４』

【分析アナライズ・Ⅹテン】が発動し、その名とレベルをシンに知らせる。

　そのレベルは【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】においても上位に位置づけられる数値だった。

「レベル８０４。ダンジョンの、ボスか？」

　シンの自問にヴィルヘルムに激しく反応する。

「おい、今言ったレベルは本当なのか!?」

「ああ、間違いない」

「そんな……それって国を滅ぼすようなモンスターのレベルですよ!?」

「クルルゥゥ!!」

　ユズハが威い嚇かくするようにうなり声を上げ、ありえない数値にヴィルヘルムとラシアは動揺を隠せない。

　５００年前の『栄華の落日』以降、魔都と化した大都市──『聖地』に留まるモンスターを除けば、確認されている中でもっともレベルが高いモンスターも、６００には届かなかった。

　そしてそのモンスターですら、当時複数の国を滅ぼしたと言われている。

「ふ、封印がありますし出てこられないですよね？」

「どうだろうな」

　ラシアの不安げな声にシンが答えたとき、ついにロードが動いた。

　数メルの長さはありそうな腕を曲げ、拳こぶしを握る。そして軽く膝を曲げると、勢いよく空に向かってアッパーカットの要領で剛腕を繰り出した。

　腕が伸びきると同時に響くガシャリという乾いた音。空を覆っていた見えない結界が砕けていくのが、舞い散る魔素によって照らされ、シンたちの目に映る。

「こりゃあ、封印はもう駄目だな」

「ああ、たぶん今の一撃で粉々だ」

「そ、そんな……」

　高レベルモンスターを押おし止とどめていたはずの封印があっけなく砕かれたのを見て、力が抜けたのか、ラシアは尻もちを突く。

　封印を維持していた魔素すら吸い込むロードの視線がシンたちを捉えた。

　ヴィルヘルムがごくりと唾つばを呑んだ。

「こっち見てんぞ、おい」

「だな」

　目玉があるわけではないが、シンには確かに視線を向けられているのがわかった。

　その圧力に顔面蒼白となって震えるラシアを抱え、ヴィルヘルムは逃げる準備を始める。

「ＧｕｕｕｕＵＵＵＵＵＵ────────ＧａａａＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！」

　しかし、まるで逃がさんとでも言うようにロードが雄たけびを上げた。

　物理的な圧力を感じるほどの声量にシンが身構え、ユズハは体を縮め、ヴィルヘルムが膝をつき、ラシアは耳を押さえる。

「ぐっ、逃がさねぇってか？」

「いや、違う。周りを見ろ！」

　シンが声を上げたのとほぼ同時に、地面から白い骨が次々と突き出す。

　それは明らかに人型モンスターの腕だった。地面をがっしりつかむと本体を地面から引きずり出す。

　出てくるのはどれも無骨な鎧に身を包んだ骸骨。言うまでもなくスカルフェイスだ。

　それもジャック級からクイーン級、キング級──１体で大騒ぎになるような個体まで次々と地面から現れる。それぞれの個体の大きさは通常より１回りも２回りも大きく、キング級ともなれば８メル近い。

　平原を埋めつくさんばかりの大量のスカルフェイスは、すでに１個の軍隊のようだ。それぞれの個体から放たれるオーラが混じり合い、平原全体が黒く染まっている。

　スカルフェイスの出現は平原全体で起こっており、シンの周囲はすでにスカルフェイスで溢れかえっていた。

「ヴィル！　どうしよう、ねぇヴィル!!」

「落ち着け！　騒いだってどうしようもねぇ！　おいシン、とっとと囲みを破って逃げんぞ！」

「いや、俺は残る」

「ああ？　何言ってんだ、てめぇ。死ぬ気か！」

　やけに落ち着いた物言いにいらだったヴィルヘルムがシンの肩をつかむ。振り向かせようと力を入れたものの、シンはまるで巨大な岩塊のように微動だにしなかった。

　そして、シンは静かに【制限リミット】を解き放つ。

「うおっ!?」

「きゃあっ！」

　シンから放たれる力の奔ほん流りゅうにヴィルヘルムとラシアが目をむいた。

「こいつをこのままにはできない。俺が道を開くから、２人はそこを通って先に王国に向かっててくれ」

「この力……お前は一体？」

「それについて話してる時間はない。それに、個人的にもこいつに用ができたんだ。巻き込みたくないから、悪いができるだけ離れていてくれ」

　そう言って両手に魔力を溜めていく。そのあまりの密度にヴィルヘルムは反論できなくなった。

「ちっ、しかたねぇ。ラシアとその狐は俺が連れていく。拠点のアイテムは回収しとくか？」

「無理はしなくていい。なくなって困るものじゃないしな」

「そうだな……戻ってきたらしっかりと事情を聞かせてもらうぞ！」

「ああ、わかってる。身体強化のバフもかけとくから、いつもよりスピードが出る。こけるなよ？」

「はっ！　誰に言ってやがる！　ってこら、狐が離れねぇぞ」

　ヴィルヘルムがユズハを引っ張ると、シンの顔が歪む。

「あだだだだっ！　おいこらユズハ！　ひっつくな」

「クゥ！　クゥ～!!」

　嫌がって鳴くユズハ。シンを置いていけないとでも言うように、必死にしがみついてくる。

「おい、どうすんだ」

「ユズハ……」

　念話により、シンにユズハの感情──離れたくないという強い気持ちが伝わってきた。

「…………はぁ、しかたない。絶対に離れるなよ？」

「クゥッ！」

　改めてシンの頭上で一鳴きしたユズハはやる気満々である。

「話はまとまったか。なら早くやれ」

「ああ待たせた！　じゃあやるぞ!!」

　シンはヴィルヘルムにバフをかけ、拠点のある方向に向かって魔術スキルを放つ。

　雷術系魔術スキル【ライトニング・バンカー】。

　直径数メルもある極太の雷撃が２筋、スカルフェイスの群れに向かって突き進み、一瞬で炭に変える。

　シンはスキルを維持したまま腕を左右に開き、電撃を操って包囲網に穴を開けていく。

「行け！」

　シンの声を合図にヴィルヘルムが大地を蹴った。シンのバフによって底上げされた脚力によって、残像を残す勢いで突破口を駆け抜けていく。

「きゃあああああああっーーーーーーー…………」

　あまりの速度にラシアは悲鳴を上げるが、それもすぐに聞こえなくなった。

　ここは封印の端のほうなので、ヴィルヘルムの速度をもってすれば、包囲網の外へ出るまでたいした時間はかからないだろう。

　雷撃をまぬがれたスカルフェイスから剣や槍が投とう擲てきされるが、ヴィルヘルムは速度を維持したまま『ヴェノム』で打ち払っていく。

「行ったか」

「クゥ」

　２人の姿が見えなくなったのを確認して【ライトニング・バンカー】を解とく。すでに数十体のスカルフェイスを屠ほふっていたが、スキルが切れた途端に大量の敵がその穴をふさいだ。

　相手はスカルフェイス・ロードに、配下のジャック級、クイーン級、キング級が数知れず。

　こちらを睥へい睨げいしているロードは、逃げるヴィルヘルムとラシアにはまるで注意を向けていなかった。

　シンの知識にスカルフェイス・ロードという名はない。レベル８００を超える、まったくの未知のモンスターということになる。レベルだけで実力を判断するのは危険だ。

　だが未知の相手ということは、シンが元の世界に帰るための鍵になるような何か、物なり情報なりを得られる可能性がある。よって、シンに逃げるという選択肢はない。

「さて、こっちも始めるか」

「クゥー！」

　ユズハの声を頼もしく感じながらシンは刀を構え、スカルフェイスの大軍へと駆け出した。

　それは一言で言うなら蹂じゅう躙りんだった。

　骨は砕け、剣は折れ、鎧はただの鉄の塊かたまりとなって地に落ちる。

　大地には深い亀裂が何本も走っていた。

　それは魔術ではなく、シンの振るう刀に抉えぐられたものだ。

「シッ！」

　スキルを発動させることなく、刀を振りぬく──たったそれだけで10体を超えるスカルフェイスがコアを真っ二つに斬り裂かれ、魔素となって消えていく。

　剣や鎧が砕けているのはそのおまけにすぎない。

　月光が降り注ぐ平原で刀が弧を描くたび、まるで砂で出来た城が崩れるように、スカルフェイスが倒されていくのだ。

　普通の冒険者なら、１体倒すのに何十人もの犠牲を覚悟しなければならないキング級ですら、今この場にあっては多少丈夫なだけの木で偶くにすぎない。

　まるで草を刈るように無造作に、だが確実にスカルフェイスを屠ほふっていく。

「クォォオオオ!!」

　攻撃するのはシンだけではない。シンの頭上に陣取っているユズハも、口から青白い炎を吐いて敵を灰にしていた。

　モンスター専用スキル【狐火フォックス・ファイヤー】。エレメントテイルの場合は青い炎を出す。

　今のユズハには難しいようだが、本来の姿──レベル１０００の成体なら尾で多彩な攻撃を繰り出す。エレメントテイルは尾の１本１本が火、水、土、風、雷、光、闇の魔術スキルと物理攻撃、神術をそれぞれ担当しており、相手からすれば実質複数のモンスターを相手にしているような戦闘を行うのだ。

　ユズハの１本だけある尾は神術系スキルを担当しているモノらしく、【狐火フォックス・ファイヤー】を強化しているようだ。プレイヤーの使えるスキルではないので、あくまでユズハから伝わってきたイメージからの想像だが。

「まったく、数が多いな」

「クゥ」

　すでに１００体以上のスカルフェイスを倒しているシンとユズハだが、場所自体はほとんど動いていなかった。モンスターの数が多く、しかもそれぞれの個体が通常より大きいため、撃破されて出来た隙すき間まを瞬く間に埋めてしまうのだ。

　砂を手で掘り進んでいるような、掘ると同時にまた砂が流れ込んで、延々と同じ作業をしているような気分になってしまう。

　ボスと思しきスカルフェイス・ロードは大量のスカルフェイスを出現させた後、亡霊平原の中央まで下がっていた。平原は端から端までが数十ケメルある。シンがいるのはかなり端のほうなので、視界にとらえられる範囲にロードの姿はない。

　移動したのはシンの消耗を誘うためか、何かをしかける準備でもしているのかもしれない。

　相手がどう出るか考えながらシンは刀を振るい、ユズハは炎を吐く。黒いオーラで染められた平原の中で、シンの周辺だけが、切り取られたかのように地肌をさらしていた。

「あまり無理はするなよ？」

「クゥ！」

　端はたからみれば黒い濁だく流りゅうに呑み込まれる寸前にしか見えない１人と１匹は、この状況には似合わない呑気な声で会話をしていた。

　しゃべっている間にもシンの斬撃がスカルフェイスを襲い、黒い濁流を逆に押し返していく。

　結界のごとく放たれる斬撃を突破できる敵はこの場には存在していなかった。

　ヴィルヘルムと戦った個体のように、ほとんどのスカルフェイスが達人級の足運び、剣筋、技の冴さえを有しているが、できるのはほんのわずかの時間を稼ぐことだけ。

　いっそ哀れとも言えるほど勝負になっていなかった。

「ダメか。敵の湧く範囲が広すぎる」

　探知系スキルを併用し周囲の情報を集めていたシン。

　シンが派手に暴れているおかげで平原に存在する多くのスカルフェイスがこちらに群がってきていたが、一部は平原の外に出ていっていた。

　その中にはキング級と思しき大きな反応もある。このままでは被害が出てしまいそうだ。

「派手にやる。しっかりつかまってろ！」

「クゥッ！」

　一際強く『朱千鳥』を振り、周囲のスカルフェイスを蹴け散ちらす。

　その空白を利用して左手で新たな武器を握ったうえで、『朱千鳥』を持つ右手をまっすぐに後ろに伸ばし、投とう擲てきの姿勢を取った。

『朱千鳥』の刀身にこれまでとは比べ物にならない雷光が走る。紅い雷をまとった刀身は、まるでそれ自体が発光しているかのような強い光を周囲に放っていた。時折聞こえる金属が軋むような音は、あまりにも多くの魔力が注がれたことによる刀身の悲鳴だ。

　ステータスが向上したことで、伝説レジェンド級の武器ではシンの魔力に耐えきれなくなっていた。

　光に混じる高密度の魔力を本能が感知したのか、スカルフェイスたちも接近することに躊ちゅう躇ちょする。

　そして、その躊躇がシンにより大きな溜めを作る余裕を与えた。

　刀術雷術複合スキル【飛ひ燕えん・雷らい切きり】。

　武芸スキルと魔術スキルの混成技。その強烈な一撃が、シンの手から放たれる。

　もはや人外とも言える膂りょ力りょくで投擲された『朱千鳥』は、衝撃波をまきちらしながら、スカルフェイスの群れを何の抵抗もなく引き裂いていく。

　その刀身からは四方に紅い雷光が伸び、進行上にいるスカルフェイスを片っ端から灰にしていく。その様はまるでヒュドラのようでもあった。

　雷光によって形成された赤きヒュドラが超高速で黒い波を蹂じゅう躙りんしていく。まるで、スカルフェイスが自ら雷光の顎あぎとに身を捧げているようにすら感じられた。

『朱千鳥』が飛んでいったあとには幅10メル以上の道が形成され、衝撃波と雷によって地面まで抉えぐられている。

　その道をシンは一気に走り抜ける。

　目指すは平原の中心にいるスカルフェイス・ロード。

　あれを倒すか、もしくはダンジョンコアを破壊すれば、この騒動も収まるだろうというのがシンの予想だ。

（シュニーがいてくれたら違った対応ができるんだがな）

　そう一瞬考えるが、ないものねだりをしてもしょうがない。今はできることをするだけだと意識を切り替えた。

　新たに取り出した左手の武器を鞘から抜き放ち、肩に担ぎながら疾しっ駆くする。

　その手に握るは神話ミソロジー級の大太刀、名を『波は文もん蛭ひる巻まき』という。日本一の大太刀が名の由ゆ来らいだ。

　柄まで含めれば全長は３メルを超え、その刀身は闇を打ち払うように月光を反射して煌きらめいている。人によっては『祢ね々ね切きり丸まる』という名を思い浮かべるかもしれない。

　そんな『波文蛭巻』は高い対アンデッド能力を持っている。長大な刀身による高威力と槍にも劣らぬ攻撃範囲を誇る攻撃がスカルフェイスに牙をむく。

「ふっ！」

　単なる薙ぎ払い。だが、スカルフェイスの吹き飛ぶ量はこれまでの比ではなかった。

『波文蛭巻』はもともと、ＳＴＲが８００以上なければ満足に振ることもできない武器であり、自重だけで低レベルの竜の首を落とすほどの切れ味を持つ。

　それがカンストプレイヤーを超えるシンの膂りょ力りょくで振られたとなれば、威力は計り知れない。

　刃が空気を切り裂き、衝撃波が周囲の物体を軒のき並なみ木こっ端ぱへと変える。スカルフェイスに抗あらがう術すべはなかった。もとより力の桁が違う。スカルフェイスにとってはもはや災害だ。大規模な嵐、地震、洪水など、およそ逆らうことも許されぬ圧倒的暴力。

　今のシンはまさにそれであった。

　先ほどまでの遅々とした進み具合はなんだったのかと言いたくなるような速度で、ロードに向かって突き進んでいく。

【飛燕・雷切】によって生まれたスペースをスカルフェイスが埋めていくが、足止めらしい足止めもできない。刃物を振る轟ごう音おんとともに、粉々に砕け散るのみだ。

「散れっ!!」

　ついでとばかりにシンは魔術スキルを発動させる。

　風術系魔術スキル【エア・バレット】。

　30～40セメルほどの風の塊かたまりを任意の方向に飛ばすスキルであり、威力は小型の飛行モンスターを撃ち落とすくらい──だが、シンの場合はその程度では収まらない。

　前後左右に乱射される風の塊はどれも２メルを超え、その威力は鎧を身にまとうスカルフェイスを軽々と吹き飛ばす。ボウリングのピンのごとく宙を舞うスカルフェイスに、もはや恐怖の対象としての威厳などなかった。

　平原の中央に近づくに連れ、シンのほうへ向ってくるスカルフェイスの数がますます増えていく。シンの視界に表示されるマップはすでに大部分が真っ赤に染まり、敵の個体数を数えることなどとてもできそうにない。

　自らを示す白いマーカーが赤く染まった一帯を食い破っていくマップを視界の端に収めながら、シンはひた走る。

　脳のう裏りに浮かぶのはペッカーホロウを吸収していた球体だ。あのコアから発生したスカルフェイス・ロードは確かに強力だった。だが配下のモンスターを強化、リポップさせるという能力は、ボスモンスターとしてそれほど珍しいものではない。

　この世界の基準からすれば凶悪極まりないのだろうが、より大規模なものをシンは経験したことがある。だからこそ、大太刀を振りながら考える。このまますんなり倒せる相手なのかと。

（警戒しておいて損はない）

　敵を殲滅しつつも余力を残しておく。ゲーム時代よりステータスが上がっているからこその余裕だ。確かにシンは強いが、時として量は質を上回る。

　いくらステータスがカンストしていようが、シンは無敵なわけでも不死身なわけでもないのだ。

　殺されれば死ぬしかない。

「────────────────────！！！」

　平原に雄たけびが響く。高周波のような甲かん高だかい音を合図にして、再び地面から大量の手が生えてきた。

　雄たけびの主はスカルフェイス・ロード。

　いくら倒してもスカルフェイスの数が減らないのは、この雄たけびのせいらしい。それが響くたびに、地面から新たなスカルフェイスが湧いて出てくる。

「……またか」

　雄たけびの発生源が近くなっているのを感じながらつぶやく。あまりの数にうんざりして、広域殲滅用の魔術スキルで吹き飛ばしたくなる衝動が湧いてくるが、安易に使うわけにはいかない。

　この世界において、魔術スキルはゲームと同じ範囲と威力なわけではない。

　特にシンのステータスでは初期に覚える基本的な魔術スキルでさえ、制御を間違うと中級クラス以上の威力になった。それが最上級クラスの広域魔術となればどんな規模になるか、想像もつかない。

　間違えて森が消し飛びました、ではさすがに笑えないだろう。

　著いちじるしく上昇した能力は今このとき、シンの戦いの枷かせとなっていた。

（ここにいるのが俺だけなら、まだやりようがあったんだけどな）

　少し前からマップに映る緑色のマーカーを見ながら、シンは魔術スキルを発動する。

　炎術系魔術スキル【インベル・フレイム】だ。

　ちなみに緑マーカーは敵でも味方でもない中立プレイヤーやＮＰＣを表す。つまりはこの場にシン以外の誰かがいることを示している。

　シンの頭上に出現した無数の火球が、シンと緑色のマーカーの周囲に展開しているスカルフェイスに降り注いだ。火球は炸裂することなく物体に触れた瞬間高熱を発して消えるため、火球の直撃を受けたスカルフェイスは体中を文字通りハチの巣にされて消滅していく。

　炎をまき散らさないので周囲への飛び火が少なく、爆発による土煙を上げることもない。よってかなりの距離があっても狙いを外さなかった。

「マズイな」

　周りを取り囲むスカルフェイスの巨体が邪魔で姿は見えなかったが、マーカーの動きを見るに、シンの援護を受けて善戦しているようだった。

　緑マーカーに群がるスカルフェイスのレベルが３００台で、強化された中では弱い部類だったのも幸いしたのだろう。だが、その後ろから５００を超えるレベルのスカルフェイスが近づいていた。

　いくら魔術スキルで援護しているといっても、距離が離れすぎていて完璧ではない。シンがスキルの併用を覚え、感知範囲が広がったからこそ気づけただけだ。

　空でも飛べればすぐそばに行けるのだろうが、飛行スキルのない【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】では、「跳ぶ」ことはできても「飛ぶ」ことはできないのだ。

「なんでこっちに近づいてくる。雄たけびが聞こえてないのか？」

　相変わらず刃の暴風をまといながら、緑のマーカーのほうへ進路を変える。どこの誰かは知らないが、見捨てるわけにはいかないだろう。

「クゥ？」

「助けるの？」と聞いてくるユズハに「着くまでに死ななければな」と答え、付近の敵を魔術スキルで薙なぎ払う。

　スカルフェイスを示す赤いマーカーが消えるが、すぐに地中から別の個体が複数出現していた。

「ちぃ、間にあえ!!」

　取り囲まれた誰かを救うため、手に魔力を集める。

　シンが魔術スキルを放つ直前、視界の先で青い雷撃が炸裂した。

　それはシンがヴィルヘルムたちを逃がす際に使った雷術系魔術スキル【ライトニング・バンカー】。

　緑のマーカーの至近距離をかすめるように走った雷撃は、周囲を取り囲んでいたスカルフェイスのみにその牙をむいた。緑のマーカーには傷１つ負わせず、敵を駆く逐ちくしていく。

　シンは新たに出現したマーカーの色に、そこに表示された名前に、意識が釘付けになる。

　マーカーの色は青──味方を示す色。

　表示された名前は【シュニー・ライザー】だった。
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　青いマーカー──シュニーは緑のマーカーに近づいていく。恐らく離れるように言ったのだろう、すぐに緑マーカーは平原から離れていった。

　そしてシュニーはシンのほうへ即座に方向転換。一直線に突き進んできた。

　シンよりは遅いが、まとわりつくスカルフェイスはほぼ瞬殺である。

　寄ってくるスカルフェイスを無言で叩き斬りつつ、シンもシュニーのほうへ向かう。だが、その足取りは軽いとは言えない。

　ティエラからの手紙で自分のことを覚えているような気配はあったのだが、いざ会うとなると変に緊張してしまったのだ。

　ゲーム時代のシュニーとは、プログラム以上の会話などしなかった。サポートキャラクターとして、設定上好感度は最大まで上げていたが、それがシュニーの人格にどう影響しているかはさっぱりわからない。

　考えてみれば、店をほったらかしにしたまま５００年も音沙汰なしだったのである。シンのことをどう思っているのか、まるで想像がつかない。むしろ怒っていたり、憎んでいたりしてもおかしくはなかった。

　そんな心境などお構いなしに、互いの距離は狭まり──。

　黒い骸骨が蠢うごめくなか、２人は再会を果たす。

　何かを感じ取ったのか、スカルフェイスの動きが止まる。

　すぐに動き出そうとするも、まるで見えない壁に阻はばまれるように前に進めないでいた。

　周囲に注意だけは向けていたシンはそれに気づくが、何か対応する前に額を肉球でポンと叩かれた。流れてくる思考から察するに、どうやらユズハが結界を張ってくれているらしい。

　あまり長くは持たないようだが、もとより長々と呆けていられる状況ではなかった。

「すまんな」と伝えると、「いいってことよ」という感じの思念が返ってきた。実に空気の読める狐である。

　一瞬でそんなやりとりを終え、シンはあらためてシュニーに意識を向ける。

　銀髪を風に揺らしながら、シュニーは真っ直ぐにシンを見つめていた。

　それを見てシンが抱くのは「変わっていないな」という実にありふれた感想だった。輝く銀の髪も、透き通るような蒼い瞳も、身にまとう服さえも、最後に別れたときと何１つ変わっていない。

「……元気、だったか？」

　何を言えばいいのかあれこれ考えたものの、結局口から出てきたのはそんな一言だった。

　気の利かない言葉だと、自分でも思う。ＮＰＣだった彼女とは、ゲームが終わればもう会うことはない。そう思っていた。

　ゲームの中である意味もっとも付き合いが長く、もっとも愛着があった。

　ＶＲゆえにただ見ているだけならプレイヤーとまったく一緒だ。だからだろう、どこぞのＳＦよろしく、ＡＩを装備させて会話ができたらな……などと思ったこともある。

「…………」

　シュニーは答えない。

　瞳を潤ませ、真一文字に引きしめられた口元は、何かを我慢するかのようにきつく閉じている。涙を必死に堪えているその姿を見て、シンは慌てた。

「シュニー……」

　名前を呼んだ刹那、銀の閃光が走る。

「いっ!?」

　シュニーに抱きつかれ、シンは予想よりはるかに重い衝撃を受けていた。サポートキャラクター内でも頭１つ飛び抜けていたステータスは伊だ達てではない。

　お約束のように「ごふぅっ！」と言いそうになるが、かろうじて耐えた。

「シュ、シュニー？」

「何か、言うことはありませんか？」

　抱きしめられ、背骨が悲鳴を上げそうになっているシン。急に問われても、敵に囲まれた状況で何を言えばいいのか、とっさには思いつかない。

「えっと……今までほったらかしにしててすまなかった──ぁあ!?」

　ギシリ、と腕の力が強まった。

「違います」

「み、店を守っててくれてありがと──ぉう!?」

　さらに強まる腕の力。

「違います」

　謝罪でも感謝でもない。後はなんだ？　何を言ってない？

　必死に頭を回転させるシン。

　この世界に来てからのことを順に思い出し、最後に浮かんできたのは、彼女が守ってきた月の祠という、かつて皆で過ごした大切な場所。

（ああ……そうか）

　まったく何を考えていたのかと、自分で自分を笑いたくなる。

　ゲームでは言うはずのなかった言葉があり、今、言わなければならない言葉がある。

　店を出て、姿を消して、帰ってきて。

　まず言うべきことは──これしかないだろう。

「……ただいま」

「おかえり、なさい」
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　ただいま。

　その言葉を聞いてシュニーはシンから離れた。

　その目にもう涙はない。シンのよく知る、いつも通りの穏やかな表情だ。

「もう、帰ってこないと思っていました」

「……そうだな。俺も、もう会うことはないと思ってた」

　デスゲームをクリアすれば、データである月の祠もサポートキャラクターもゲームごとデリートされる。そうなればリアルサイドなどないシュニーとは、もう２度と会うことはないはずだった。

　プログラム上の応対しかできないＮＰＣだったとはいえ、シンにとっては自分で思っていたよりも辛い別れだった。

　その感情を言葉にするのはひどく難しい。

　恋や愛ではない。友情とも違う。

　データ以上、人間未満とでも言えばいいのだろうか。複雑すぎてシン自身にもよくわからなかった。

「きゅぅ～」

　しんみりとした場に力の抜けた鳴き声が響く。シンが視線を上に向ければ、頭の上にはへにゃりと脱力したユズハの姿。

　どうやら結界を張り続けるのが限界に達したようだ。結界が破れ、スカルフェイスがこちらに向かって殺到してくるのがわかる。

「積もる話もあるが、とりあえずこの事態を収拾してからにしないか」

「そうですね。久しぶりの再会だったのでいささか失念していました」

「クゥ～」

　ユズハの「あとはまかせた～」とでもいうような鳴き声に苦笑しながら、２人は意識をスカルフェイスへと向けた。

「まずは１発。でかいのをお見舞いしようと思うんだが」

「そうしましょう。ちょうどいいものがありますし」

　シンはニヤリと、シュニーはニコリと笑い、その手を天にかざす。

「清らかなるものよ顕けん現げんせよ」

「常とこしえなるものよ顕現せよ」

　発動するは神術系スキルにして協力専用スキル。

　２人以上のプレイヤー、もしくはサポートキャラクターがいて初めて使用できる。

　その名は──。

「【光サス聖域サンクチュアリ】!!」

　詠えい唱しょうが闇に溶ける。

　そして即座に、その効果が平原全域の上空に現れた。

　夜空に描かれる巨大な魔術陣。

　シンとシュニー──こと戦闘においてはこの世界で並ぶ者など皆かい無むと言っていい２人の協力技だ。その効果は並の術士が使うスキルをはるかに上回る。

　スカルフェイスがシンたちの元に辿り着くより先に、天より光が降り注いだ。

　世の不浄を払う光が闇を切り裂き、大地を照らし、平原を蠢うごめくものたちを容赦なく浄化していく。その光は夜の帳とばりすら一時的に吹き散らし、まるで太陽が現れたかのようだった。

「ＡＡａａａａａ…………」

　光を受けたスカルフェイスは個体の差こそあれ、そのほとんどが煌きらめく魔素となって消えていった。

　さすがにロードまでは仕留められなかったらしい。不快な声が平原に響くが、それによって湧き出てきたスカルフェイスも地面から出た瞬間、浄化の光を受けて即座に消滅する。

　２人の魔力を注がれた魔術陣はゲーム時のように数秒で消えることなく、力強くも優しい光を大地に注ぎ続けている。

　この状態ではスカルフェイスが満足に活動することはできないだろう。

　シンの視界に映るマップからも赤いマーカーが一掃され、元の綺麗なフィールドが見て取れた。

「さて、邪魔者も消えたところで元凶退治といこう」

「主あるじはこの現象の原因がわかっているのですか？」

「ああ、スカルフェイス・ロードという名のモンスターだ。俺は初めて見たんだが、何か知ってるか？」

「……いえ、私も初耳です」

　この世界で長く過ごしたシュニーなら何か知っているかと思ったシンだが、どうやらシュニーにも心当たりはないらしかった。

　スカルフェイスの群れが消えたことで、もうロードへの道を阻むものはいない。

　手早く装備の確認を行い、目標に向かって走る。ユズハは【光サス聖域サンクチュアリ】の回復効果によってすっかり元気になっており、シンの頭上で周囲を警戒していた。

　シンとしてはシュニーに『蒼月』を渡したいところだが、ティエラに渡したままなので、対ロード用として強力な忍者刀と脇わき差ざしを渡しておく。

　シュニーのメインジョブは忍しのびの女性版である【くノ一】だが、職業による武器の装備制限はないので忍者刀や短剣といったもの以外にも好きな武器を装備できる。

　一般プレイヤーのサポートキャラならば満足に使えるのはせいぜい２、３種類といったところ。しかし、あいにくとシュニーはシンのサポートキャラである。慣熟している武器は数知れない。

　忍者刀を右手に、脇差を左手に持ち、シンとともに疾走する。

「見えた」

　他を圧倒する速度で平原を駆け抜け、２人はロードの元へたどりつく。今も降り注ぐ光によってロードは全身から魔素を立ち上らせ、片膝をつき、全身を覆う鎧もところどころひびが入っている。

　ＨＰゲージはおよそ半分。シンとシュニーの協力技という強力なスキル──しかも弱点の神術系──によって、すでに多大なダメージを負っていた。

「ＧＧＵＵＵｕｕｕｕｕ…………」

　唸り声を上げながらシンたちを見下ろす。骸骨の奥に灯ともる鬼火はこの状況にあって未だ禍まが々まがしい光を放っていた。

　さすがレベルが８００を超えているだけはあり、油断のならないプレッシャーをかけてくる。

「いろいろと聞きたいところだが、話はできそうにないな」

　元より、まともに会話ができるなどと期待していたわけではないが、ゲームには存在しなかったモンスターである以上、何かしらの情報が得られないかと全身を観察する。

　ボロボロになってしまったが、その姿はキング級のスカルフェイスの意い匠しょうをより洗練させた印象を受ける。【分析アナライズ】から得られる情報も含めてわかるのは、やはりスカルフェイスの上位種であるということだけだった。

「どちらにしろ、倒さねばならない相手です」

「だな……いくぞ」

「承知」

　シュニーの言葉を受け、迎撃の構えを見せるロードに攻撃を仕掛ける。

　ロードの手にはどこから取り出したのか、漆黒の大剣が握られ、正面から突き進んでくるシンたちを薙ぎ払おうと強烈な横薙ぎが繰り出された。

　大気を切り裂く一撃に対し、シンが前に出て大太刀を合わせる。

　急激な加速と大太刀の重量、さらにシンの筋力が合わさった一閃は、ロードの大剣の腹を捉えた。そして、鉄骨同士がぶつかったような轟音とともにそれを弾き飛ばす。

　跳ね上がる大剣からかろうじて手を離さなかったロードは、その代償として、上体が大きく後ろに反れた。

　がら空きになった胴体に２刀を構えたシュニーが迫る。

　飛び込みざまに放つは刀術系武芸スキル【砕さい刃は】。

　斬撃に耐性のある相手に対して高い効果を発揮するスキルである。先ほどシンがシュニーに渡した神話ミソロジー級の忍者刀『瑠る璃り焔ほむら』と脇差『緋ひ炎えん』──赤と青、２色の炎の尾を引きながら、２つの刃が弧を描く。そのたびにロードの鎧が砕け、内部が露出していく。

　砕けた鎧の内部にはタールのような黒い液体が詰まっていた。まるでそれ自体が意思を持つように脈動し、鎧が砕けると同時にシュニーに向かって伸びてくる。

「っ！」

　危機感を覚えたシュニーは追撃を諦める。その身に迫る黒い触手を２刀で弾き、その射程から離脱した。

「ゲルバイソンみたいな攻撃だな」

　スカルフェイスから発生した触手を見て、シンは平原にいたモンスター、ゲルバイソンを連想した。魔素となって球体に吸収されるゲルバイソンを見ていたからか、すぐに思い浮かんだのだ。

（まさか、吸収した奴らの能力が使えるのか？）

　できれば当たってほしくない予想だ。

　アンデッド系モンスターは特性が似ているものが多く、耐久力に物を言わせて戦うモンスターがほとんど。ゲルバイソンのような特殊なものはそうはいない。だがシンは、吸収されたモンスターの中にペッカーホロウがいることが気になっていた。

「出し惜しみはなしだ」

　シュニーが下がったのを確認し、シンは魔力を左手に集める。

　次の瞬間、その手から紅蓮の炎がロードに向かって放たれる。

　無詠唱で放たれたのは炎術系魔術スキル【フレア・ヴォルケーノ】。

　ロードの身の丈を超える轟炎が数十メルを瞬く間に駆け抜け、もはや満足に動けないロードに直撃する。

　浄化の光と紅蓮の炎──その２つに焼かれ、ロードは断末魔の叫びを上げる間もなく消滅した。炎が走った後には、あまりの高温にドロドロに溶けた大地の跡が一直線に伸びている。

「やったのか？」

　倒すつもりで放った。だが、妙にあっけない幕切れにシンは強い違和感を覚える。

　シュニーも同じ思いなのか、構えを解くことはしない。

『波文蛭巻』を肩に担いだシンは、探知系のスキルを最大限に発動させる。戦闘の影響で大気中の魔素が濃くなり、今まで感じることのなかった魔素の流れに意識が向く。

　すると、周囲の魔素の不自然な動きに気がついた。倒れたスカルフェイスの魔素が、空中に溶けず大地に吸収されているのだ。１、２体分程度ではなく、ほぼすべてと言っていい。

「……下か！」

　シンが意識を地下に向けたそのとき、大きな揺れが２人を襲う。

　同時にシンの見るマップ上に小さな赤いマーカーが出現した。それは大地の揺れとともに大きさを増し、最終的にはロードを超えるほど大きくなる。

「主」

「ああ、こっちが本命みたいだな」

　やがて黒い球体が地面を突き破って現れる。最初に見たときと違い、黒い球体には血管のように赤いラインが走り心臓のように脈打っていた。

「さっきのは抜け殻だったってわけか」

　どうりであっけないわけだと納得する。どうやら本体は抜け殻を囮にして、平原全体の魔素を集めていたらしい。

　球体の出現に続いて一際大きな揺れが起こる。キング級スカルフェイスすら一掴みにできるほど巨大な腕が次々と現れ、３対６本になったところで大地をつかみ本体を引っ張り出す。

　捻ねじれた角を持つ頭部、スカルフェイスをより集めた胴体、下半身は甲こう殻かく類るいを思わせるような４対の足を備え、サソリのごとき尾が５本。

　やはりペッカーホロウの能力を得ていたのだろう。多くの死体が集まった全長は20メルを超え、今までのスカルフェイスとは規格からして違う。

　その巨体に溶けるように球体が吸い込まれ、眼がん窩かに鬼火が灯る。

「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ────────！！！」

　放たれる咆哮は物理的な衝撃を伴うほどだ。シンとシュニーは別だが、並の冒険者なら体ごと吹き飛ばされてもおかしくないだけの風圧がある。

「これが本気か」

「そのようですね」

「だったら、こっちも本気でいくまで」

　シンは特定の装備を登録し、瞬時に切り替えるショートカットシステムを使用し、かつて【オリジン】に挑んだときの武具を選択する。

　手足を覆う深紅の手てっ甲こうと脚きゃっ甲こう、はためく黒いロングコートと黒地に赤いラインが稲妻のように走るマフラー。

　鞘に収められた古代エンシェント級の刀『真しん月げつ』は留め金からはずされ、即座に抜刀できるように、左手の親指が鍔つばに添えられている。

　装備の切り替えとともに、シンのまとう気配もその色を変えた。

　装備の効果か意識の切り替えによるものか、赤と黒の武具に身を包む姿からは、先ほどまでの戦いにはなかった覇は気きとでも言うべき威圧感を放っていた。

　２人を睥へい睨げいしていたロードの鬼火が一瞬大きく揺らめく。シン自身、そしてその装備から放たれる圧力を受け、怯ひるんだように骨のぶつかり合う音が響く。

「……いくぞ」

　鯉こい口ぐちを切り、柄に右手を添える。

　言葉少なに【縮しゅく地ち】を発動し、瞬時にロードの間合いへと突入する。

　シンに対して振られる腕は４本。それぞれに闇を固めたような漆しっ黒こくの大剣が握られている。

　巻き起こされる颶ぐ風ふうによってそれが見掛け倒しではなく、多大な質量を持っていることは明らかだった。

　先に大剣がシンへと届く。大剣が刀の間合いに入った瞬間、鞘さやから柄が消え赤い軌き跡せきが弧を描いた。

　大剣４本を迎撃したにもかかわらず、響いた音は１つ。刀の一閃によってその身に迫る大剣のすべてを打ち払い、シンはロードの懐ふところに飛び込む。

　残る２本の腕で対応しようとしたロードは、微かに感じた悪お寒かんを頼りに、とっさに片方の腕を頭上へ掲げた。直後、金属同士がぶつかる音が鳴り響き、大きな火花が散る。

　ロードの死角を突くように放たれたのは、シュニーの『瑠璃焔』による一撃だ。アサシンの上位職たる忍の長所を生かした、死角からの攻撃に反応することは容易ではない。

　しかし、もともとアンデッドモンスターは五感に頼らない。仕様外の強化をされたロードの知覚能力あってこその反応だった。その動きは自身の能力を客観的に理解しているシュニーが、ロードがスカルフェイスというモンスターの規格からどれほど逸脱しているかを理解するには十分だった。

「やはり、既存のモンスターとは違うということですか」

　打ち合った反動を利用して着地し、意趣返しとばかりに死角から放たれた尾の一撃をかわしつつ相手の能力を分析する。

　シュニーへの追撃が緩いのは懐に入り込んだシンのおかげだ。残り１本の腕で迎撃を試みたロードだが、４本でも捉えられなかったシンを１本の大剣でどうにかできるはずもない。

【砕さい刃は】の一撃で大剣は砕け散り、その余波でロードは数メル後退する。

　手加減することを止めたシンの一撃は、上昇したステータスによって信じられない攻撃力となり、圧倒的な戦力差を見せていた。

　その威力たるや、シンの能力を良く知るシュニーでさえ驚愕するほどであった。

「シッ！」

　後退したロードが態勢を整えるより先に、シンの追撃が繰り出される。武器を失ったロードはとっさに腕を交差させて防御しようとした。手甲で覆われた腕に刀が振り下ろされると、火花を上げてその腕がまとめて斬り飛ばされる。

「ＧＵＲＵＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！」

　さらに攻撃しようとしたシンに、雄たけびとともに尾が迫る。鋸のこぎりのような刃のついた尾が４本、四方から突き出されるが、その先端が届くより先にシンはロードに向かって跳躍していた。

　苦し紛れに繰り出される腕の一撃を、空中での２段ジャンプを可能にする移動系武芸スキル【飛とび影かげ】で回避し、ロードに肉薄する。そこはロードの胴体、人でいう水すい月げつの部分だった。

　ほとんどゼロ距離と言ってよく、体格差も手伝ってシンには絶好の間合い。そしてその場所はスカルフェイスのコアが吸収されたところだ。ロードも必死に距離を取ろうとしているが、すでに攻撃態勢に入っているシンを前にしてその行動は、すべてにおいて遅すぎた。

「────っ!!」

　鋭い呼こ気きとともに刀が振り下ろされる。

　繰り出したのは刀術系武芸スキル【破は山ざん】。

　空中という踏ん張りの利かない場所であってさえ、シンの一撃は十全の威力を発揮した。

　赤と黒の入り混じった剣閃は空中からロードの左肩へと吸い込まれるように入り、胴体を突き抜け、右足の１本を斬り飛ばし、余波で地面を深く抉った。

「ＧＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！！！！！！」

　あまりのダメージにロードが絶叫する。その体には斜めに斬線が走り、鎧も黒い液体も斬り裂かれていた。

　コア──黒い球体の５分の１ほどが切れているのがシンの目に映る。

「外したか」

　コアがすぐさま視界から消える。どうやら体内をある程度自由に動けるようだ。ならばとすぐさま対策を考え、シンは地面に降り立ち容赦なく追撃に移った。

　右足を片方斬られて体勢を崩しているロードに連続で切りかかる。

　残像を残すほどの速度で繰り出される斬撃の嵐。シンが刀を一閃するたびに、それとは別の斬撃がロードの身に降りかかる。

　刀術系武芸スキル【重かさね断だち】。

　元となる斬撃と同じ威力の斬撃を複数、ランダムに発生させるこのスキルは、鎧を失ったロードの内部をズタズタに切り裂いていく。

　複数の敵を同時に攻撃できるこのスキルは、使用者の攻撃力が高ければ高いほど威力、効力ともに上昇する。すでに通常攻撃が致死性の攻撃力を持つシンの【重断】は、斬撃という線の攻撃でありながら、もはや面制圧能力をも有していた。

　加えて古代エンシェント級という強大な武器。その威力たるや、たとえ【光サス聖域サンクチュアリ】が発動しておらずロードが万全だったとしても、変わらない切れ味だったろう。

「ＧＩ…………Ａ……ａａ…………」

　斬撃１つ１つに込められた破壊力がロードの体内で荒れ狂う。【破山】を受けた時点で瀕死状態だったロードに、それに耐えるだけの力は残っていなかった。

　抵抗の可能性を残していた尾も、すでにシュニーによってすべて斬り飛ばされている。

　高まる内圧とともにロードの体が膨張していく。【重断】による不可視の追加斬撃が体内で発生し、そのエネルギーが出口を求めているのだろう。

　コアは見当たらないが見逃したわけではない。斬撃の嵐に見舞われている胴体にもはや安全な場所などなかった。逃れられる先は頭部だけだ。

「終しまいだ！」

　地面を蹴り砕いての跳ちょう躍やく。

　ロードの頭上で上段に構えられた『真月』が赤い雷光をまとう。

　刀術雷術複合スキル【弧月・雷らい鳴めい閃せん】。

　まず雷で形成された赤い刀身が頭部へと叩きつけられ、次に雷刀の本体である『真月』がロードの頭蓋を叩き斬り、雷撃がその内部を蹂躙する。

　赤い雷光が眼窩から飛び出し、灯っていた鬼火を吹き飛ばす。頭部内を破壊し尽くした雷撃は、喰い足りぬとでもいうように首を伝ってロードの全身を焼き尽くしていった。

「……っ！　…………っ……………………」

　その身を焼かれるも、ロードは絶叫しない。

　シンの一撃は頭部に逃げ込んでいた黒い球体──コアを頭蓋もろとも両断し、追加の雷撃によって完全に消滅させていた。本来コアのなくなったスカルフェイスはわずかな間をおいて消滅する。

















　ロードはその巨体ゆえにすぐには消滅しなかったが、その身はすでに骸むくろ。ただの残骸だ。

「っ……っ…………っ！」

　だというのに、崩れながらもシンに向かって最後に残った腕を伸ばす。

「主！」

　ロードの様子を見たまま動かないシンにシュニーが叫ぶ。

「待て」

　駆け寄るシュニーを手で制し、シンはロードを見据えた。

　その姿には先ほどまでの戦いにあった敵意も殺気も威圧感もなかった。シンに向かって手を伸ばすロードは、まるで手の届かない何かを掴もうとしているようにも見える。

「ソ……ヲ…………ニ……」

「っ!?」

　それは歪ゆがみ捻ねじれた音程だが、間違いなく人の言葉だった。

　直後、他のスカルフェイスと同じように、ロードも魔素となって大気に溶けていく。ロードがいた場所には50セメルはある巨大な宝玉が転がっていた。

「主！　大丈夫ですか!?」

「ああ、大丈夫だ。問題ない」

　慌てた様子で駆け寄るシュニーをなだめ、心の中でロードの言葉を反はん芻すうするシン。

（結局、ほとんど何もわからずじまいか。いかにも手がかりになりそうな相手だったんだがな）

　落胆を顔に出さないように苦労しながら、残された宝玉に目を向ける。間違いなく最上級である特級クラスの宝玉だ。念のため一応回収しておく。

　マップに目を向ければ、すべてのスカルフェイスのマーカーが消えているのが見て取れた。浄化から逃れた個体もわずかにいたのだが、ロードの消滅と同時に消えたらしい。

　やはりロードこそが今回の騒動の原因だったのだろう。

　シンがマップを確認していると、周囲を照らしていた光が次第に弱くなっていった。さすがに【光サス聖域サンクチュアリ】の効果が切れてきたようだ。やがて月の光が照らすのみとなる。

　そして、平原はロードが倒されたことによって大きな変化が生じていた。強い浄化の光で見えていなかったが、平原全体から煌く魔素が大空に舞い上がっていたのだ。

　魔素が高く舞い上がるその光景は、夜空に光が溶けていくようでもあった。

　平原全体で起こっている様子は遠く離れた騎士や冒険者の目にも留まる。

　夜闇を打ち払った聖光が消えると同時に舞い上がった魔光。

　今まで見たこともない情景に、畏敬の念を持つ者も少なくなかった。

「終わったみたいだな」

「そのようですね。しばらくすれば、ここも元の状態に戻ることでしょう」

「……帰るか」

「はい」

「どこに」とは言わない。そして、魔素の光が消えるのを見届けて２人は歩きだす。

　戦闘時は気を張っていてゲーム時と同じように話していたが、緊張が解けた途端、何とも微妙な空気が２人の間を満たしていた。

　離れていた時間はシンには短く、シュニーには長い。

　最初はぎこちなく、しかし次第に饒じょう舌ぜつに。流れ過ぎた時間を埋めるべく言葉を紡つむいでいく。

　調査のため騎士団や冒険者がやってくるより早く、２人は平原を後にした。




　足早に森に入ったシン一行。

　平原へと移動してくる冒険者をかわしながら、進路を月の祠に向けていた。

　途中、設置していた拠点に寄ると放置されたままだったので、迎撃アイテムも含めて回収しておく。ヴィルヘルムたちは移動を優先したようだ。あの状況でアイテムを回収しようなどという愚行をヴィルヘルムがするはずもないので、放置されているのも当然のこと。

　アイテムを失ってもシンの懐は欠片かけらも痛まないが、このままでは主なき固定砲台と化し害を及ぼす危険があったので撤去しなければならない。

　実際、スカルフェイスの何体かが犠牲になったのだろう、迎撃魔術が発動した形跡があった。平原からさほど離れていないので、ここまでたどり着いた個体がいたようだ。

「そういえば何かの仕事を受けてたんだろ？　そっちは終わったのか？」

　アイテムの回収が終わったところでシンはシュニーに問いかけた。

「完全に、とは言えませんが、私の役目はほぼ終わっています」

「役目ってのは？」

「アイテムの保管と分配です。今回の仕事では複数の国が合同で部隊を編成しましたので、抜け駆けがないように私がすべて管理することになっています」

「……もしかしてそれって、今回の騒動に関係していたり？」

「もちろんです」

「マジでか……」

　意図的ではないとはいえ、またしても大騒動に首を突っ込んでしまったとため息をつくシン。国が事態の鎮静化に乗り出すような大おお事ごとだったとはつゆ知らず、思いきり派手にやってしまったことに若干後悔するが、所しょ詮せん後の祭り。

　どういう情勢だったのか詳しく聞きながら、目撃者とかいなかったよな……と頭をひねる。

　しばらくうんうん唸うなっていたが、少なくともシンが知覚できた範囲では、シュニーを除けば誰も自分を目視していないはずと結論づけた。

　援護した相手──緑マーカーも、スカルフェイスの巨体が邪魔で火球が飛んでくる方向ぐらいしか確認できなかったに違いない。

「まあいいか。それでシュニーは分配に行かなくていいのか？　役目が終わってるなら、本拠地というか集合場所に行ったほうがいいと思うが」

「しばらくは大丈夫です。いくら平等に配るとはいえ、先着順というわけにもいきません。分配は全部隊が集まってから行うことになっているんです。部隊の展開範囲を考えれば早くとも集合まで１週間はかかりますし、それほど急がなくても問題ありません」

　シュニーが本気で走れば他者よりはるかに早く着くので、その余裕をシンとの時間にあてるのだろう。

　シンにしろシュニーにしろ、確認したいことは多い。月の祠に向かいつつ、互いの状況を説明し合うことにした。

「俺は聞きたいことがかなりあるから、先にそっちから頼む」

　過ごしている時間を鑑かんがみてシンが先に質問を受けることにした。実際、シンがこの世界に来てから１月と経っていないので、答えられることも少ないだろう。

「わかりました。ではさしあたって気になったことをいくつか聞くことにします」

「おう」

　シュニーがシンに聞いてきたことは３つ。

　１つ、今までどこにいたのか。

　２つ、戦闘能力が上がっていたがどういうことか。

　３つ、これからどうするのか。

「じゃあ１つ目。今までどうしていたかだが、正直に言って俺自身の感覚では、最後のダンジョンに行ってからまだ１月も経ってない」

「どういうことでしょうか？」

「そうだな。みんなに見送ってもらって【オリジン】を倒しに行ったのは覚えてるか？」

「はい」

「そのあと、俺は【オリジン】を倒した。そこで終わりのはずだったんだが、あのダンジョン、異界の門・最下層のボス部屋には大きな扉があってな。【オリジン】が倒れた後にそれが開いたんだ」

　シュニーに説明をしながらシンはあの瞬間を思い出す。ただの飾りだと思っていた扉が重じゅう厚こうな音とともに開く光景を。

「扉……ですか」

「ああ。俺はそこで意識が途切れて、気がついたら草原で寝てたわけだ。その後は月の祠に行って軽く話を聞いた。５００年以上未来だって聞いたときは驚いたもんだよ。そんなわけで、５００年間どこかにいたってわけじゃないんだ」

「そう、だったのですか」

　どこか納得した様子のシュニー。再会したときとは違う、胸のつかえが取れたような、安あん堵どの表情を浮かべている。

「シュニー？」

「ふふっ、なんでもありません」

「なら、いいが」

　何やら上機嫌なシュニーにシンの頭上にはクエスチョンマークが乱舞していたが、嬉しそうな様子にわざわざ水を差すのも無粋だったので、深くは追及しなかった。

「さて、んじゃ次な。俺の能力というかステータスが上がってるのは、オリジンを倒したときに取得した称号ギフトのせいだ」

「称号ギフトですか。それはどのような？」

「全部で３つ。【臨りん界かい者しゃ】【到達者】【解放者】だ。ステータスの上昇に関係してるのは最初の２つ。俺は初耳だったんだが、どれかに聞き覚えとかあったりするか？」

「いえ、どれも初めて聞く称号ギフトばかりです。どのような効果があるのですか？」

　シュニーの質問にシンはそれぞれの効果を説明した。【解放者】はステータスの上昇と関係はなかったが、何か意味があるような気がしたのでまとめて説明しておいた。

「……凄まじいですね」

「だよな。俺もステータスを見たときに何の冗談かと思った」

　言葉に詰まるシュニーの気持ちがよくわかる。この称号ギフトをいわゆる選定者が手に入れれば、世界のパワーバランスが崩れかねないほどの代物だ。

「ですが、それほど心配する必要はないと思います」

「なぜに？」

「取得条件ですよ。この世界にモンスターは存在しますが、まったく同じ状態のモンスターが同じ場所にリポップするなどという現象はおこりません。オリジンはおそらくその１体だけでしょうから、取得条件を満たせる者が他にいるとは思えません。加えて言うなら、主が向かったダンジョンは綺麗に消滅しています」

「なるほど。そりゃ無理だな」

　シュニーいわく、シンが異界の門攻略に出発した数日後、シンが帰ってこないことに業ごうを煮やし、シンのサポートキャラクターが集まって後を追ったらしい。だがそこにはダンジョンの影も形もなく、痕こん跡せきすら残っていなかったのだとか。

　捜索を一旦切り上げ月の祠に戻ってくると、他のプレイヤーのサポートキャラクターが「主人が消えた」と騒いでおり、それを聞いたシュニーは、シンがダンジョンをクリアしたことを確信したようだ。

　ただ、プレイヤーと一緒に消えるはずの自分たちが未だに存在しているのを疑問に思い、各自で調査をしようという話になっていたらしい。自分たちと同じように、シンもまだこの世界にいるかもしれないと考えたのだ。

　しかし、その後に起こった地殻変動によって大陸中が混乱状態となってしまう。そこで仕方なく、シュニーは月の祠に残ることにした。他のサポートキャラクターたちは、シンを探しに行く者と自らの種族を守るために動く者とに分かれたそうだ。

　なんとなく、誰がどの行動をとったか予想がつくシンである。

「しかし、待てよ？　てことは俺が【オリジン】を倒した直後に『栄華の落日』が起こったわけじゃないのか？」

「主、以前の月の祠があった場所を考えれば、情報が伝わるのにもある程度時間がかかるのは当然でしょう。どこにあったと思っているのですか」

「……ですよねー」

　シュニーの言うとおり月の祠があったのはボスモンスターが多く存在するエリアの近くという、言うなれば辺境の地。チャット機能の使えないサポートキャラクターだけの状態では、すぐに情報は共有できない。【オリジン】との決戦から『栄華の落日』までは、少なくとも数日間の開きがあったことになる。

「そういうわけで、恐らく主と同じ称号ギフトを持つ者が現れることはないと考えます。出たときは主がどうにかしてください」

「そこで俺に振るのね」

「当然です。私たちクラスの強さを持つ者がその称号ギフトを手に入れたら、対抗できるのは主くらいです。ですので、それについては丸投げさせていただきます」

「まあ、そうなるか」

　ステータスが倍になるのだから、元が高ければ高いほど強力になる。【臨界者】はともかく、【到達者】の称号ギフトを選定者が手に入れれば、いくらシュニーといえど太刀打ちできなくなる可能性があるのだ。

　とはいえステータスカンストの自分がいる以上、現状で歯がたたない敵というのが出現することもないだろう。

「ところでシュニー」

「はい、何でしょう？」

「その、主って呼び方、どうにかならん？」

　話の途中ではあったが、どうしても気になってしまう。ゲームの頃はＮＰＣと割り切っていたため気にならなかったのだが、さすがに通常の会話のなかで呼ばれると非常に気恥かしいものがあった。

「主を主と呼んで何か問題が？」

「いや、問題はな……くないな。シュニーって今じゃかなりの有名人なんだろ？　そんな奴が俺のことを主だなんて呼んでみろ、絶対騒動になるわ」

　現在の月の祠の威い光こうはシンもよく理解している。そして、それを確たるものにしているのはシュニーなのだ。

「む、確かにそうですが」

「だろ？　俺としちゃわざわざ騒ぎを起こすのは避けたい。よって主と呼ぶのはなしで頼む」

「しかし、それではなんとお呼びすればいいのですか」

「え？　普通に名前でいいんじゃないか？」

「っ!?　そ、それは……」

　驚くシュニーは何やら俯うつむいてもごもごと口を動かしていたが、しばらくすると意を決したかのように顔を上げ、まっすぐにシンを見つめる。

「で、では……シン」

　囁くように言うシュニー。頬はほんのりピンク色、耳は真っ赤である。

「あ、ああ」

　シンもシンで、そんないかにもな反応に「え、なにその反応!?」と妙に気恥かしい気分を味わっていた。漫画やゲームでは実によく見るシチュエーションだが、実際にまともな反応を返せるかどうかは別問題だ。

　恋愛経験がないわけではないが、経験豊富というわけでもない。

　正直に言えば、ゲームではあまり表情を変化させることがなかったシュニーが恥ずかしそうに、若干上目遣いで自らの名を呼ぶという仕草はすごく、とても、かなり────萌もえた。

「なんという……破壊力だ……」

「えっ？」

「いや、なんでもない。うん、ほんとなんでもない。そういうわけでこれからはシンで頼む」

「わかりました。では、これからはシ……シンと呼ぶことにします」

　冷静であろうとするシュニーだが、頬と耳の赤さがその内心を如にょ実じつに表していた。普段の冷静な姿を知るシンとしては、あまりにも激しいギャップに悶もだえそうになる。

（これが本当のギャップ萌えか。なるほど……ギルドで感じたセリカさんのギャップとは破壊力が比べ物にならんな）

　それからしばらく、互いに何も言わずに歩く。そわそわしていたシュニーの耳が元の色に戻ったのを横目で確認してから、シンは会話を再開した。

「あー、話が脱線したが回答の続き、いいか？」

「はい、お見苦しいところをお見せしました。もう大丈夫です」

　若干声が上ずっているような気もしたが、それを指摘すると話が進まないのでスルーする。

「えっと能力についてはもう話したよな。じゃあ最後の質問についてだ。俺はこれから、とりあえずあちこち回って情報収集するつもりだ」

「情報ですか？」

「ああ、何をするにもまずはこの世界を知らないとな。一応王国の図書館でも少し調べたが、『聖地』にも行ってみようと思ってる。シュニーは行ったことあるのか？」

「はい。ですがあくまで軽い内部調査ですので、中央区がどうなっているかまではわかりません」

「そうか」

　元の世界への帰還の鍵がそこにあるのかどうか。こればかりは直接確かめてみなければならないようだ。

「あの……シン」

「ん？」

　次の行き先を考えていたシンにシュニーが声をかける。その声は先ほどとは打って変わって少し硬い。

「もし方法が見つかったら……帰って、しまわれるのですか？」

「…………ああ」

　しばらく沈黙し、答える。どう答えたものか迷いはしたが、誤魔化したところで結論は同じだ。可能性があるうちは諦める気はなかった。

　曖あい昧まいな答えなど無意味。

　嘘は、つけない。

「……そう、ですか。そうですよね」

「……悪い」

「いえ。先ほどの話を聞いたとき、そうするだろうなとは思っていましたから」

　どこか悟ったような微笑みを浮かべながらシュニーはうなずく。少し前の安堵の表情とどこか似ていたが、シンはかすかな違和感を覚えた。

「なあ、シュニー。お前は以前の、ゲームだった頃のことをどこまで覚えているんだ？」

　その違和感を形にするため、シンは尋ねた。

「すべてを」

「すべて……？」

「はい。あなたとともに彼かの地に降り立った、そのときから──」

　初心者用のフィールドを駆けたことを。

　ＰｖＰでボロ負けしてしょげていたことを。

　ステータスアップに躍やっ起きになっていたことを。

　ギルドの仲間たちのことを。

　高笑いしながらプレイヤーの大軍を吹き飛ばしていたことを。

　命がけでダンジョン攻略をしていたことを。

　守れなかった命に涙していたことを。

　凶きょう刃じんを振るっていたことを。

　ある人と交わした約束のことを。

　最後に見たその背中を。

「──覚えています」

　胸に手を当て、静かに、シュニーは言った。

「忘れろと言っても、ダメですから」

「言わねぇよ」

　向けられる笑顔がまぶしすぎて、ついぶっきらぼうに答えてしまう。ＮＰＣではありえない表情を見て、こういう顔をする奴だったんだなとシンは少し嬉しくなった。

「でも、そうなるとだ。意識がある状態であんな定型文ばかりしゃべってたってことなのか？」

「いえ、自我と言いますか意識がはっきりしてきたのは、シンたちがデスゲームと呼んでいた状態になってからです。それまでのことは動画でも見たような感覚ですね。自分自身を俯ふ瞰かんで見ているような、なんとも表現するのが難しいのですが」

　自分の記憶ではあるが、他人の記憶のようでもあるとシュニーは言う。正直よくわからなかったが、自分の体が勝手に動いている状態で意識がはっきりしているというのはむしろ辛いと思ったので変に追及はしなかった。

「なるほど。つまり、ログアウトのことも、その先のことも知ってるわけだ」

　ゲーム時の記憶があるならそれも道理と言える。

「はい。あのときの、命がけの戦いが始まってから冒険者の皆さんが時折口にしていましたから。この世界とは違うもう１つの世界、確かリアル、でしたか」

「ああ……そうか、だから俺を探しに行く奴と待つ奴とに分かれたのか」

「…………はい」

　困ったように笑いながら、シュニーは肯定する。

　デスゲーム最後の戦い。シンが戦いに勝てばシュニーたちは消え、シンが負ければシュニーたちは主を失う。どちらに転んでもハッピーエンドには辿り着けない。だからこそ、シンが勝ったはずなのに自分たちが消えないという不可解な状況に対して、いくつかの行動に出たのだ。

「事前に相談しろよ、とは言えないな」

「それではシンが困ってしまうじゃないですか。あのときはああするのが一番だったんですよ」

「そうか……」

　月の祠を出るときは決着をつけてやると勇んでいたわけだが、サポートキャラクターの隠していた事情を知ってしまうと、なんだか自分が情けなくなってしまう。

　だからと言って、知っていたら何ができたのかと問われれば、何も言えないのだが。

「当時はまだ完全に自立行動ができたわけでもありません。多少自由が利くくらいで今のように話ができたわけでもないですし、どっちにしろ無理な話だったのですよ」

「まあ言われてみれば、デスゲームが始まってから妙にＮＰＣが人間臭くなったとは思ってたけどさ。自我があったとか聞くと、あーだこーだ考えちまうもんなんだよ」

「相変わらず面倒な性格ですね、シンは」

「うるせぇ……ほっとけ」

　困ったものだと苦笑するシュニーに悪態をつく。プログラムだと思っていたものに意識があったなどと言われて「まともな扱いしたよな」と考え込んでしまうあたり、シュニーの発言は的を射ているのかもしれない。

「でも、それを知っていたとしてもシンは戦いに行きましたよ」

「……まあ、な」

　数万に及ぶ人の命と、データでしかないサポートキャラクター。たとえデータに多少の自意識があったとしても、比べられるものではない。

「それに、約束があるじゃないですか」

「…………ああ」

　少しでも多くの人を現実に帰還させる──それが、シンがある人と交わした約束。

　それを知っていたからこそ、シュニーも他のサポートキャラクターも何も言わなかったのだ。

「さて、しんみりした話はそろそろやめにしましょう。せっかく再会できたのですから」

「……だな。何を言ったって今さらだし、辛しん気き臭くさいのはやめだ！　やめ！」

　暗くなりかけた雰囲気を一新するように、大きく手を叩いて明るく振る舞うシュニーと、それに乗るシン。

「まずは月の祠に帰って、再会を祝してパーっとやろう。食材ならアイテムボックスにたんまりと入ってるしな」

「そうしましょう。私も長年かけて磨みがいてきた料理スキルを披ひ露ろうさせてもらいます」

「ちなみにレベルは？」

「１ヶ月ほど前にⅨになりました」

「マジでか!?」

　高レベルモンスターすら調理できるレベルに成長していたことにシンは驚いた。このレベルまで来ると最下級の簡単なスープですら、ステータスに少なからぬボーナスが発生するほどの１品と化す。

　大手ギルドでも、料理人は鍛か冶じ師しと並んで重宝されていた。レアな食材を使った料理など作ればとてつもないボーナスがつく。同レベル、同職業、技量も同じくらいのプレイヤーの片方に料理を食べさせれば、食べたプレイヤーが戦闘で圧勝してしまうくらいの凄まじいものが。

　かつてシンが所属した六天が他を圧倒できたのもステータスやプレイヤーのスキルに加えて、レベルⅩの料理人がいたからだ。そう、料理によるボーナスはカンストしたステータスの上限をほんの一時、ほんのわずか突破させるのである。

　ちなみにその情報を知っていたのはカンスト到達者であるシンと、六天のメンバーだけである。与よダメージの変化にシンを含めたメンバーが気づいたのが発端で、広く情報が伝わっていないのは恩恵にあずかれるのが六天メンバーしかいなかったからだ。

「クック様ほどではありませんが、期待していただいてかまいませんよ」

「よし！　食材は任せろ！」

　ふっふっふ、と口に出しながらアイテムボックス内にある食材に目を通す。ゲームのころから入れたままだったが、食べても問題ないことは自身で証明済みだ。

「ところでシン、先ほどの質問とは別に１つ伺いたいことがあるのですが」

「ん？　なんだ？」

　シュニーはシンの頭上を見ながら質問する。

「そちらの方は、何なのでしょうか？」

「そちら？　……あ」

　そこまで言われて、はっと気づく。頭の上で熟睡中のユズハのことに。

「名前とレベルしか見えないのですが、テイミングしたのですか？」

「ああ、ちょっと事情があってパートナー契約を結んだんだ。名前はユズハ。シュニーだから言うが種族はエレメントテイルだ」

「…………尻尾を見たときにただの妖孤族ではないとは思いましたが……そうですか。エレメントテイルですか」

　一瞬硬直するシュニーだったが、すぐさま「まあ、シンだし」とでもいう表情で再起動した。

「尻尾でわかるのか？」

　何を言ってるんだという様子のシュニーにシンは首をかしげる。ユズハの尻尾にそんな特徴的なものはなかったはずだ。

「シン、まさか気づいてないのですか？　尻尾が３本ある時点で、ただの妖孤族ではないことくらいわかりますよ」

「尻尾が３本？」

　そういえば、やけに耳や後頭部に尻尾の当たる感覚があった。

　まずは右手で尻尾を掴む。もふもふ。

「ふむ」

　次に左手で尻尾を掴む。これまたもふもふ。

「……ふむ」

　最後に後頭部に神経を集中。ほのかにもふもふ。

「…………ふむ」

　とりあえず尻尾から手を離し、頭上のユズハの胴体を掴んで顔の前に持ってくる。

「くぅ？」

　頭上から移動させられたことで目を覚ましたユズハ。それに伴って３本に増えた尻尾がゆらゆら動く。

「確かに３本になってる」

　レベルを見るとまさかの４００超えである。

「……いや、上がりすぎだろ」

　元のレベルが２００を超えていたことを踏まえても、急激に上がりすぎだろう。

　ラシアのレベル上げをしているときに倒したモンスターではまったく足りない。ロードとの戦いでも２００近いレベルアップはさすがに不可能である。

「何かあった、としか思えんな」

　パートナーモンスターの成長度合いについては六天のメンバー、カシミアから聞いている。だからわかる。こんなあからさまな成長はありえないのだ。

　考えられる要因としては、条件を満たしたときに発生する隠しクエスト。ゲームで幾度か体験したことのある、馴染み深いものだ。

　シンの記憶が確かなら、パートナーモンスターに関するクエストもあった。

「シュニー、今隠しクエストってどういう扱いになってる？」

「私の知る限りでは、クエストが発生したという話は聞いたことがないですね。以前は聞こえていた世界の声も、シンが消えてからは１度もありません。そういったことを聞いたという話もないですし」

　シュニーの言う「世界の声」とは、おそらくゲームアナウンスのことだろう。

　ギルドで受注できるクエストとは違い、隠しクエストは発生条件を満たすと、アナウンスとともにどのような内容なのかがプレイヤーに告知されるのだ。

　今回の場合はこれといったアナウンスもなかったので、ユズハのレベルアップにまったく気づかなかった。そもそもシュニーの話からすると、アナウンスなどというシステムは残っていない可能性が高い。

「それにしても尻尾が増えてるのは、やっぱりレベルが上がったからか？」

　ユズハと顔を見合わせながらシンは言う。

　ゲーム時代は子どものエレメントテイルなどいなかったので、どういうふうに成長していくのか、まったく不明なのである。

「くぁ～……おはよう、あるじ」

　そんなシンの悩みなど知らず、ユズハは大きく欠伸あくびをして……当たり前のように挨拶してきた。

「は？　ちょっと待てユズハ。お前しゃべれるようになったのか？」

「くぅ？　なんかくろいのがきえたら、あたまがすっきりしてきたの」

「黒いの？」

　黒いのと聞くと、ついさっき真っ二つにしたロードのコアを連想する。

　思い返してみれば、ユズハを助けた神社を包囲していたのもスカルフェイスだ。そして今回出現したロードは、その親玉と考えていいだろう。

「ほねのなかにいたくろくてまるいの。あるじがきってくれた」

「それならロードのコア、で間違いなさそうだな」

　ユズハとロードには何か因縁があったのだろうと、シンのゲーマーとしての勘が告げる。

　力の一部を吸収されていたか、封印でもされていたか。倒してしまった今となっては確認のしようがない。

「とりあえず、人前でしゃべるのは禁止な。普通の妖孤族はしゃべらんし」

「えー」

「俺たちだけならいいんだ。他人がいるときはだめだ」

「んー、じゃああたまのなかでしゃべればいい？」

「念話か？　それなら大丈夫だ」

　念話があるのでしゃべれずとも意思疎通はできる。それはユズハも感覚的に理解しているようで、素直にうなずいた。

「ですがシン、尻尾の数が増えているのでリトルフォックスでは通りませんよ？」

「そうだよな……」

　実際、妖孤族と一口に言っても種類はさまざまであり、もちろん尻尾を複数持つものもいる。むしろそっちのほうが多いとも言えるだろう。

　ただし尻尾が３本ある妖孤族となると焔尾狐フラム・テイルや長狐テイル・リーダーなど、レベルは低くても２５０以上になってしまう。この世界ではおいそれと連れて歩けるものではない。

「子どもの間だけ、ということなら入国を認められるかもしれませんが」

「まあ、いずれ大人になるか。そうだな…………なあ、ユズハ。お前って変化とかできないか？」

「くぅ？　できるのとできないのがある」

「尻尾を１本にできるか？」

「かんたーん」

　ユズハがそう言うと、ポンッという音とともに、３本あった尻尾が見事に１本になっていた。

「おお！」

「さすがですね」

　シンとシュニーは目をみはる。

　幻影で誤魔化すのではなく、本当に１本になっているようだ。触った感触も自然だ。

「これでいい？」

「オッケーだ。疲れたりはしないか？」

「だいじょうぶ！」

「じゃあこれからは、人の目があるところでは１本にしておいてくれないか。そのほうが何かと助かるんだが」

「うん、いいよ～」

　あっさりとうなずくユズハ。隠すことに抵抗はないらしい。

「……なんだかあっさり解決したな」

「そうですね。これならば簡単に見破られることもないでしょう」

　シュニーも太たい鼓こ判ばんを押す。

　これで一安心できそうだ。

「ユズハえらい？」

「おう、えらいえらい」

「くぅ～～」

　ユズハを胸に抱え、よくできたとばかりに頭を撫でる。ユズハはされるがままだ。

「…………かわいい」

「ん？」

「はっ！　な、なんでもありません」

「……撫でるか？」

「ぜひ！」

　猛も者さとはいえシュニーも女性、可愛いものは好きらしい。

　撫でられるユズハも実に気持ちよさそうである。

「それにしても、シンは相変わらず私を驚かせてくれますね」

「ん？」

「エレメントテイルをテイミングするなんて、誰１人成し遂げたことがないというのに」

　撫でていた手を止め、若干呆れながらシュニーは言う。

　ゲーム時代は設定上、エレメントテイルのテイミングは不可能だったので、驚くのも無理はない。

「その割に、落ち着いてないか？」

「まあ、驚きはしましたが、シンならできなくもないかと。以前戦ったような高レベルの個体というわけでもないですし」

「そりゃな。あれを手加減しながら弱らせるとか、六天おれらでもきついわ」

　全属性の魔術と、牙と爪による強力な物理攻撃に加え、巨体に似合わぬ俊しゅん敏びん性せいすら合わせ持つカンストプレイヤーですら油断できないモンスター。それがエレメントテイルの本来の姿だった。

　シンに抱えられて丸くなっているユズハからは、そんな脅威は微塵も感じられないわけだが。

「くぅ？」

「よし、じゃあそろそろ本格的に走るとしよう。実は連れを先行させててな。騒ぎになってるかもしれないんだ」

「そういうことでしたら急いだほうがいいでしょう。時間的に追いつけるかもしれませんし」

　シンたちの移動速度を考えれば、相手の移動方法が馬ではなく駆け足の時点で余裕で追いつける。

　しかし、走っているのはシンの魔術スキルで能力を底上げされたヴィルヘルムだ。事情が事情だけに無理をして、かなりの距離を進んでいる可能性が高い。

　王国に着いた２人が事態をギルドに知らせれば、シンにとっていろいろと面倒なことになる。

「全力で行くぞ。これ以上ギルドに目をつけられるのはごめんだ」

「先に言ってくだされば、説明を後回しにしてもよかったのですよ？」

「それはそれ、これはこれだ」

　あの顔を見て後回しになんてできるか、とは言えないシンである。

「よし、出発！」

　ユズハを頭に乗せ直し、シュニーとともに駆けだす。

　２人がヴィルヘルムたちに追いつくまでそう時間はかからなかった。

　走り始めておよそ半日、地平線より太陽が顔を出してからまだそれほど経っていない時間帯に、彼らの姿を捉えたのである。




「さて、一体何がどうなってんのか、洗いざらい吐いてもらおうじゃねぇか」

「なんでいきなり喧けん嘩か腰ごしなんだよ……」

　仮眠を取るラシアを守りつつ周囲を警戒していたヴィルヘルムは、無事合流したのも束の間、若干キレ気味でシンに食ってかかった。

　かなり疲れているらしく、ラシアは寝たままだ。

「そうだな、簡単に言うとシュニーがロードを倒してくれてな」

「ふん」

　ヴィルヘルムの反応は魔槍による一撃と同時だった。本気ではないがそれなりの速度がある。

「ちょっ！　あぶねぇ!!」

「あんだけぶっ飛んだ魔力を放っといて、なに他人の手柄みてぇに言ってんだ。どうせお前が暴れたんだろうがよぉ！」

「なぜばれた!?」

「あたりめぇだろうが！　つうか派手な技で見送ってくれるわ、すぐ追いついてくれるわ、どういう了見だコラ。余裕か？　あんなもん余裕だってか？　俺の必死さを返しやがれ！」

「待て待て落ち着け！　冗談を言ったのは悪かったけど『ヴェノム』はダメだろ!?」

　魔槍は連続で繰り出されるが、シンには１発も当たっていない。

「ちっ」

「露骨な舌打ちしやがった!?　ちょっとした冗談だろ」

「自分は何もしてません、とでも言いたげな顔してたくせに、何が冗談だ。ふざけてねぇできっちり説明しろや」

　さすがに少々おふざけが過ぎたようだ。ヴィルヘルムは真剣な表情でシンを睨む。

「シン、そろそろ本題に入りましょう」

　２人のじゃれあいを傍ぼう観かんしていたシュニーがすっと前に出た。

「あんたか。まさか後ろに控えてるとはな」

　何やら意味深なことを言うヴィルヘルム。

「ひさしぶりですね。それを理解しているなら説明は不要ですか？」

　どうやらその言葉だけで２人には伝わるものがあるようだ。

「なあ、俺にもわかるように言ってほしいんだが」

　何を納得しているのかシンにはさっぱりわからない。

「お前は知らねぇのか。シュニー・ライザーっていやぁ、誰にも下くだらず靡なびかず跪ひざまずかずで有名なんだよ。王族だろうが教皇だろうがな」

　なんとも剛ごう毅きなことだが──。

「それは不敬って奴じゃないのか？」

「シン以外に跪くなどありえません」

　なんとなく、王族相手にそれはまずいような気がしたが、シュニーにとってそれは決して譲れないもののようだ。

「ま、そもそもこいつ相手に喧嘩を売る命知らずなんていねぇがな」

「不敬が許される理由はそっちか」

　処罰しようにも、敵かなう者がほとんどいないならしかたない。

　聞けば、理由はそれだけではないらしい。口調や態度は丁寧。強力なモンスターが出れば力を貸してくれる。どこかの組織に属することもなく中立を貫く、とわざわざ喧嘩を売る必要がないのだ。

　むしろ害をなそうとしたほうが「何してんだコラァ!!」と周囲から滅多打ちにされるとか。５００年にもわたる実績は伊達ではない。

　強大な力を持つがゆえに秘密裏に味方に引き込もうとする者たちもいたが、成功した勢力は皆無だそうだ。

「味方に引き込みたいって気持ちはわかるけどな」

　思わずうなずいてしまうシン。

「で、そんな奴がおとなしく従うってことは、だ」

「あー、そりゃわかるか……」

　シュニーとヴィルヘルムにどの程度の面識があるのかはわからないが、すでに見抜かれていたようだ。

「ハイヒューマン、か」

「私の主でもあります」

　ヴィルヘルムの一言にシュニーが補足した。

「まあ、一応」

「一応じゃねぇだろ。だが、それなら納得だ。あの魔力はシャレにならねぇレベルだったからな」

「すまん、あれまだ手加減モード」

「そうかよ……シュニー・ライザーの主。なるほど、予想以上どころの話じゃ…………おい、ならハイヒューマンのお前が頭に乗っけてるそいつもただの狐じゃねぇな？」

　やれやれと肩をすくめながらユズハに視線を向けるヴィルヘルム。その声音には驚きを通り越して呆れが混じり始めている。ここで恐怖心がないのは、先入観なしで知り合ったからだろうか。

「くぅ？」

「リトルフォックスではないな。さっきの戦いでレベルが４００を超えたし」

「……もう、驚かねぇよ」

　ジト目を向けてくるヴィルヘルムは、それ以前のことが衝撃的すぎて「そんなもんか」と感じてしまったらしい。

「だから選定者かって聞いたときに曖昧な返事になったわけか」

「ああ。俺の場合、力は選定者より強いが最初から強かったわけじゃない。この世界じゃ滅多にいないだろ？　そういう奴。だから選定者ってことにしたわけだ」

「なるほどな。ま、これからお前ら２人が一緒に行動すんなら、ばれんのも時間の問題だろうがよ」

　ヴィルヘルムの言うとおりだ。とにかく有名な月の祠。そこに現れたシュニーと親しげな男、というだけでも、多少耳ざとい連中はこぞって情報を集めようとするだろう。

「そのあたりは魔術スキルでちょちょいと誤魔化そう。幻影魔術を駆使すれば時間くらいは稼げるだろ」

「お前らの言う幻影魔術が俺の知ってるもんと同じとは思えねぇが……モンスターに変身したって驚かねぇぞ」

「どんな扱いだよ……」

　シンは苦笑するしかない。

「お前に関しちゃ歩く天災だな。その日の気分で国を消せるような奴がこうやって出歩いてんだぞ。俺が領主なら気が気じゃねぇよ」

　意味もなく暴れることはしねぇだろうがよ、と付け加えてヴィルヘルムは腰を下ろした。ラシアの寝具のずれを直しながら、立ち話もなんだとシンたちに座るように促す。

　ラシアはすやすやと寝息を立てている。ヴィルヘルムいわく、周囲に高ランクの冒険者がいることを教えて、ようやく落ち着かせられたのだそうだ。

　シンについても、あれほどの魔術スキルの使い手がそうそうやられることはないと説得したらしい。

「そういえば俺たちハイヒューマンに関する記録とかって残ってるのか？」

　以前図書館に行ったときにはそこまで手が回らず、プレイヤーのことがどのように伝わっているのかは、ティエラから聞いた話くらいしかシンには情報がない。今思えば、無意識に避けたのかもしれない。誰だって自らの黒歴史にわざわざ触れようとはすまい。

「ある程度はな。ま、俺が知ってることといやあ、馬鹿みてぇに強いってことと、それぞれ得意な分野で異常なほどの腕前を持ってたってことくらいだな。今も神扱いされてたりするぞ」

　シュニーが相槌を打つ。

「他の方々もいろいろと逸いつ話わを残されていますからね」

「うへぇ、まためんどくさそうなことになってるな。確かに俺たち六天は元は生産ギルドだから、得意分野なら負ける気はないけどさ」

「は？　強くなったから暇つぶしに物づくりでも始めたんじゃねぇのか？　シュニーそっちみてぇによ」

「ヴィルヘルム、私は暇つぶしに料理をしていたわけではありませんよ？」

　何やら認識に違いがある２人はさておき、確かに六天の面々は呆れるようなステータスを持っていたが、集まった当初は生産がメインだったのである。

　戦闘力だけではなく、六天を有名にしたのはその生産力だともいえる。

「それが違うんだよ。ヒューマンってのは、レベルが同じでも他の種族より弱い。俺の場合、それを補うために鍛冶に手を出してたわけだ。並行してレベルを上げるのはマジできつかったけどな」

「冒険を始めたばかりのころは逃げ回ることのほうが多かったですからね」

　うんうんとうなずくシュニー。プレイ当初のシンは、現在からは考えられないほど弱かったのだ。

「そんなこと、普通できねえだろ」

「そこをやるのがハイプレイヤーだ」

「廃はい人じんとも言いますけどね」

　さりげなくプレイヤーしかわからないような単語を発するシンとシュニー。

「はいぷ……なんだ？」

　ネット用語がヴィルヘルムに通じるわけはなかった。

「とにかく鍛冶のレベルを上げていい武器を作る。それを装備してより強い敵を倒してレベルを上げる。倒した奴の素材でさらに強い武器を作る。でもってまた強い敵を倒す。このループだな」

　ヴィルヘルムの言うとおり、簡単に上級武器が作れるほど鍛冶の世界は甘くない。

　鍛冶を代表とする生産系スキルの熟練度は戦闘系スキルよりも多少上がりやすかったが、だからと言ってほいほいカンストを許すほど、【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】はぬるいゲームではなかった。

　だからこそ戦闘系ギルド、生産系ギルドといった区分けができるのである。一方を極めるのも大変なのに、両方をやろうなどというプレイヤーは中途半端でやめる者が大半だ。やり遂げる者など皆無に等しい。

　システム上、戦闘職のプレイヤーでも10級回復薬ポーション・テンのような下級の回復アイテムを作るくらいはできたし、生産職のプレイヤーでもそれなりに戦闘をこなせた。だがあくまで〝おまけ〟程度でしかない。

「呆れるぜ。本物のバカってのはお前みたいな奴のことを言うんだろうよ」

「失礼な」

「どれだけ無茶なことだと思ってんだ。両立なんて普通は考えもしねぇよ」

「考えるとすればエルフかピクシーのような長命種でしょうね。実行はしないでしょうけれど」

　ピクシーやエルフのような長命種なら現実味はあるが、彼らはそもそも鍛冶には向かない。

　つまり、両立などこの世界の住人からすれば狂気の沙さ汰たで、シンがそれをできたのはあくまでゲームだったからである。使っただけで熟練度にボーナスがつくアイテムやスキルを覚えられる『秘伝書』を使い、ただ一心に能力強化に時間を消費したからこそ、今のシンがある。

　それでさえ途方もない時間がかかった。日々の生活があるこの世界で同じことをやるなど不可能だろう。

「自覚はしてるよ。六天のメンバーはいろいろ濃い奴らだったし。俺だって鍛冶以外じゃ敵わないなんてざらだった。カインは１日で城を建てるし、クックはドラゴンをさばいて料理作るし、カシミアはいつの間にか魔物牧場とかやってたし、ヘカテーはエリクサーや賢けん者じゃの石を、まるで下級回復薬ポーションを作るノリで生産してたよ。レードの人形に至っては神しん獣じゅうと殴り合いできたしな」

「シンはシンで聖剣、魔剣の類を何本も打ってましたけどね。気に入らないと古代エンシェント級の剣を鋳い潰つぶしたときなど、フィルマが悲鳴を上げていましたよ」

　当時のことを思い出したのかシュニーが苦笑いを浮かべる。確かにたとえ伝説レジェンド級だろうが神話ミソロジー級だろうが関係なく、納得がいかないとよく打ち直していた。

　ちなみにフィルマはシンのサポートキャラクター、ナンバー２の大剣使い。そういえば変に気落ちしていたときがあったなと思いだすシンである。

「化けモンしかいねぇな。つうかお前は専門が鍛冶なのか」

「おう。なんなら『ヴェノム』を改造してやろうか？」

「ざけんな」

　くっくっく、と実に怪しい声で笑うシンに、ヴィルヘルムはノータイムで返事をした。どうやらいやな予感がしたらしい。

「物足りなくなったら言ってくれ。ヴィルヘルムなら格安で強化してやるぜ？」

「なんで悪徳商人みてぇな面つらしてんだよ」

「いやあ、鍛冶師の血が騒ぐというか、な？」

「…………ああ、確かにお前の本職は職人だよ。考えてみりゃ、その顔は鉄てっ火か場ばにいるドワーフのオヤジどもと同じ面構えだ」

　どこの世界でも、同じような職種の人間は言動が似るらしい。

「だからって鍛冶場に行って技を披露すんじゃねぇぞ。お前のことだ、秘伝だの失われた秘術だの使って、おかしな武器を作りかねねぇ」

「そんな目立つような真似しねぇよ！　月の祠で久しぶりに鎚つちを握ろうかと思っただけだ」

「どうだかな。俺の世話になってる職人の話じゃ、六天の鍛冶師が打ったロングソードは一般ノーマル級でも伝説レジェンド級と互角に打ち合えるらしいぞ？」

　本来なら一般ノーマル級と伝説レジェンド級には比べ物にならない性能差がある。もちろん、ヴィルヘルムもそんな話を信じるほど子どもではないだろう。

「それはさすがに…………いや待てよ。そういえば一般ノーマル級の武器をどこまで強化できるか試したことがあったような」

「おい……冗談じゃねぇのか？」

　ヴィルヘルムが思わず聞き返すと、シュニーも口を開く。

「レード様、ヘカテー様両名の提案で行った実験のことではないですか？」

「そうだ、あれは確か適当に用意した鉄にかけられるだけの付与魔術エンチャントをかけて、そのときの最高の設備を使って打った奴だ。間違って店頭に並べちゃって、購入者が驚いて店に問い合わせてきたっけ」

「……なんだそりゃ」

　ちなみに購入者はゲームを始めたばかりの初心者へのプレゼントとして買ったそうだ。そして、渡されたプレイヤーが倒せないはずのモンスターを撫で切りにしたことで発覚したのである。

　渡された側のプレイヤーはやけにモンスターが弱いと感じていたらしい。購入者も普通のロングソードだと思い、武器のステータスを確認していなかったため気づかなかったのだ。

「あのときはすごいものが出来たなって驚いたもんだ。といっても元が鉄だから、どうしても耐久力で劣るんだけどな。何本か作ったけど、試し切りというか試し切り合いをしたときに、10～20回くらい打ち合ったら折れたし」

「その時点でおかしいと気づきやがれ」

　常識が通じないと言わんばかりに、ヴィルヘルムは片手で頭を押さえた。武器の等級は鍛冶師の腕でどうこうできるほど甘いものではない、という常識が今まさに覆くつがえされたのである。

「ああ、ああよくわかった。確かにお前はハイヒューマンだよ。こっちの常識がさっきから崩壊続きだ」

「私の主なのですから、今の常識など通用しません」

「くぅくぅ」

「いや褒ほめてねぇよ」

　得意げなシュニーとうんうんとうなずくユズハに、呆れながら返すヴィルヘルム。まだ少し混乱しているのだろう。まるで言葉がわかるかのように反応したユズハに疑問を抱かない。

　シュニーが得意げなのは、シンの昔話だからか。

「ん……んん？」

　ヴィルヘルムがため息を吐きかけたとき、傍らで寝ていたラシアが目を覚ました。さすがに少し騒ぎすぎたようだ。眠り続けるには煩うるさかったのだろう。

「あれ……シン、さん？」

「よっ」

「あ、どうも…………って、なんでここに!?」

　寝ぼけていたラシアは、目に前にいるのが誰かをはっきり認識して驚きの声を上げる。

　自分たちを逃がすためにモンスターの群れの中に残ったはずの男が、確かにいる。頭の上にユズハを乗せているのも相変わらずだ。

「どうにかなったんだとよ」

「え……？」

「何を言ってるの？」とでも言いたげな顔をラシアはヴィルヘルムに向けた。いくらなんでもそれはないだろう、という意思を込めて。

　ヴィルヘルムはその視線を受け止めた。

「たまたま通りかかった奴が味方をしてくれたらしくてな」

　シンとシュニーを見ながらヴィルヘルムは告げる。その瞳はシンに、「こいつには教えるな」と言っていた。

　シンもラシアにはハイヒューマンだということは伏せておくつもりだったので、小さくうなずく。

　多少縁のあったヴィルヘルムとは違い、一般人であるラシアには、シュニーの態度からシンの素性を推測することはできないだろう。知られたとしても実害はないが、貴重な情報というのは知っているだけでも危険なのだ。最悪、ラシアが不幸になりかねない。

　なので、あくまでたまたま通りかかったという体ていで話を進めることにした。

　ちなみにヴィルヘルムについては、シュニーが紹介状を渡した相手なので心配はしていない。

「初めまして。シュニー・ライザーと申します。月の祠の店長代理などやらせてもらっています」

「ご丁寧にどうも。ラシア・ルゼルと申しま…………あの、今なんと？」

　なにか、ありえないことを聞いたようにラシアがシュニーに問い返す。

　もちろん聞こえていなかったわけではなく、信じられなかっただけだろう。

「シュニー・ライザーっつったんだよ。お前も知ってるだろ。あのシュニー・ライザーだ」

「…………あの？」

「ああ。あの、だ」

　シュニーが軽く眉をひそめた。

「どうもよくない意味に聞こえるのですが」

　あのあのと連呼されると、悪い意味に聞こえてくるのが謎である。この場ではいい意味なのだが。

「細けぇことを気にすんなよ。ほれ、ラシアも固まってねぇでしゃんとしやがれ」

「え、えっと、ラシアです！　お会いできて光栄でしゅ！　…………ぅぅ」

「はい、よろしくお願いします」

　ラシアが噛んだことなどなかったかのように返答するシュニー。大人である。

「シュニーが手を貸してくれたおかげでモンスターを倒しきることができたんだ。もう安心していい」

「あのモンスターを全部倒したんですか!?　さ、さすがは『聖女』様」

　シュニーの功績であることを強調しようとしたシンだが、聞きなれない単語に疑問を抱く。

「聖女様？」

「あ、すいません。シュニー様は認めていないのに、つい」

「認めてない？」

　思わずシュニーの顔を見つめてしまう。

「以前、教会の本部から聖女として認定する旨の連絡があったんです。辞退しましたが」

「受けると何か問題があった、と？」

「はい。私はハイヒューマンに仕つかえる身ですので、どこかの勢力に属する気はありませんでした。ですが聖女の肩書があると、自然と教会勢力だと認識されてしまう可能性があったので受けなかったんです。もう１００年以上前のことなので忘れられていると思っていたのですが、まだ諦めていなかったとは」

　さすがに予想外だったらしく、呆れたようにため息をつくシュニー。

　たとえ教会が聖女だと認めようが、本人が承諾していないのでは意味がないだろう。

　教会内のちょっとしたいざこざに現在進行形で首を突っ込んでいるシンとしては、どうしても裏の意図を勘ぐってしまう。

　そんなことを考えていると、シュニーがラシアに微笑みかけていた。

「シュニーと呼んでもらってかまいませんよ」

「そ、そんな！　恐れ多いです」

「緊張しすぎだ、お前は」

「ヴィルがしなさすぎなのよ！」

　多少大げさではあるが、ラシアの反応が正解なのだろうとシンは思う。

　シン自身はシュニーと長い付き合いだし、ヴィルヘルムはあまり遠慮をしない性格だ。だからこそ普通に会話できている。しかし、ティエラも言っていたように、シュニーの名は子どもですら知っているほどに知名度が高い。

　その本人を目の前にすれば、だいたいこのような反応になるだろう。

「ほれ、きょどってねぇでそろそろ行くぞ。ここでのんびりする必要もねぇだろ」

　シンとシュニーはさほど休憩していないが、問題なく出発することができる。

「そうだな、行くか」

　そう言ってシンたちも立ち上がる。孤児院のこともあるのだから、急ぐに越したことはない。

　ラシアも慌てて自分の寝具を片づけ始める。ラシアは事の顛てん末まつを本当の意味で理解していなかったが、シュニーが解決したという説明でとりあえず納得していた。

　モンスターに囲まれたときの恐怖を忘れたわけではない。だが、この人に不可能はないとラシアは信じているのだろう。

　シュニー・ライザーとは、ラシアのような一般人からしたら生きた伝説なのだ。５００年を超える永ながきにわたりこの地を守護してきた英雄にして聖人。

　信仰にも近い信頼がそこにはあった。

「やれやれ、思ってたよりすごいことになりそうだ」

　ラシアのシュニーへ向ける信頼の表情を見てシンは独りごちる。連れて歩いたらとんでもないことになるのは想像に難くない。ちょっと街に出ただけでも大変だろう。

　変装は念入りにしなくてはと、ため息とともに決意したのだった。





　　　　　　　†






　ラシアをヴィルヘルムが抱きかかえ、シンとシュニーがそれに合わせて疾しっ駆くする。いくらレベルが上がったとはいえ、全力で走ればラシアにかなりの負荷がかかると判断したからだ。

　その速度は馬とは比べ物にならない速さ。途中休憩を入れたにもかかわらず、日が暮れる前に４人と１匹は、王都の外観が見える位置にまで到着していた。

　警戒されるのは困るので、人目に付く場所まで来たらそこからは歩きである。

「う、きもちわるい……」

「ほれ、おぶってやるから我慢しろ」

　人に抱えられての高速移動に慣れていないラシアは、乗り物酔いしたように顔色を悪くしている。さすがにそのまま歩けというのは酷なので、ヴィルヘルムがおんぶする形になった。

「大丈夫ですか？」

　優しく声をかけるシュニー。

「ごしんぱい、おかけします……」

「重症だな」

　シンは小さくため息をついた。

　酔いには回復薬ポーションも効かないらしいので、つらくなったら言うように伝えてから一行は進む。

　シュニーはすでに魔術スキルを使って姿を変えている。青い瞳は赤く、銀色の髪は金色へと変化させ、髪型はポニーテールにしていた。それ以外にもいくつかのスキルもかけてある。

　シンが直じかに魔術をかけたので、よほどのことがないかぎり見破られることもないはずだ。もとより女性というのは髪型一つでも大きく印象が変わるもの。髪と瞳の色を変えれば、シュニーを見慣れた人間でもすぐには気づかないだろう。

「確認だけど門の前で別れるってことでいいのか？」

「かまわねぇ。もともとスキルを覚えるまでが依頼だ。わざわざ教会まで送ってもらう必要もねぇ。もし教会で何か起こっていようと、それは俺たちの都合だからな」

　そんなヴィルヘルムにシュニーが苦笑する。

「口調に似合わずまじめなところは相変わらずですね」

「ほっときやがれ」

　何か起こっていたらとヴィルヘルムは言うが、シンはすでに孤児院まで感知領域を伸ばし、全員の無事を確認していた。もちろん招かれざる客の反応もなかった。

「じゃあ、俺たちはここまでだ。一応これを渡しとく。何かあったら連絡してくれ」

　門に着くと、シンはメッセージカードと便箋を差し出す。

　だが、それを見たヴィルヘルムは受け取ろうとしなかった。

「伝言を飛ばせるっつうアイテムか。こいつを使うような事態になったら、俺は手段を選ぶつもりはねぇ。何かあれば巻き込むことになるぞ？」

　それはお前たちに不利益しかもたらさない──言げん外がいに告げるヴィルヘルムの視線からは、ひっこめろという意思が感じられた。

　いくら同じ選定者、同じ月の祠に認められた者同士だろうと、あくまで部外者を巻き込もうとは考えていないのだろう。シンが依頼を受けた時点で教会に目をつけられている可能性は十分あるが、メッセージカードを渡して協力すれば、それだけでは済まなくなる。そこまで見越しての言葉だ。

　何も言わずにシンを巻き込んでしまえば事態がより早く、被害も少なく解決できる可能性は高い。だというのにこの男はそれをよしとしなかった。

　ラシアも背負われたまま何も言わない。

　権力も金も力も持っている相手に、自分たちだけで挑もうとしているのだ。

　シュニー・ライザーとその主。この世界において比類なき力と名声を持つ相手に助力を求めても何ら恥ずかしくないはずだ。だが彼らは、あくまで自分たちの問題だと考えていた。

【浄化】の依頼は出したが、それももう終わった。ならここから先は自分で片をつける。その信念が壁となってシンとヴィルヘルムの間をさえぎっていた。

「いいぜ。やれよ」

　シンはメッセージカードをヴィルヘルムに押しつけた。そんな壁は見えなかったとでもいうように。

「ここまでやって、後はほったらかしじゃ寝覚めが悪い」

「だが──」

「それに！」

　なおも何かを言おうとするヴィルヘルムをさえぎってシンは告げる。

「ここに来て初めてできた友ダ達チとそいつが守ろうとしてるチビども。見捨てられないだろ。だからいざってときは巻き込めよ。力になってやる」

「お前……何を言って……」

「気にせず連絡を寄こせってことだよ。早く受け取れ！　ちょっと恥ずかしくなってきてんだよ！」

　これまで言ったこともないようなセリフに恥ずかしさがつのる。後で思い出したら悶もん絶ぜつしてしまうこと請け合いだ。こんなに熱い奴だったっけ俺？　と自問するに違いない。

　だが後悔だけはしないだろう。

　たとえこの世界が自分にとって異世界であろうと、この選択は正しい。そう信じてシンはアイテムを渡す。

「遠慮はしねぇぞ？」

「ああ、任せろ」

　ニヤリと笑ったヴィルヘルムは、ようやくメッセージカードを受け取った。




「相変わらずですね。シンも」

「そうか？」

　ヴィルヘルムとラシアが門へ向かうのを見送りながら、シュニーは言う。

　以前も似たようなことがあったからだ。

　覚えていないような反応を見せるシンだが、シュニーは、今のようなノリで見知らぬ誰かを助けるシンの姿をはっきり記憶していた。

　それは泣きはらした少女であったり、呆然としていた少年であったり、その身を犠牲にしようとする老人であったり、必死に前に進もうとする青年であったりと、まるで分け隔てがなかった。

　──すべてを救うなんて俺には無理だ。やれるだけのことをやるしかない。

　シンがそう言ったのはいつだったか。

　自分が万能だなどとおごらず、弱者を守り続ける姿を、シュニーは今でもはっきりと思い出せた。




「どうしたシュニー。おいてくぞ？」

「すいません、ちょっと考え事を。今行きます」

　シンの背を見ながら、シュニーは歩く。

　しばらく進んで、やがて隣へ。

　そんなシュニーをちらりと横目で見てシンは首をかしげるが、特に指摘はせず月の祠へ歩を進める。

　シンが視界の端で捉えたシュニーの横顔は、とても穏やかで優しい表情だった。























　しばらく歩くと、見覚えのある光景がシンとシュニーの前に現れた。

　言うまでもなく月の祠である。

　扉に掛けられた札が『店主家出中』になっているので、すでに閉店しているようだ。当然鍵が閉まっているのだがシンは店主、シュニーは従業員として登録済み。なのでシンが扉に手をかけると、自動で鍵が開き扉が開く。

　店の中は以前シンが来たときと変わっておらず、ほのかに夕ゆう餉げの匂いがした。

「いかん、腹がなる」

「おなかすいた～」

　シンが腹を押さえ、ずっと黙りっぱなしだったユズハも声を上げる。空気を読んだのかヴィルヘルムたちといる間はほとんど鳴くこともしなかったので退屈だったようだ。今はシンに抱えられている。

「ちょうどいい時間ですし、まずは夕食にしましょう」

　変装を解といたシュニーの提案にうなずき、カウンターの奥にある母屋おもやに移動しようとすると向こうからバタバタと人の走る音が聞こえてきた。

「師匠っ！」

















　店番をしているティエラだ。入店の鈴の音を聞きつけたのだろう。

　料理の途中だったのか刃物を持ちながら息を切らして登場した姿は、少し危ない感じがしないでもない。

「落ち着きなさい。慌てすぎですよ」

「す、すいません。でもですね、メッセージカードに書いた通り、師匠と知り合いだっていう人が来て、すごいものを置いて行ったんですよ！」

　その当人も目の前にいるのだが、まだ慌てたままなのか目に入っていないらしい。

「それはこちらの方では？」

「あ！　た、確かにそうですけど……あれ？　なんで師匠とシンが一緒に？」

　シュニーが横に身を引いたことでティエラもシンの存在に気づく。

　モンスターの掃そう討とうに当たっていたはずのシュニーと亡霊平原に向かっていたはずのシンが一緒にいる理由が、ティエラには思いつかなかったらしい。この世界の常識で考えればシュニーはともかく、シンはまだ平原にいるはずなのだ。

「ちょっといろいろあってな。詳しい話は飯を食ってからにしないか？」

「昨日は少々込み入った事態があったので、話すと長くなりますしね」

「はあ、わかりました……ってシンも一緒に食べるの？」

　当然のように言ったシンに対し、事情を知らないティエラが訝しむ。

「当然でしょう」

「え？　当然……なんですか？」

「そういえば、ティエラにはまだ言ってませんでしたね。もう知り合いのようですが、こちらが月の祠の店長のシンです」

　シュニーがさらっと爆弾を投下した。

「てん、ちょう？　……ああ、店長で…………店長ぉおおお!?」

　ティエラの脳内で『てんちょう』という言葉が『店長』に変換されるまで、少し時間がかかったらしい。ようやく意味を理解したティエラが取ったリアクションは、目を丸くし、口は「お」の形で固定し、持っていた包丁を落としそうになるという実にわかりやすいものだった。

「驚きすぎじゃないか？」

「世間ではもう存在しないと言われていますから、驚くのも無理はないでしょう」

「驚かないほうがおかしいですよ!?　店長って、店長って……伝説の!?」

「え？　なに？　俺、伝説の店長とか呼ばれてんの？」

「違うわよ！　ハイヒューマンのほうよ！」

「でも、初めに言ったよな？」

「普通、真に受けたりしないわよ……」

　１人取り乱しているティエラがおかしいかのような場面だが、こっちが普通の反応ではないか、とシンも思い始めた。

　ティエラの言うとおり普通なら、自分がハイヒューマンだなどといったところで相手にしてくれるものなどいない。だが、ここにはシュニー・ライザーという最高の証人がいる。

　実際に仕えていた人物を見間違えるはずもないので、その証言はシンが本物のハイヒューマンだという確たる証拠とも言えた。

　そうこうしているうちに、今度はティエラの顔から血の気が失せていく。

「て、店長とは露つゆ知らず、大変失礼しました！」

「はい？」

「くぅ！」

　驚愕から一変。勢いよく頭を下げるティエラ。

　今度は逆にシンが驚く番だ。

　何を思ったのか、下げられたティエラの頭にユズハが前足を置こうとしたので、シンは即座に止めさせた。

（これは……あれか。ため口で話してた相手が実は上司だったりしたときの心境か。俺が経験したのはドッキリだったけど、それでも焦ったからなぁ）

　バイト先で仲良くしてくれた相手が、実は店長だったことがあるシンとしては、ティエラの気持ちが少なからず理解できた。単純に比較はできないが、馴なれ馴れしく話していた相手が実は敬語を使うべき存在だったときの焦りと混乱は真面目な者ほど大きい。

　ティエラの焦り具合を見て、つい同情してしまったシンである。

「気にすんな。気持ちはよくわかる」

　うんうんとうなずきながらティエラの肩に手を置く。

「え？　あ、はい」

　もちろん、そんなシンの内心など知らないティエラはわかってるわかってると言いたげな表情を向けられて余計に混乱していた。

「いやほんとに気にしなくていいから。今さら変に畏かしこまられても困る」

「そ、そう？　出て行けとか言わない？」

「言わねぇよ!?」

　どんな理不尽だよ!?　と突っ込まずにはいられなかった。

　それから少し話をして、今まで通りということで決着した。

　シンがシュニーの主だというところや、ユズハが言葉を話すと紹介したところでもう一ひと悶もん着ちゃくあったが、同じような反応が繰り返されたので割かつ愛あいする。




「さて、ではいただきますか」

　話し合いからしばらくして、３人と１匹はそろって食卓を囲んでいた。もちろん泥にまみれていたので先に風呂にも入っている。

　合掌時の言葉は「いただきます」で統一されているらしい。エルフにはそういった習慣はないらしいが、シュニーがやっているのでティエラも同じようにしているのだとか。

　もちろん、シュニーはシンの真似である。

「しかし、さすがシュニー。どれもうまそうだ」

　シンが褒めるのも当然。テーブルに並べてある料理は、シンですらそうそうお目にかかれるものではなかったからだ。

　いくら六天にクックという最高峰の料理人がいたとしても、毎日手料理を振る舞ってくれたわけではない。しかもスキルレベルⅩの超高級料理ではなく、ときには実験的な意味で作られた、とんでもないハズレ料理を食べさせられることもあった。

　だが、今シンの目の前にある料理はクックにもそう劣ることのない高級料理。スキルの補正によってうまみが格段に上がったこの世界において、最高のメニューがずらりと並んでいるのである。

　王族ですら食べることのできないであろう食事を前にして、ごくりと喉のどが鳴ってしまうのも無理はなかった。

「くぅ～、ごちそう、ごちそう！」

「今まで見たこともない料理ばかり……師匠、本気ですね」

「当然です」

　ユズハは並べられた料理を見て大はしゃぎ。

　長い間生活を共にしていたティエラも、シュニーの張り切りように驚いている。

「こんなにすごい料理になると、食材を提供した甲斐があるな」

「ねぇ、ちょっと聞くけど、一体何を提供したの？　料理から変なオーラが出てるんだけど」

「え？」

「くぅ？」

　料理からオーラが出ていると言われて固まるシン。ユズハは首をかしげている。

　シンの目には特に何も映っていないのだが、エルフのティエラが言うからには何かが出ていてもおかしくないとシュニーに渡した食材を思い出す。

「そ、そうだな。肉は主にサーマル・レオ、オークキング、エルモーラの各部位。野菜はブラッドラディッシュにカリマオニオン、バオチャーポテトとかそのあたり。果物はイデアの実とトパーズピアー。他はまあ、適当に。後は買い置きしてたものを使ったんだろ？」

「はい。せっかくでしたので少々高級なものを使わせていただきました。とはいえ手の込んだものというには時間が足りませんでしたが」

　シュニーの言葉は、暗に私はまだ本気ではないと言っているようである。

　そして、食材の名前を聞いたティエラと言えば──。

「な、な、ななによそれ!?　ほとんど滅多に手に入らないような高級食材じゃない！　いくつか聞いたこともないのも交じってるし。しかもイデアの実って言ったら、１００年に１度しか実らない幻の実。どこにも残ってないって言われてるのに……」

　シンの口から出てくる食材の名前を聞いて頭を抱えていた。

　サーマル・レオ、オークキングはどちらも災害認定されているモンスターで、発見され次第、ギルドで冒険者の緊急招集がかかるほどの危険度がある。エルモーラという名をティエラは聞いたことがないが、先の２つと同列に扱われているのだから、同じようなものだろうと想像できてしまう。

　ブラッドラディッシュは空中の魔素を吸って成長する半分モンスターのような植物の実だし、バオチャーポテトは一定以上の衝撃を与えると爆発する地雷のような植物の塊かい茎けいだ。

　トパーズピアーは表面が宝石のように輝く梨なしであり、イデアの実についてはもはや言う必要はないだろう。

　まとめてしまえば、まず料理に使おうと思うような食材ではないのである。

「なあ、シュニー。ティエラの言ってるオーラって何なんだ？」

「食材となった物の持つ魔力や生命力の残ざん滓しのようなものです。私たちエルフやピクシーは他の種族とは違った感覚を持っていますので、そういったものを感知してしまうんです。強力なモンスターや珍しい植物などからよく見えるのですよ」

「そうなのか」

　エルフやピクシーはもともと感受性の高い種族なので、そう言われると納得できた。

「ティエラも落ち着きなさい。それより早く食べましょう。せっかくの料理が冷めてしまいます」

　シュニーに促され、シンがうなずいた。

「だな。じゃあさっそく、いただきます」

「いただきます」

「くぅ？　いただきま～」

　合掌してから、シンはナイフとフォークを手に取る。

　テーブルに並んでいるのはハンバーグにポテトサラダ、スープ、好みでライスかパン。飲み物は祝いの席ということで、シュニー秘蔵の『月光酒』がグラスに注がれている。

　献こん立だてだけ見れば飲み物を除いて、ファミリーレストランでもお馴染の料理だ。だが、食べ慣れている料理であるがゆえに料理人の腕がダイレクトにわかる。

　ナイフを入れたときに溢れる肉汁が、鉄板の上で焦げるソースの香りが、口をつける前から唾だ液えきをあふれさせる。

　口に入れ咀そ嚼しゃくすれば、より一層あふれる肉汁とソースが混じり合い、柔らかな肉の食感と相まって、ただただうまいという単語しか出てこなくなる。

　そして、それを口内に残したまま白飯をかきこめば、もはや言うことはない。

　にやりと口角が上がる。笑みがこぼれる。

　本当にうまいものを食べたとき、人は笑顔にならずにはいられない。

　グラスを傾ければ、月光酒のもつ芳ほう醇じゅんな香りと深い味わいがより一層食欲を増進させる。

「……っ……っ…………」

「…………」

　無言で料理を平らげていくシンとティエラ。ユズハに至っては、一心不乱という言葉を全身で体現している。

　そんな２人と１匹をニコニコしながら見つつ、ゆっくりと食事を進めるシュニー。

「はっ、つい無言で平らげちまった!?」

　シンは空からとなった皿を前に呆然とする。

「おかわりならまだありますよ？」

「ぜひ！」

　そんなやりとりがティエラ、ユズハを含め数回繰り返された。

　おかわりを見越して余分に仕込みをしているあたり、シュニーも抜け目がない。

　さすがに途中からはペースが落ち、シュニーたちがこれまで過ごしてきた話を聞きながらの団だん欒らんとなった。

「──にしても、あいつらけっこう自由に生きてるな」

　それは他のサポートキャラクターのことを聞いたシンが漏らした言葉だ。王になっていたり、各地を転々としていたり、行方不明になっている奴までいるという。

　シンの手がかりを探すのはあくまでついでのようだ。自分がこの世界に残っているかもしれない、という理由で人生を棒に振らせるなんて真似はさせたくなかったので、少し安堵していた。

　性格を考えればうなずける。ここまで献身的なシュニーが特殊なだけである。

「シンがどこかにいるのは、あくまで希望的観測でしかありませんでしたから。皆、変に気にするのはよくないとわかっていたのでしょう」

「俺からすれば助かるよ。いもしない奴を探し続けるなんて、させたくない」

「そうする者がいたとしても、それはその人自身の選択です。シンが気にすることではありませんよ」

「そうかねぇ」

　知ってしまったら気にするのが人というものではないか──そんなことを考えてしまう。まあ、本人たちが気にしていないことを、主とはいえシンがうだうだ考えても意味はないのだが。

「あるじかなしい？」

「大丈夫、大丈夫」

　心配そうにこちらを見ているユズハに笑って返す。

「まったく～しんはなんれもきにしすぎなのよぉ～」

「……おい、ティエラ。お前は酔ってるだろ」

　間延びして若干呂ろ律れつの回っていない口調。黒髪との比較で白さの際立つ肌が、うっすら薄紅色に染まっていた。もとの白さを考えるとかなり赤い。

　そこでふと、これまでに空けた酒瓶の数を思い出す。今まで口にしたことのないうまさに、調子に乗って大量に飲んだような。

「なあシュニー。月光酒、何本空けた？」

「５本くらいでしょうか」

「ちなみにアルコール度数は？」

「35度くらいです」

「高いな！」

　飲みやすさや口当たりからワイン程度の強さだと思っていたのだが、ファンタジー世界の酒は常識が通じないらしい。

「ししょうがふたりいる～」

「本格的にヤバいな。ティエラって酒には弱いのか？」

「以前はここまで酔わなかったのですが、量が量ですから」

「俺はあんまり酔った感じしないんだけどな」

　アルコールに対する耐性でもついているのか、多少酔いが回っている程度の自覚しかない。足元がふらつくことも呂律が回らなくなることもなかった。

　度数から考えてリアルの自分なら間違いなくダウンしているはずだが、酒で醜しゅう態たいをさらしづらくなったのはいいことだ。酒に強くて困ることはない、はずである。

　シュニーがティエラを部屋に連れて行ったので、その間にシンが食器を片づける。

「これは１年共にした体だけど、本物はどうなってることやら…………って、今考えることじゃないか」

　食器を拭ふきながらふとそんなことを思った。帰れるのかどうかもわからないのだ、考えても仕方がない。

　片づけが終わるころにシュニーが戻ってきた。

「早いですね」

「なんだかんだで慣れてるからな」

　リアルでは１人暮らしだったので食器洗いも自分の仕事だった。ゲーム時はもちろんしていなかったが、意外と覚えているものである。

「ユズハねむい……」

　机の上でユズハがうとうとしている。

「そうだな。俺たちもそろそろ寝るか」

「そうしましょう。シンの部屋はそのままにしてありますからすぐに使えますよ」

「それはありがたい」

　リビングを出てシンは、ユズハを抱えて自分の部屋に向かう。月の祠にはシンとサポートキャラクター用の部屋、おまけで客用の部屋がある。客用など必要なかったのだが、月の祠を作ったカインとシンの無駄とも言えるこだわりの結果である。

　こだわるところはとことんこだわる、日本人の血が騒いだのだ。

「ほんとに変わってないな」

　自分用の部屋に入って中を見渡す。16畳じょうほどの広さの部屋にはベッドに机、イベントで手に入れたトロフィーやアイテムを飾る棚などがある。そこまで物は多くない。すっきりした部屋だ。定期的に掃除をしていたのだろう、埃ほこりが積もっていることもない。

　本来なら窓から月明かりが入ってくるのだが、今夜は曇っているのかその光はひどく弱い。シンは暗闇を見通す【暗視】のスキルを持っているので、明かりをつけることなく服を着替えベッドに入る。

　パジャマなんてものはないので、選んだのはネタ装備のジャージだ。

　ユズハは部屋に入った瞬間ベッドに飛び込み、すでに枕の隣で丸くなっていた。

「なんだかんだでここが一番落ち着くな」

　ゲーム時も住んでいたからか。非常に強力なセキュリティを完備しているので、自分で結界を張らなくていいというのも気を緩ませる要因になっている。

　デスゲーム時と違い寝込みを襲ってくるような奴がいるとも思えず、この世界に来て初めて、本当の意味でリラックスできていた。

　もちろん襲撃者がいたらいたで当然返り討ちなのだが。

「ユズハは……寝たか。やることもないし、俺も寝るかな」

　アルコールも入って、いい気分のまま寝てしまおうとベッドに横たわる。

　瞼まぶたを閉じ、だんだんと意識に霞みがかっていくのを感じていると、不意に右腕に何か柔らかいものが巻きついた。本来なら振り払って飛び起きる事態だ。しかしシンの意識も体も、まったく危険を感じていなかった。

「？」

　巻きつくというよりは抱きつくだろうか。そんなことができるのは月の祠には２人しかおらず、１人はすでに撃沈している。

　常時発動している対奇襲用のスキルに反応はない。シン自身の勘も敵とは告げていない。

　しばらくじっとしていたが特に動きもないので、首を巡らせて右腕のほうを見る。

　そこにはシンの腕に抱きついて、すでに眠るシュニーの姿があった。右腕はシュニーの胸に挟まれている。最初に感じた柔らかさの正体はこれだ。

（まじか……こんな展開がありえるのか？）

　料理を前にしたときとは違う意味で、ごくりと喉が鳴る。

　シンとて男。ＮＰＣならいざ知らず、この世界のシュニーは紛まごうことなき本物だ。当然、何も感じないわけがない。

　正直に言うと、シンの好みを結集して作成したのがシュニーなのだ。

　ただ横に寝ていただけなら、別の部屋に連れていってベッドに寝かすという紳士的な行動ができただろう。だが、抱きしめられた右腕から伝わるシュニーの体温と胸の柔らかさが待ったをかける。わかっていてもつい左手がシュニーのほうへ伸びてしまう。

（これは……マズイ）

　アルコールを理由にする気はないが、どうしてもその無防備な寝顔から目が離せない。

　わかってはいる。そう、駄目だというのはわかっているのだ。

　熱を持つ頭を必死に冷まそうとするが、思うように理性が働いてくれない。

　彼女の顔はひどく無防備で、無む垢くで、どこか悲しげだった。

　もう少しだけ、そう自分に言い訳してシュニーを引きはがすまでの時間を延ばそうとする。

　そんなときだ。雲に隠れていた月が顔を出したのは。

　さえぎられていた月光が室内を優しく照らし出す。それはベッドの端、ちょうどシュニーが寝ているところまで届いた。

「……っ!?」

　月光に照らされて、シュニーの体が淡く輝く。ベッドに広がった銀髪が月の光を受けて神秘的な色合いとなる。そして、その閉じられた瞳から光るものがこぼれ落ちた。

「シュニー……」

　流れる輝きは、涙。

　それが１筋の線となってシンの服を濡らしていた。

「…………」

　それを見た瞬間、シンの意識にかかっていた霧が晴れる。

　冷まそうと躍やっ起きになっていたはずの熱は一瞬で姿を消した。

　悲しげな寝顔を見てしまったから。

　何を思って泣いているのか、シンにはわからない。

　再会の嬉し涙だろうか。やがて来る別れを思っての涙だろうか。

　涙を拭ぬぐって、優しく頭を撫でる。

「あ……ぅ……ぃ……」

　よく聞き取れなかったが、微かに漏れた言葉は「主」だろうか。まだ、「シン」と呼び慣れていないのだろう。

（俺は……）

　天上を見上げ、眠るシュニーを右腕に感じながらシンは考える。

　意識が闇に沈むまで、答えは出なかった。





　　　　　　　†






　時を半日以上遡さかのぼる。

　シンとシュニーがヴィルヘルムたちと合流するために疾走していた頃。

　今や只の広い草原となった亡霊平原には、戦闘が終わったことを悟った冒険者、騎士団の面々が集まり、調査を行っていた。

　ついさっきまで広がっていた天に昇っていく魔力の光は消えてしまっているため、魔導士が総出で明かりを灯している。夜が明けるのを待って作業を始めるという選択肢もあったが、事が事だけに早急な調査が必要と判断されたのだ。

　戦闘に参加していたはずのシュニー・ライザーが立ち去っていることから、少なくとも危険はないだろうという考えもある。

「あれはいったい何だったのだ」

　騎士や冒険者があわただしく動き回るなか、戦闘の傷跡が深く残る平原を眺めながら１人の女性がぽつりとつぶやく。

　金糸のような髪を風に遊ばせる彼女の名は、リオン・シュトライル・ベイルリヒト。

　ベイルリヒト王国第２王女である。




　あれは数時間前、森の中で騎士と共にスカルフェイスと交戦していた矢先の出来事だった。

　突如、夜空に響いた悲鳴のような、慟どう哭こくのような、声ならぬ声。

　同時に、今まで相手にしたこともないような強さを持つスカルフェイスの群れが出現した。

　リオンの目の前で次々と地面から湧き出した新たな敵は、それまで戦っていたスカルフェイスとは段違いの強さを持っていた。

　最初に感じたのは恐怖だ。

　殺されるという恐怖ではない。相手の強さがわかっただけに、それが引き起こす惨劇を想像して強い恐怖を感じた。

　あれを平原から解き放ってはいけない。頭の中にあったのはその思いだけだった。部下の制止を振り切ってスカルフェイスと剣を合わせる。

　手に伝わってくる一撃の重さ、上級騎士と見紛うほどの身のこなし。選定者の中でも上位と言われる自分と互角に打ち合えるのは異常だった。

　装備は普通のスカルフェイスと同じだったので装備の差で勝てた。

　数日前、突如自分の部屋の壁に突き刺さった白い大剣。アンデッドの弱点である光属性が付与された大剣は、スカルフェイスを着実に弱らせる。

　だがいかんせん数が多すぎた。他の騎士では１人を除いて相手にならない。

　そこでリオンは、国への伝令を走らせると同時に前に打って出た。少しでも相手の注意を引き、時間を稼ぐ。化け物の群れをこの場に止めるために。

　ただ１人の部下を連れて、戦場のただ中へ突き進む。

















　目の前には先ほどのスカルフェイスの上位個体が現れた。おそらく、最初の相手がジャック級、そして目の前にいるのはクイーンかキング級。

　ありえない、あってはいけない。

　かつて起こった単騎のキング級による災害は、まだ人々の記憶に強く残っている。そんな相手が平原を埋めつくすように出現している。未み曾ぞ有うの大災害となりかねない。

　死が自分たちを取り囲んでいるのを実感する。死神の吐息を肌で感じる。

　震えそうになる体を叱しっ咤たし、剣を握り直したとき、空から赤い砲弾が飛来した。

　それは全弾がスカルフェイスに命中し、全身を穴だらけにしていく。盾も剣も鎧も手も足もコアであっても。

　見た目は炎術系魔術アーツ【ファイアーボール】に似ている。だが、あれには目の前の炎弾のような追尾性も威力もない。そもそも炎術でありながら爆発しないのがおかしい。着弾時に発生する光は、まるでその部分だけ削り取ったかのように対象を消滅させている。

　自分に当たらないのが不思議でならなかったが、援護されているということだけはわかった。

　炎弾を放ってくれている相手に感謝し、周囲を囲むスカルフェイスの相手をしようと剣を構え直した矢先。今度は目の前を蒼あおい雷光が通過していった。

　多くの国を救ったある人物が得意とする、雷術系魔術スキル。アーツとは一線を画かくすスキルの中にあって、上位の威力を誇る強力無比の技だ。

　雷光が消えると同時に現れたのは、想像通りの人物。銀の髪をなびかせる月の祠の店長代理、シュニー・ライザー。

　以前見たときとなんら変わらぬその姿、落ち着きのある声に、リオンは死が遠のくのを感じた。

　青い雷光が、死神すら吹き飛ばしてしまったようだ。

「ここは私が引き受けます。森へ散らばる個体をお願いします」

　その言葉にうなずいて踵きびすを返す。視界の端でスカルフェイスが木端の如く散っていくのが見えた。

　そうして森に散在するスカルフェイスを倒していると、突如昼間になったかのように周囲が明るくなり、相手にしていたスカルフェイスが一瞬で灰になった。

　そのあとに遭遇したスカルフェイスの動きは鈍く、剣の一撃で粉々に砕けた。自分と互角の腕を持っていたはずの相手が、普通の騎士でも倒せるほどに弱っている。

　原因は平原に降り注ぐ光だろう。柔らかな、優しい光。受けていたダメージが回復していくのがわかった。

　こんなことができるのはやはりシュニーだからだろう、と思わずにはいられない。

　しばらくすると、蠢うごめいていたスカルフェイスが一斉に魔素となって溶けた。それを見て今回の事態が終息したのを理解したのだ。




　今、リオンはシュニーが戦っていたであろう戦闘の跡を見ている。

　大地に残る傷跡は深い。深く抉られた地面が数百メルにわたって続き、まるで大地が溶けたような場所すらある。激突したと思しき場所には、異様なほど深い斬撃と高電圧の焦げ跡。

　一体どれほどの威力でぶつかったのか、もはや想像もできない。

　姉である第１王女の魔術なら似たようなことができるかもしれないが、あのスカルフェイスの群れに飛び込んで、接近戦をこなしながらなど不可能だ。

「これが、ハイヒューマンに認められた者の力なのか」

　あらためてその力を認識した。挌が違うとはこういうことなのだろう。

　１人で１００人分以上の戦力などと言われているリオンだが、シュニーと比べるとただの騎士と違わないように感じられてしまう。

「黄昏たそがれてるとこわりぃですが、ちょっとこれ見てもらえませんかね？」

　話しかけてきたのは、周囲の調査に行っていた部下だった。

　他の騎士より１回り大きな体を赤い鎧で包んだ男、名をガドラス・ジャールという。

　ベイルリヒト王国騎士団長にして、王国最強の騎士団【赤狼】の隊長を務める男である。

　同行しているのは戦闘の補助とリオンが暴れすぎないようにするためなのだが、今回の件ではその役割もほとんど果たせなかった。ガドラスもまた、スカルフェイスと正面から打ち合わざるを得なかったからだ。

　騎士団で唯一リオンと近接戦をこなせる選定者であり、お目付け役でもあるガドラスも、今回ばかりは戦闘をこなすだけで精一杯だった。鎧に刻まれた多くの傷がその証拠だ。

　そんなガドラスの手には、１本の刀が握られていた。柄はボロボロでところどころ黒ずみ、刀身にひびが入り、刃もところどころ欠けている。刀としてはもう死んでいると言っていい状態だ。

「これは？」

「あそこの抉られた地面の先にあったもんです。ちょうど亀裂が途切れたところに刺さってたんで回収してきました」

　刺さっていた向きと地面の抉られた線がぴったり一致するという。

「こりゃ俺の勘ですが、地面を抉ったのはこの刀じゃねぇかって思うわけです。どんなスキルを使ったのかはわかりませんが」

「ふむ、可能性はあるか」

　戦場にいたのはシュニー・ライザーともう１人の誰か。少なくともシュニーであれば、そのくらいのことはできるだろうとリオンは考えた。

「ただですな。この刀のここ。何が見えます？」

「……何かの、鳥？」

「ええ、詳しい奴の話じゃ、隼はやぶさって鳥じゃないかって話です」

「それがどうかしたのか？」

「いえね、それを刀に描く鍛冶師に心当たりがありまして。もちろん可能性の１つでしかないんですが」

「心当たり？　なにも隼を描く鍛冶師が１人しかいないわけではないのだろう？　なぜそんなに騒ぐ」

　突然そんな話をするガドラスに、リオンは首をかしげた。変に浮ついているように見えたのだ。

「こいつを見てもらえればわかります」

　ガドラスはそう言ってボロボロの柄を持ち、刀を上段に構える。そして、真一文字に大地に振り下ろした。

「……なるほど、そういうことか」

　納得の表情を浮かべるリオン。

　その視線の先には深く抉られた地面があった。いくら選定者であるガドラスといえど、刃こぼれした折れかけの刀でこれほどの斬撃は放てない。

　加えて件くだんの刀はガドラスの力で振るわれたにもかかわらず、折れかけのまま、その形を維持していた。

「普通なら折れるか砕けるはずだってのに、これだけの威力を出してもびくともせんのです。明らかに並の鍛冶師の打ったもんじゃない」

「確かに……万全の状態ならどれほどの威力が出るか」

「それでですな。この紋章を武器に刻む鍛冶師でこれほどの刀が打てる人物といえば、自分の知る限り１人しかいないんです」

「ふむ、誰だ？」

　リオンは努めて冷静に返す。ガドラスの声がさらに興奮の色を帯びたからだ。

「ハイヒューマン。その中でも鍛冶の技を窮きわめたと言われる【黒の鍛冶師】ですよ」

「そうだな。ハイヒューマン、とりわけ鍛冶に精通した者ならこの刀を打てるのも理解できる。だが、もうこの世にはいないはずだ。直属の配下であるシュニー殿なら、そのような武器を持っていてもおかしくはないがな。それに私たちを援護したスキルやあの光を見れば、【赤の錬金術師】の可能性もあるぞ」

　リオンが口にした錬金術師とは無論、六天の魔導士兼錬金術師ヘカテーのことだ。

　六天は生産面が有名なので、それに関連した名で呼ばれることが多い。職業名の前に付けられている色は、それぞれが好んで着ていた服の色である。

「まあ、確証はありませんがね……とにかく、ハイヒューマン製の武器が転がってることだけでもすごい。それに、あのシュニー殿が主の武器をこんな状態にするとは思えませんで。ましてや放置したまま去るなんて、するはずがないでしょう。となると、この手の武器を使い捨てにできるような、突拍子もない御ご仁じんが他にいたんじゃないかと思うわけです」

「しかし、今回の戦いはこれまでのものとは規模が違う。あの夜を照らす光を見たならわかるだろう？　それほどの激戦ならば、シュニー殿ですら、武器の消耗を考えてはいられなかったのかもしれない……だが、あそこにシュニー殿以外の誰かがいたのは事実だ。一体何者なのか」

「シュニー殿が窮きゅう地ちに立たされるなんざ、想像できませんね」

　ガドラスの言葉を聞きながらリオンは考える。実際、スカルフェイスを軽々と蹴散らすシュニーの姿を見ているだけに、リオンも自身の言葉に説得力を見いだせないでいた。

　頭をよぎるのは自分を援護してくれた魔術スキルの主だ。威力と規模から見て、ハイヒューマンでなくとも選定者クラスであることは間違いない。

　自分たちが森へ向かった後、シュニー・ライザーと共闘したのだろうか。それほどの実力者があの場にいたというなら、それはいったい何者なのか。

「……まさか、本当に？」

　あの場に、ハイヒューマンがいた？

　ガドラスの持っている刀は、完全な状態ならばリオンの持っている武器より上級だろう。そんな武器を使い捨てにできる存在など、そういるとは思えなかった。

「いや、ありえない」

　リオンは頭かぶりを振って自分の考えを打ち消す。ハイヒューマンは『栄華の落日』に、多くの者たちと同様に姿を消してしまったはずだ。今も謎とされている異変から、帰還した者は誰もいない。

　だが、しかし。しかしだ。

　英雄や勇者と呼ばれる者たちをまとめて叩き潰した、という逸話まであるのがハイヒューマンなのだ。

　戻ってきたとしてもおかしくはないのではないか。

「……やめよう、考えたところでわかるわけがない」

　あの場にいたのが誰なのかはわからないが、シュニー・ライザーの関係者ならば危険人物ではないはずだ。

　月の祠の監視に多少人員を割かなければならないが、さしたる問題ではないだろうとリオンは考えた。

「調査が終わり次第、国へ帰る。できることならシュニー殿と話をしたいところだが……」

「難しいでしょうな」

　ガドラスの言葉に、リオンもわかっているというふうにうなずく。

　依頼が終われば長居はしないのがシュニー・ライザーだ。あちこちから誘いが来て収拾がつかなくなるからだが、今回はそれが煩わずらわしい。

「ガドラス。確か【黒の鍛冶師】は月の祠の店主だったな」

「そのはずですが？」

「ふむ、ならば帰ったらさっそく月の祠を訪ねるとしよう」

「自分が言うのもなんですが、ほんとにハイヒューマンが戻ってきたと思ってるんで？」

「戦場に少なくとももう１人いたのは間違いない。それが誰か確認しておかねばならんだろう。もし本当に戻ってきていたなら、ぜひ手合わせ願いたいな。結婚相手としても申し分ない」

「ま、またいきなり、何言ってんですか」

　突拍子もないことを言い出すリオンにガドラスは慌てた。

　冷静に考えれば、王女１人の献身でハイヒューマンを味方につけられるのなら、国にとっては安いものだ。そのくらいのことはガドラスも理解している。

　問題なのはこの王女リオンが、頭の中の一部が筋肉で出来ているのではないかと言われていることだ。

　事実ではないが、「自分と契ちぎりたくば自らの力でもって倒して見せろ」とまで言ったと思われている。これさえなければ……と王を含め家臣一同、何度考えたことか。

　王女としての立場も理解しているし、民を思う気持ちもある。将来、望まぬ結婚を強しいられることもわかっているだろう。

　今回も、スカルフェイスが亡霊平原から溢れ出すという事態にさえならなければ、その行動にさしたる問題もなかったのだ。王女を国外に、それも戦場に送り出すのも、リオンとガドラスが選定者であり、腕が立つがゆえに大きな問題ではなかった。

　いざというときに協力は惜しまないという姿勢を他国に見せると同時に、その力と美貌で騎士たちの士気を向上させるという名目で、今回の調査兼掃討戦に参加したのだ。

　後者の役割はシュニーに持っていかれてしまったものの、与えられた役目はしっかりと果たしている。

　１点。変わり者という１点さえなければ完璧なのだ。

　頭の中のすべてではなく、一部が筋肉で出来ていると言われる由ゆ縁えんがここにある。

「念のために言っときますが、力試しとか言って、いきなり切りかかるような真似はしないでくださいよ？　ハイヒューマンが敵に回った日にゃ国が消えちまいます」

「そこまで非常識ではないぞ」

「どの口が言ってんですか。まあ、本当にハイヒューマンなら相手にもならないでしょうが」

　聡明なはずなのに、なぜか唐突にズレた答えを返すリオンにげんなりするガドラス。

　刀を発見したときの興奮もどこへやらであった。
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　月の祠で一夜を明かした、翌朝。

「……まぶしい」

　目が覚めたシンがまず思ったのはそれだった。

　カーテンを閉めていなかったので朝日がベッドの上まで延びていた。今はちょうどシンの顔にかかっている。

「今何時だ」

　アラームを設定せずに寝てしまったので時間がわからない。メニュー画面を出すと６時半を少し過ぎていた。

「シュニーは……いないな」

　右腕に抱きついていたはずのシュニーは影も形もない。おそらくもう起きているのだろう。ほのかに香る朝あさ餉げの匂いがシンの確信を強くする。

　そこまで考えて、左腕に違和感があった。まさかと思いながらそっちを向くとベッドに広がる銀髪が目に入ってきた。それだけならシュニーかと思っただろうが、どうも体格が違いすぎる。

　一糸まとわぬ姿ですやすや寝ているのは、年齢にして10歳くらいの少女。

　その正体は──。

「ユズハか……」

【分析アナライズ】が少女の名前を表示する。おそらく、昨日の戦いの後に言っていた頭の中がすっきりしたというのは、何かしらの封印が解けたということだったのだろう。異常なレベルアップも、唐突に言葉が話せるようになったのも、この容姿になったことも、それならば説明できる。

　なにせ、ゲームではレベル１０００の最上級モンスターの１角であり、しゃべることも人化もデフォルトで可能だったのだ。むしろ狐の姿のままだったほうが不自然と感じただろう。

　何気に狐耳と尻尾を残しているあたり、こういったものが好きな人には堪らない容姿となっている。

「にしても、これはなかなか危険な構図」

　よくあるパターンとしては、ここでタイミングよく誰かが起こしに来る。そして、誤解による理不尽な一撃を喰らわされるのだ。

　今はまだ扉の向こうに人の気配はないが、油断はできない。

「おい、起きろユズハ。朝だぞ」

　肩をつかんでユズハを起こしにかかる。部屋の外に注意を向けながら、少し強めに揺する。

「うにゅ……なに～？」

「もう１度言うが、朝だ」

「ねむいの……」

　どうやら中身も外見と同じのようだ。シンの記憶にあるエレメントテイルは古風なしゃべり方をしていたのだが、今は幼子のような、というより幼子そのままな口調をしている。

「ほれ、早く起きる」

「ん～？　あ、シンだ～。おはよー」

「ああ、おはよう。起きたらとりあえず服を着てくれ」

　少しばかり寝ぼけているようだったが、起こしたのがシンだとわかると「にへら」と笑顔を向けてきた。見る者によっては悶え転げていただろう。

　当然シンにそんな属性はないので軽くスルーし、服を着るように促す。

「シンあったかーい」

「なぜ抱きつく。女の子がはしたない真似をしてはだめだ」

　ユズハを引きはがしながら言い聞かせるシン。

「えー」

　全裸幼女に抱きつかれているところなどを誰かに見られた日には、すべてが終わる。

　妹をあやしている気分になりつつ、距離を取る。

「おんなのこはダメ？」

　なぜか女の子と言うところを強調して聞いてくるユズハ。

「ダメだ」

「じゃあこっちにする！」

　突如ユズハの体が仄ほのかに光り出したと思うと、わずかにあった胸のふくらみが消え、髪はベリーショートほどの短さに。そしてその股こ間かんに、幼女についているはずのないものがあった。

　目の前で起こった現象が衝撃的すぎて、シンの思考が一瞬停止した。

「……おい……なぜ、そうなった？」

「おんなのこがだめだったら、おとこのこになればいい！」

　美少年が全裸で胸を張りながら言うセリフではない。

　シンの目の前にいるのはロリコン垂すい涎ぜんの美少女ではなく、ショタコン垂涎の１人の美少年。エレメントテイルに確定した性別はない。それをまざまざと実感させられた瞬間だった。

「女の子だろうが男の子だろうが、全裸で抱きつくのはダメだからな」

「シンはおとこのこ、きらい？」

「なぜだろう、おとこのこが違う意味に聞こえる」

　そしてふと感じる違和感。なにか、ユズハが知るはずのない意味を含んでいるように聞こえた。

「ユズハ？　１つ質問なんだが、お前の言うおとこのこってのは、つまり男だよな」

「くぅ？　かわいいおとこのこ、っていみじゃないの？　でも、ふしぎ。おとこのこはかっこいい、だとおもうの」

「…………」

　とりあえず大丈夫そうだが、戦せん慄りつである。

「シン？」

「まあ……間違ってはいない、かな」

　シンは適当に誤魔化しておいた。

「というかどこで聞いたんだ？」

「じんじゃにきたひとがいってた。ほかにもびーえるっていうのがおもしろいんだって」

「誰だー!!　エレメントテイルなんてボスの前でそんなアホな会話しやがった奴はーー!?」

　どこの誰とも知れないプレイヤーに呪じゅ詛そを送りつつ、幼女モードに戻るよう指示を出す。ロリならともかく、ショタ疑惑は精神的につらすぎた。

「ほれ、とりあえずこれを着る」

「わぷ。なーに？」

「前にネタで作った奴だ。確かいつもそんな感じの服着てただろ？」

　シンがユズハに渡したのは白衣と長なが襦じゅ袢ばんに緋ひ袴ばかま。要は巫女服である。もちろんシンが作った以上、ただの布で出来た品ではない。

　居場所が神社というのもあったのだろうが、基本的にゲームで人型になるときはこんな服装だったのである。

「おおー」

「色が違うと思うから変えたければ言ってくれ。確か群ぐん青じょう色だったか？」

「これでもいいー！」

　ユズハは喜びながら巫女服を着ていく。サイズ調節機能がついているので、体型が小さくても問題はない。

　ただ、記憶が曖あい昧まいなのか、着替え始めてから数分で、すでにあちこち着き崩くずれしていた。

「シン～……」

　弱々しい声でシンを呼ぶユズハ。

「わからないなら初めから言えって」

　シンはそう言いながら、ユズハの服装の乱れを直していく。

　なぜ巫女服の着せ方を知っているのかと言えば、備考欄に図解付きで載っていたからである。服系のアイテムには一部にそういったものがあった。理由は不明だ。

　ユズハはシンが追加で取り出した足た袋びをはき、ベッドの上を上機嫌でクルクル回っている。

「くぅ～」

「あんまり動き回るなよ。また着崩れるぞ」

「そしたらシンにきせてもらう～」

「やめい」

　何が嬉しいのか、袴から伸びる尻尾も体に合わせてくるクルクル回る。心なしか背筋が伸びている気がするのは巫女服の効果だろう。

　武道の道着を着たときに気持ちが入る感覚に近いのではないかとシンは思う。ああいった服装は着ただけで背筋が伸びる気がするのだ。

「ほれ、回ってないで行くぞ。もうすぐ朝飯のはずだ」

「あさごはん！」

「ユズハも腹減ってるだろ」

「うん！」

「なら行こう。ん？　誰か近づいてくるな。この反応はティエラか…………はっ!?」

　ティエラには、まだユズハのことを詳しく説明していない。

「シン、起きてる？　もうすぐ朝ごはんなんだけど！」

「あ、ああ。すぐに──」

　ドアをノックして用件を告げるティエラ。

　さすがに小説や漫画のように無遠慮に扉が開けられることはなかった。だが、待ち切れなかったのか、ユズハが扉を思い切り開け放つ。

「ごはーん!!」

「──ちょっ!?　ユズハストップ！」

「え？」

　ティエラが驚いた声を上げると同時に、ティエラと扉がぶつかる鈍い音が響いた。

「いった～……」

「えと、あの、あう…………」

　シンが扉の横から顔を出すと、赤くなった鼻を押さえているティエラと、その姿を見てあわあわしているユズハがいた。尻もちをついたらしく、ティエラは女の子座り状態だ。

「大丈夫か？」

「う～、この子は？」

「ユズハだ。実は変身能力も持っててな。ほら、ティエラに謝る」

「ご、ごめんなさい……」

「なるほどね。ああ、大丈夫よユズハちゃん。そんなに強く打ったわけじゃないから。でも扉を開けるときは注意してね。あと、おはよう」

　ユズハを安心させるように笑って見せるティエラ。今のユズハは思考や仕し草ぐさが年相応なので、子どもがはしゃぎすぎただけだと思っているのだろう。

「わかった。えと、おはようございます」

　２人が話す様子を見ながらシンは考える。ユズハの状態を見るに、これが現状での成長上限なのだろう。あれ以降レベルアップもしていないし、精神面でもまだ完全に元には戻っていないのがわかる。

　なぜユズハの力が封印されていたのか、本人からどれほどの情報が得られるかわからないが、確認しておかなければならないだろう。シンの知らない何かが起こっているのは明らかだ。

「さて、仲直りできたら行こう。朝飯なんだろ？」

「うん、後は盛り付けるだけだから。師匠ももう向こうにいるわ」

「ごっはん、ごっはん」

「もとは子狐だっけ。ユズハちゃん、油揚げは好き？」

「すき！」

「じゃあ、お昼はいなり寿司にしようかしら」

「ほんと!?」

　いなり寿司と聞いて喜ぶユズハ。その様子は仲なか睦むつまじい姉妹に見えなくもない。

「おはようございます。あら、ユズハは人化もできたのですか」

　３人がリビングに着くと、配膳をしていたシュニーが挨拶をしてくる。ユズハがエレメントテイルだということは知っていたので、さほど驚いてはいないようだ。

　シンは、昨晩のことについては触れないでおこうと決めた。

「お、おはようございます」

　ティエラのような突然の出会いでなかったからか、少し緊張気味に挨拶をするユズハ。

「はい、おはようございます。では、もう１人分用意しましょうか」

　優しく微笑みながらシュニーが挨拶を返すと、掴みっぱなしだったシンのズボンの裾すそからやっと手を離した。

　テーブルは４人が座ってもまだ十分余裕がある。シュニーがユズハの分の朝食を用意しているうちに、シンは余っている椅子をユズハのために持ってきた。

「ではいただきましょう」

「いただきます！」

　献立は白飯、わかめと豆腐と油揚げの味噌汁、アジ（に近い魚）の開きだ。エルフに日本食は似合わないかと思っていたシンだが、木の箸はしで魚をほぐしていく姿は意外にも違和感がない。

　ユズハは箸がうまく使えなかったのでスプーンだ。

「おいしい！」

「さすが師匠です」

「すげぇな、これ」

　出てくるのは称賛の声。豪華ではないが、リアルでも食べたことがないほどうまかった。

「スキルの恩恵もありますからね。あまり自慢はできません」

「そんなにすごいもんなのか？」

「少なくとも２段階はうまみが上昇しているはずです」

「そうなのか、でも元がうまくなきゃ補正も何もないんだし、やっぱり凄いと思うぞ」

「そうですよ、あんなに練習してたじゃないですか」

　謙けん遜そんするシュニーがいかに努力していたかをティエラが語る。

　料理スキルは確かにいろいろと補正がかかるが、味の悪いものが良くなるということはない。まずいものはまずいのである。

　スキルの補正があったとしても、料理の腕がいいことには変わりないのだ。

「ごちそうさまでした」

「はい、お粗そ末まつさまです」




　朝食が終わるとシュニーとティエラが片づけを担当し、シンは月の祠の奥にある鍛冶場へと向かった。ユズハは興味があるのかついてきている。

「こっちにはなにがあるの？」

「倉庫と鍛冶場だ。倉庫内はちょっとばかし特殊でな。見た目よりかなり容量があるんだ」

　月の祠の倉庫にはギルドハウスほどではないが、かなりのアイテムが保管されている。シン個人の倉庫なので、内容が武器や防具などに偏っていた。

「見たい」というユズハの意見に応えて少し寄り道。

　倉庫の見た目は錠前のかかった普通の扉だ。ただ、頑丈さはゲーム時代のシンが殴っても壊れないほど高く、物理的に壊すことなどできないと言われていた。

「ちょちょいと魔力を流してっと……」

　カキンッという軽い音が鳴り、錠が外れる。魔力認識によって鍵が開くタイプなのだ。鍵穴をいくらいじっても扉は開かない。完全にフェイクである。

　扉を押して中に入ると、そこには所狭しと並べられた武具、武具、武具……とにかく武具が並んでいた。

　剣、刀、槍、弓、短剣、大槌、ハルバード、フレイルなどあらゆる種類の武器がある。

　別の場所には全身甲冑に武者鎧、特注と思われる籠こ手てや盾が並んでいる。もちろんどれも貴重なもので、特殊ユニーク級から始まり、伝説レジェンド級、神話ミソロジー級、果ては古代エンシェント級まで様々だ。

　魔力に敏感な者でなくとも、この部屋に入った瞬間に膨大な圧力を感じるだろう。どのアイテムからも量や質は違えど、この世界の住人からすれば異常と言うのも生ぬるいような、圧倒的な魔力が放たれていた。

　どれか１つでも売りに出されれば、各国が威信をかけて競り落とすだろう武具の山。そんなものが大量に収められた倉庫はすでに魔ま窟くつの様相を呈ていしている。

「すごーい！　でもなんかぴりぴりする～」

「魔力がこもってるんだな。きついなら入らないほうがいいぞ」

「ユズハ、このくらいへいき！」

　幼くはあっても、さすが最強種の１つであるエレメントテイルだ。

　レベルの低さもあって軽く受け流すことはできないようだが、武具から放たれる魔力の圧力に気け圧おされることなく、むしろ興味深そうに倉庫内を眺めていた。突き出した尻尾の毛が思い切り逆立っていたが、そこは言わぬが花だろう。

「見るだけならいいが勝手に触るなよ？　呪いの武器もあるからな」

「あぶないの？」

「ああ、怪我じゃすまないものもあるからな。入れ物に封印機能はあるが、お前なら壊せそうなのがいくつかあるし」

「むー、ユズハこわしたりなんかしないもん」

　頬を膨らませるユズハに謝りながら、鍛冶場へ。ここも以前と変わりなく、完璧な状態で主シ人ンの帰りを待っていた。

「どれも問題ないな。すぐにでも使えそうだ」

「なにやるの？」

「ここで剣とか鎧を作るんだ。でも今日はそれをする前に、ユズハに聞かなくちゃいけないことがある」

「ききたいこと？」

「いろいろとな。さて一旦リビングに戻ろう。そこで話を聞く。剣を打つのはそのあとだな」

「じゃあ、はやくいこ。シンがけんをうつところみたい！」

　目をキラキラさせたユズハは待ちきれないとばかりにリビングに戻っていった。何をそんなに楽しみにしているのかわからないが、軽く道具のチェックをしてユズハの後を追う。

　シュニーたちの片づけも、そろそろ終わっているだろう。




　リビングに戻ると、すでに３人はテーブルを囲んでいた。早く早くと急せかすユズハに苦笑しながら席に着く。

「シンがききたいことってなぁに？」

「まず１つは、なんであんな神社で弱っていたのかってことだ。あと、５００年くらい前に大量に人が消えたことがあったろ？　それについて何か知ってたら教えてくれないか」

　シンの質問を聞くとユズハは腕を組んで何かを考えるように目をつむった。数秒ほどそうしてから、おもむろに口を開く。

「えっとね。ユズハがあそこにいたのは、あのなかが一番痛くなかったからなの。お外にでるとすごく苦しくなって、たおれちゃうから」

「そうか、あの床に描いてあった模様のことは何かわかるか？」

「んー、わかんない」

　シンとしては症状を遅らせるか緩和する機能があると思っていたのだが、ユズハはそれを覚えていないらしかった。

「人が消えたことについてはどうだ？」

「わかんない。人、あんまりこなかったし」

「そういえば、人払いみたいなのが張られてたっけか……」

　神社周辺に張られていた精神に作用する結界──あれのせいで人が寄りつくことがなかったのだろう。

「結局、ユズハはあそこで何をしてたんだ？」

「えっと、ひなたぼっこしてたらとつぜん地面がばーんってなって、風がびゅーびゅーふいてきて、山がどっかーんてしたの。ユズハはびっくりしてとびおきたの。それから地面がめちゃくちゃにならないようにがんばっておさえてた」

「……つまり、天変地異が起こってそれを抑えようとしてた？」

「おそらく、それで間違いないかと」

　シュニーが相槌を打つと、ティエラは目を丸くした。

「え、それほんと？」

　どういう方法をとったのかはわからないが、エレメントテイルは全属性に対応したモンスターだ。何か特殊な方法で天変地異に干渉した可能性が高い。

「がんばってたらきゅうに力がぬけて、じんじゃで休んでたの。からだに力がはいらなくてもうすぐしんじゃうんだって思ってたときに、シンがきてくれた」

「けっこうぎりぎりだったわけか」

「きもちわるい風がふいてきて、こわかったの」

　気持ちわるい風と聞いてシンが思い浮かべるのは瘴しょう気きだ。おそらくあのときの【呪いカース】や【毒ポイズン】は瘴気が原因だったのだろう。

　ゲーム中では瘴気が多い地域ほどモンスターの数が増え、レベルが上がった。そのうえプレイヤーには、ステータスに応じて一定時間ごとに状態異常が付与されるという面倒な仕様だった。

　モンスターはともかく、状態異常自体は定期的に一定ランク以上の回復薬ポーションを飲んでいればよかったので、高ランクプレイヤーにはあまり関係なかったが。

「ユズハを助けられたのはミリーのおかげだ。ミリーの助言がなかったら俺は動かなかったろうしな」

「みーちゃんにまたおれいにいくの」

「そうだな、何かお土産を持っていこう」

　星詠みのことが伝わらないよう、注意して話すシン。ユズハもわかっているのかいないのか、そんなシンに合わせる形となった。

「ねぇ、ミリーって誰なの？」

　ティエラが首をかしげている。

「王国の孤児院に住んでる子だ。知り合ったのはたまたまだったな。ヴィルヘルムを知ってるなら、あいつが守っている孤児、で通じると思うんだが」

「ああ、あの人」

「ヴィルヘルムは知り合いか？」

「師匠にたまに会いに来るのよ。滅多に会えないんだけどね。ついでにお菓子とか買っていくからどうしてるのかと思ってたけど、孤児院に行くなら納得かな」

　ティエラが作った菓子をヴィルヘルムはよく買っていったらしい。

「ティエラの作るお菓子はおいしいですからね」

「いえ、安いからですよ。師匠のお菓子のほうがおいしいです。王様の使いの人が買いにきたこともあるじゃないですか。私のはエルフの里仕込みなので珍しいだけで」

　互いに褒め合っているのは、どちらもうまいということだろう。

「エルフの里仕込みって、どんなものなんだ？」

「えっとキャファルっていう焼き菓子なんだけど、聞いたことある？」

「いや、ないな」

　そもそもエルフの得意な菓子などという設定に覚えがない。料理は専門外なので、レシピを持っていても作ったことのない料理や作れない料理は多いのだ。

「もっとも近いのはフィナンシェでしょうか。１口大のお菓子なので子どもたちに配るにはちょうどいいのでしょう」

「思いつきで並べたんだけど、今じゃ売り上げの１、２を争ってるわ。もともと森の中で生活していたから、蜂はち蜜みつを使ったお菓子が得意なの」

「そうなのか。でも待て。月の祠うちって食品メインの店じゃないはずなんだが、他の売り上げは？」

「シンが不在だったので売り物が少ないんです。私も鍛冶については素人でしたし、商品を補充しようにも、武具を保管している倉庫を開けられたのはシンだけでしたので」

　下手にどこかから仕入れたりすると、その権利をめぐって争奪戦になるので商品の補充が難しかったらしい。作り手がいなくなれば在庫不足になるのは当然だ。

「なんというか、すまん。シュニーにも開けられるようにしとけばよかったな」

「開けられたとしても、売りに出せるものはあまりないのですけどね」

「…………確かに。開けられても解決にはならなかったか」

　ゲーム時代も細々と営業していたのだ。無理もない。

「時間があるときにでも商品を補充しておいてくださると助かります」

「了解だ。さて、話が脱線したな。ユズハ、続きをいいか？」

「うん。でも、ずっとじんじゃにいたからもうしってることはないよ」

　天変地異への干渉は、エレメントテイルをしても至難の業だったようだ。世界の情勢を知らないと言っても、『栄華の落日』以降の天変地異の被害を減らそうと人知れず努力していたのだから、責めることはできない。

「そうか、一応何か思い出したら教えてくれ」

「うん、わかった。えっと、ティエラおねぇちゃん、さっきのきゃふぁるっておかしまだある？」

　話が一段落すると、ティエラに件の菓子がないか聞くユズハ。よほど気になっているのか、鍛冶のことも忘れてティエラに迫る。尻尾がばさばさ揺れていた。

　こんなところも見た目の年相応だ。

「申し訳ありませんが、最後に１つ。シンに話があるんです」

「……なんだ？」

　さっきまでとは違う、真剣な雰囲気のシュニーが、解散しようという空気に待ったをかける。

　切り出すタイミングをうかがっていたようだ。

「実は取り急ぎ会っていただきたい者がいるのです。いろいろと調査しなければならないことがあるのは重々承知していますが、今回はこちらを優先してもらいたく」

「その、会ってほしい相手っていうのは誰なんだ？」

　シンはシュニーの口調がどこか焦っているように感じた。なにか、もう時間が残されていないような、そんな焦しょう燥そう感かんがあった。

　居い住ずまいを正してシュニーの言葉を待つ。

「再会してすぐに伝えるのもどうかと思い、昨日は話しませんでしたが、会ってほしいのはジラートなのです」

「ジラートか…………いや待て、ほんとにジラートなのか？」

　ジラートとはシンのサポートキャラクター、ナンバー３のハイビーストだ。だが『栄華の落日』から５００年以上経っている今、ジラートと会えというのは不可能なはずだった。

「……生きてるのか」

　そう、いかにハイビーストといえど寿命には勝てない。ヒューマン、ビースト、ドワーフは１００年生きれば長生きなのだ。

　エルフやピクシー、ドラグニル、ロードといった種族が長命種と言われるのに対して、この３種族は短命種と言われていた。ハイビーストとハイドワーフは上位種族だが、それでもせいぜい１５０年のはず。

　ビーストはモデルとなった動物によって寿命の長短が激しいが、ジラートのモデルは選択肢の中では比較的オーソドックスな狼。特別長生きするものではない。

　ジラートが王になったことは聞いていた。だがかなり昔の話だったので、まだジラートが生きているとは思っていなかったのだ。

　獣人の各部族を束ねて形成されているのがファルニッド獣連合。それがジラートが世界を襲った混乱の中で作り上げたものだ。

　そして、その初代獣王こそ、シンのサポートキャラクター、ナンバー３のハイビースト。

　ジラート・エストレア。

　シンが覚えている容姿は、通常の人形態時は、黒に近い短く刈り込んだ茶髪と無精ひげが特徴の40すぎくらいの男性だ。美男美女ばかりというのも味気ない、ワイルドなおっちゃんもいいという理由でこの容姿となった。完全武装したときのジラートはまさしく歴戦の勇士といえる風格を漂わせており、あのときの選択は間違っていなかったと自負したものだ。

　戦闘時は人狼モードになり、獲物に襲いかかる姿はまさに狩人。

　近接戦に特化しておりサポートキャラクター、ナンバー４のハイドラグニル、シュバイドとともにパーティーの前衛を務めていた。魔術スキルによる攻撃力は低いものの、それを補う機動力が持ち味で、無手系武芸スキルを完全網もう羅らし、特定条件下ではステータスで勝っているはずのシュニーと互角に戦えたほどである。

　咆哮とともに敵に拳を叩きつける姿を、シンははっきり覚えていた。

「ただ……あと数日でどうこうというわけではありませんが、もう長くはないでしょう」

　シュニー自身、ジラートがなぜここまで生きていられたのかはわからないらしい。

　だが、１つ確かなこともあった。

「彼もまた、シンを待っていたんです」

　シュニーがそうであったように、ジラートもシンを待っていたのだ。

「彼自身、なぜ生きていられるのかわからないと言っていました。生きている以上、何か意味があるのだろうとも」

　迫る死への恐怖もさほど感じてはいないらしい。

「実際、ジラートがいなくとも連合は機能しています。今の獣王は８代目ですが武力だけでなく、統治者としての能力もありますし」

「それを聞いたら、行かないわけにはいかないな。ジラートはどこにいるんだ？」

「先日の亡霊平原を抜け、さらに北上した先ですね。平原と森林地帯にまたがって存在する連合は、王のいる集落がヒューマンでいうところの首都となります。首都になるほどの大きな集落は４つで、現在ジラートがいるのは、現獣王のいる犬族の集落です」

「そうか。一応聞くけど、向こうに着くまでに危ないってことはないんだよな」

「はい、少なくともあと数年は大丈夫だと思います。本人もそこまで弱ってはいませんでしたから」

「なら普通に行くか」

　本当に切羽詰まっているのなら長距離移動の奥の手を使う気だったが、どうやら大丈夫のようだった。

「じゃあ、いくつか確認しときたいことがあるから、それが終わったら出発しよう。準備もあるだろうし、２人は明日出発でいいか？」

　聞き役に回っていたユズハとティエラに聞くシン。

「いつでもいいよ」

「私はいつもみたいに留守番してればいいのかしら」

　基本的にティエラはシュニーの留守を任されていたので、今回も留守番だと思っているようだ。

「ティエラ、今回はあなたも行くのですよ」

「え、私もですか？」

　自分も行くと言われてティエラは驚いていた。

「シンが戻ってきましたから、場所にこだわる必要はなくなりました」

「個人店舗の強みだな」

「あの、でもこの店を放っておいていいんですか？」

　ティエラの問いにシュニーが苦笑する。

「問題ありません。持っていきますから」

「持っていく……ですか？」

　何を言っているのかわからない、という表情のティエラ。確かに、店を持っていくという言葉にすぐ納得できる者は少ないだろう。

「持ち運びできるんだよ。この店」

「……えと、どういう意味かしら」

　いくらなんでも簡単に持ち運びできてたまるか、という思いもあるのかもしれない。

「今は珍しいのか？　持ち運べる店とか家とか」

「ないわけではありませんが、その筋の専門家でなければ知らないでしょう。私の知る限り、小さな小屋でもかなりの値がついていました」

　ゲーム時代は当たり前のようにあった技術だが、案の定、特殊技術のような扱いだということがわかった。

「なるほどな。それじゃティエラが知らないのも無理ないか。今じゃスキルよりアーツのほうが主流なんだろ？　生産系もそうなのか？」

「はい。生産系もアーツとスキルで分かれています。アーツは『栄華の落日』以降、人々がスキルを復元できないかと試行錯誤して生まれたものです。スキルより効果が低いのは戦闘系と同じです」

　ゲーム風に言うなら、システムアシストなしでスキルを再現しようとしているといったところか。

　普通なら何も起こらないがここは異世界。恐らくスキルの片へん鱗りんのような効果が生まれ、それをアーツと呼んでいるのだろう。

　鍛冶について言えば、そうでないと──単なる物理的作業では絶対に再現できない技術もあるので、的外れな推測ではないはずだ。

「私みたいな新世代はアーツを基準に考えてるから、シンや師匠とはどうしてもずれちゃうのよね。『栄華の落日』以前は師匠クラスの人が普通にいたんでしょ？　どんな世界だったのか想像もできないわ」

「そりゃそれなりにはいたが、たくさんってわけじゃないぜ？」

「それでも、両手の指じゃ数えきれないくらいいたんでしょ？　その時点で怖さを通り越して呆れるわよ。そんな人たちがあっちこっちで戦いを繰り広げてたっていうのは伝え聞いてたけど、よくそんな状態で社会が維持できたものだわ」

「そのあたりは、まあしっかり管理されてたっていうか、やりすぎる奴は排はい斥せきされてたっていうか」

　悪質なプレイヤーはＧＭに通報されてアカウント削除だからな、とは言えないので、似たような言葉でお茶を濁しておく。

　実際にそんな世界だったら、とうの昔に滅んでいたはずだ。

「管理なんてできたの？」

「そこはほら、いろんな奴が協力して事に当たってたんだよ。それより、さっきティエラが言ってた新世代って何のことなんだ？」

「ああそのこと？　簡単よ。『栄華の落日』以降に生まれた人を新世代、それより前に生まれてまだ生きている人を旧世代って呼んでるの。『栄華の落日』後、最初に建国された国の誰かが言い始めたらしいんだけど、今じゃすっかり定着してるわ。師匠たちを見てると新世代のほうが明らかに劣ってると思うんだけどね」

　ティエラの言うとおり、能力だけ見れば旧世代のほうが優れていることは間違いないだろう。

　シンやシュニーがいい例である。とはいえ、スキルを除けば旧世代といえど能力の高い者ばかりというわけでもないらしい。

「世代が同じでも能力に差があるのは変わりないから、私はあんまり新旧の違いを意識したことないけどね。でもシンや師匠相手だと、さすがに世代差を感じちゃうのよ」

「世代差ねぇ」

　正直なところ、シンは欠片かけらもピンとこない。

「そういうものもあるくらいの認識でいいわよ」

　定着していると言っても、何か害があるというわけではないようだ。一部の例外を除いて、ということだが。

「とりあえず脱線した話を戻そう。さっきも言ったがここ、月の祠は移動可能店舗だ。なので一緒に行動しようと思う。ティエラもせっかく外に出られるようになったんだし、旅をするのもいいと思ったわけだ。ああ、もちろん残るって選択肢もありだぞ？」

　決して無理やり連れて行こうというわけではないのだ。

「そういうことならついて行くわ。あれから何度か外に出はしたんだけど、王国に入ったりするのはまだちょっと怖かったし。シンたちと一緒なら大丈夫だと思う」

「決まりだな」

「みんないっしょ！」

　ユズハの言葉に全員がうなずく。




　ティエラとシュニーを加えて目指すのは、かつての仲間が待つファルニッド獣連合。

　再会と別れの待つ地へと、シンは行く先を定めた。

　そこで何が待っているのか。誰もまだ知らない。























　胸元に感じるぬくもりと朝の光を感じて、シュニーは目を覚ました。

（ここは……）

　ぼんやりとした頭で昨日の出来事を思い出す。

　シンが帰ってきたこと。

　ヴィルヘルムたちが驚いていたこと。

　月の祠で食卓を囲んだこと。

「私は、確かティエラを寝かせて自分のベッドに……えっ!?」

　そこまでつぶやいて、自分の横に他の誰かがいることに気づく。自分が抱いているのは誰かの腕だということも。

「えっ？　シ、シンっ!?」

　大声が出そうになるのを必死に抑え込んで、シュニーは自分が抱いていた腕の主を確認した。

　癖のある黒い髪。閉じられた瞼の下にある瞳が深い黒だということを、シュニーはよく知っている。

　月の祠の主、シンその人だ。

「っ!?」

　あまりの密着具合と肌の感触に、シュニーの顔が赤く染まる。耳まで真っ赤になっているのが自分でも自覚できた。

　昨夜、自分が酔っている自覚はあった。しかし、酔いに任せてシンのベッドに入り込むようなことをしたとは思いたくなかった。

「ふ、不覚です……」

　真っ赤になりながらも、決してシンの腕を放そうとしない自分が恨めしい。

　シンを起こさないようにベッドから出ると、小さく息を吐く。いつシンが目を覚ますかわからないのだ。もし今シンが起きたら、何と言い訳をすればいいのか。

　シンの寝顔を見ていたいという欲求をどうにか抑え、部屋を後にする。

　自分の部屋に戻って着替え、顔を洗って意識をはっきりさせる。冷たい水で冷やされたおかげで、鏡に映った顔には少し前までの赤さはない。

「……まずは、朝食の準備をしましょう」

　時間はまだ５時半を少し過ぎたくらい。いつも７時前には片づけまで済ませているので、このくらいから作り始めるのが日課だ。

　台所に行き、冷蔵庫の中身を見て献立を決めたところでティエラがやってきた。

「あ、師匠。おはようございます」

「おはようございます。昨日は大分酔っていましたが、体調は大丈夫ですか？」

「う……昨晩はご迷惑をおかけしました。とりあえず、二日酔いとかはないです」

　記憶はあるようで、肩を落としながらティエラは謝罪した。酒で失敗したという点では同じかもしれない。

「それなら朝食の準備を手伝ってください。おそらく、４人分必要なはずですから」

「はい……あれ？　４人分ですか？」

「まあ、念のためです」

「はあ、わかりました」

　４人という部分に疑問を感じたようだが、ティエラは素直にエプロンをつけて手伝いを始めた。

　シュニーも愛用のエプロンを身につける。シュニーは薄い青色、ティエラは薄い緑色だ。

「今朝の献立は何にするんですか？」

「和食で行きましょう。お味噌汁の具はありますし、魚はとっておきを出します」

「っ!?　師匠、まさか例のあれを？」

　シュニーの宣言にティエラは驚きを隠せない。それは、金額でいえばジュール白金貨が動くほどの超高級食材なのだ。

　その食材の名は『金剛鰺ダイヤホースマッカラル』。それを開いて天てん日ぴ干ぼしした１品こそが、今回使うとっておきだ。

　つまるところ、本日の月の祠の朝食は、アジの開きと味噌汁という、ザ・和食ともいうべき内容となる。

『金剛鰺』は、見た目は鱗うろこがダイヤモンドのように輝くアジのような魚型モンスターである。しかし見た目によらず、レベル帯４５０～６００とバグかというレベルの強さを誇る。

　１個体でそれなのに奴らは群れまで作る。レベル５００を超える鮫型モンスターや、レベルの低いクラーケンを餌代わりに喰らう化け物なのだ。

　時折市場に並ぶのは群れからはぐれ、弱ったところを釣り上げられたごく少数のみ。海で取れる食材の中でも、凄まじい値段がする高級食材として認知されている。

　そんな金剛鰺を、シュニーの料理スキルで加工すればどうなるか。もはや言うまでもないだろう。

「見た目はただのアジの開きなのに、なんだかキラキラしてる……」

　エルフの持つ鋭敏な感覚が、アジの開きに秘められた生命力をとらえていた。

「さて、では先にお味噌汁の用意をしましょう。ティエラはお米を炊いてください」

「あ、はい」

　ダイヤの輝きを放つ魚を一旦皿の上において、シュニーは味噌汁の具を取り出す。具は豆腐、わかめ、油揚げの３種類。鰹かつお節ぶしと昆こん布ぶで出だ汁しを取るという本格派だ。

「師匠、お米のほうは準備できました」

　ささっと準備を済ませたティエラが呼び掛けてくる。シュニーがいないときは自炊するのが当たり前なので、ティエラも料理は一通り仕込まれていた。米を炊く準備など大した時間もかからない。魔力コンロに火をつけ、準備は完了だ。

　しばらくすると、米の炊ける匂いと味噌汁の出汁の香りが室内を満たし始める。シュニーにとっては、今ではとてもなじんだ匂いだ。

　時間はすでに６時を過ぎている。もうすぐ朝食の時間だ。

　ふとティエラが口を開く。

「師匠、ちょっと外に行ってきていいですか？」

「もう少しでアジも焼けますから、手短に──頑張りなさい」

「はい……10分くらいで、戻りますから」

　シュニーに一言断って、ティエラは店の出入り口に向かう。ティエラが何をしようとしているのか。それをわかっていて、シュニーはただ励ますことしかしない──できない。

　最後の一線だけは、自分の力だけで乗り越えなければならないからだ。




　ティエラは扉を開けて外に出る。すると、朝の日差しがティエラを優しく包み込んでくれた。

「この時期は、まだ少しだけ肌寒いわね」

　夜の名な残ごりか、薄着ではまだ寒いと感じる空気の中、ティエラは月の祠周辺にはられた結界の境界へ向けてゆっくりと歩いていく。

「大丈夫……大丈夫……」

　境界に近づくにつれて、ティエラは胸の鼓動が速くなっていくのを感じていた。初めてはシンが一緒にいた。２回目は１人で出ることができた。

　それでも、１００年もの歳月をかけて培つちかわれた恐怖は、そうやすやすと消えてはくれない。

　外に出れば、またモンスターに襲われるのではないか。そのせいで、また誰かが犠牲になってしまうのではないか。そんな、ある種の強迫観念がまとわりついている。

　それに気づいていたからこそ、シュニーは励ますだけにとどめたのだろう。

　息を整えながら、一歩一歩確実に進んでいく。すでに何もないことはわかっている。その経験があればこそ、ティエラは先に進むことができていた。

　思い出すのは、シンの差し伸べてくれた手。その手をつかもうとするように、ティエラは境界の外へと踏み出した。

「…………」

　１分ほどその場に留まり、周囲に変化がないことを確認する。

　境界の外に出たからといって、唐突に何かが変わるなんてことはない。しかし、それでも自分を取り巻く空気が変わった気がしていた。

「……ふぅ。やっぱり、まだ緊張するわね」

　あえて声に出すことで、体に入っていた力を抜く。後はもう、この当たり前に慣れるだけだ。

「さて、手早くやりますか」

　月の祠を取り巻く木々の一角に向けて、ティエラは歩き出した。ティエラの腰くらいまである葉の茂った草の前まで行くと、そっと横に回り込む。

　ティエラの視線の先にはコスモスに似た形の花が咲いていた。形状が似ているだけで、花弁の色は赤に青、緑と紫といった具合に様々だ。

　花の名は『レピカ』という。エルフの間では感謝や誠意といった意味を持つ花である。

　まだ結界の外に出られなかった頃、今の時期になるとこの場所に咲くことを、ティエラは知っていた。伊達に１００年店番を務めていたわけではない。何気なく眺めていた店の窓から、レピカが咲いているのを見ていたのだ。

　見えていただけで決して触れることはできなかったが、今ならばそんなことはない。食卓に飾る花として何本か摘み、店に戻った。




「花か瓶びん、花瓶っと」

「少しは慣れましたか？」

　手頃な大きさの花瓶を探すティエラに、シュニーが声をかける。

「少しずつですけど、なんとか」

　優しい笑みを浮かべるシュニーに、穏やかな顔でティエラは返す。その言葉には、無理をしている様子は感じられない。

「……もうすぐ用意ができます。シンを起こしてきてください」

「わかりました」

　わずかに笑みを深めて、シュニーはティエラを送り出す。

　ティエラの姿が通路の奥に消え、しばらくして、何かが倒れる音が聞こえた。ほどなくして姿を見せたのは、シンとティエラ、そして銀色の髪に狐耳をつけた幼い少女。

　昨晩同じベッドで寝たことを思い出すと顔から火が出るほど恥ずかしいが、シュニーはどうにか平静を保つ。シンが何も言わないでいてくれるのを願うばかりだ。

　少し騒がしいテーブルの隅で、レピカの花がその光景を見つめていた。
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